
SD1250
I 暗茶褐色土(かたくしまる)
2 暗泰稿色土(黄褐色土 黒褐t上嶺降,)
3 暗泰褐色砂模■

SD1250
1 暗過色■僣町ヒ鉄守、穣混)
2 暗秦終色■(暗黄褐色土アロッタ混
3 暗茶鵜色■(責編色圭霜降り)
4 暗芥網色土
5 暗責褐色砂礫と
0 賭茶褐色砂礫■(責拇色上混)
7 暗泰驀色砂禁上
8 暗茶鵜色砂質土

SK1282

SK1296

五 暗黄茶縄色■(小礫混)
12 暗茶褐色エ

13 茶薇色砂礫土

14 暗茶渦色■(黄鵜色エアロック混)
15 黒格色土

16 15と 地山の混■

4 暗葉掲と上(黄褐ti 黒褐色土霜降り、2よ ,暗 )
S 暗泰褐色土と暗黄褐色■(地山)の混上
G 暗茶褐色枯質上
7 黒召色砂質土(かたくしまる)
8 黒召色砂質土(7よ ,明 )

SD1250

SD1250

SK1283

SK1282
SD1250
1 暗黄茶姿色■(小礫 ,力惑ヒ42混 )
2 暗黄茶偶色■(1よ り暗)
3 暗茶縄色土(周し位混)
4 責褐色砂礫■
5 暗黄禍色砂礫土
6 暗茶褐色礫■
7 茶鵜色主(貨掲色■霜降り、炭化粒混)
8 嗜茶網色■(責褐色土緒降り、炭化粒混)
9 暗茶稿色土(炭イヒ粒混)
10 暗茶褐色土(炭rL42混 、しまる)

SD1250
1 黒褐ti(則 し物携■の袢層)
2 黒褐色土(1よ η脚し物の量少なく
3 暗黄褐色砂礫土
4 暗泰鵜色砂礫■
5 暗茶褐色■(責掘ζと霜降り)
0 茶鵜色■(5よ り貨脅色と多量混)
7 暗茶鵜色土(やや砂質)

SK1283
14 階茶禍色上(秒礫混)
15 暗秦召魯■(黄福色土彼豊混)
10 暗茶縛色上(貨お色■露降り)
ユア 嗜茶褐色と
18 暗泰稿色土(抄盪)
19 暗茶終色■(砂要温)
20 暗茶穏色■(責褐色■霜降り)
21 暗秦網色猶質土

22 暗秦禍色土(黄4H色土霜降

')23 暗茶召色粘質と

７２ ‐Ｏｎ

一　
ｇ

SK1295

SK1296
8 茶褐色■(責召色エアロッタ霜降り)
9 黒掲色土
SK1295
10 暗茶鵜色土
11 暗茶縄色土(責褐色土霜降り)
12 暗茶禍色土(10よ りやや暗)
le 黒福色土

SD1250
SD1250
暗奏褐色上

黒褐色枯質土

絡 鶴 雉 俄襴

"励暗茶種と上(1よ ,やや暗)
晴駕確■(1より韓 晴、4よ り明)
晴秦網色砂礫■

暗茶召も秒要と

際 色砂確上(7よ ,砂多)
暗茶褐色格質土(″礫混)
暗芥将色土(やや祐質)
10 暗秦福色砂礫■(電山■混)
11 暗AIH色■(寅掘色上霜降,)
12 鷲奏褐色■(11よ ,責穏也土多
量混)

SD1250
1 暗茶禍色土

13 暗奏るもと(醐際含、しまる)

9

2 暗泰褐色主(黄鵜色土アロック混)
3 暗茶褐色土(責褐色土霜降り)
4 炭化物と焼上の帝層(粘質)
5 暗茶偶色土(砂礫多量混)
0 暗茶凋色主(やや粘質)
7 暗茶鵜色砂礫土
8 暗泰褐色砂礫土(責褐色主少量混 )

1 暗秦褐色土(炭化粒 焼土粒含)     4 暗泰褐色土

2 暗茶掲色粘質■(黄褐色■ 炭化粒 焼■含)5 増泰褐色砂礫土
3 暗茶鵜色枯質■(し まりない)      6 暗責褐色砂礫■

SD1250
1 暗茶禍色土
2 暗秦灰色猫質土
3 黒褐色粘質主(礫混)
4 黒鵜色粘質土(礫多量に混)
5 黒福t粘質土(地山黄召色上 礫混)

SD1250
1 職秦召色上

2嚇 絶■と麻絶鞭■の触
3 暗茶褐色粘質と
4 暗泰務色抄瑣土
5 暗辮 色嫁 上

6 茶褐色砂質主

SD1250
1 贈茶鵜色土(酸化鉄含)
2 暗茶褐色土(1よ り暗)
3 黒褐色粘質土
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SK1257 SD1252 sD1250

SK1251

SD1250

SD1252 SD1250

SK1257
02 辮 婢

93 黒褐a (資褐色■篇降

')34卿    (B瑕既)躍齢

SK1251
29 暗疼褐色上(資櫓も土霜降

'、

劇監赳温)
m晴納 笠 (酪位 少崩 降

'、

Rlt

朝,桝鵡 )
飢 暗秦召t■

1250
暗葉偶色土(費褐る■アロック1爛 )

暗秦褐色上(女格もと霜降
')暗茶召も■(12よ り靖、ややお質)

晴秦将色土

離 醜

SE1253
95 聯 も上(下層に焼■アロック層)
aS 暗純 上

37 螂
38 暗葉褐色祐質■(秒礫協)

SD1252 SE1253

SD1252(A・ B,Cセ クション,
C 職茶偶色圭(資網色171ヽアロック混)
7暗熱 儀 (朔 )
8暗熱 住 (堀 )
, 追褐も明 と暗対文観預■の互層
e熱 儀
10 晴泰灰也転質土
11解朋 (徹混)
12 黒泰褐色上
1ノ 景綿 位 (】鵡 )

η 暗茶褐色お筵 (貨褐ttアロッタ働
14 暗奏褐ζ竹賓土

14晴秦褐も祐質ユ(IIよ り明)
15泰掲も砂環土
16 茶程也土
V黒稲 笠 仙山蜆 )
18黒秦掲醜
19 感茶偶色上(責魯色土アロック温)
郷 暗秦灰もお質上(環混)

21 黒納 土(瞬温)
2,晴秦灰色粘質上

23暗泰灰ζ粘賓とと籾薔の互層
2t増泰召色■と副目の互層
25初雪(逸山上混)
閉 錦 鬱 触

27 暗茶得色土(秒長主温)

墾 階級 鶴 質土(脚腕 )

黒灰褐ζ猫質■(慶混)

鷲秦褐色お質土(暗責再も土霜障り)

猶茶褐色祐質と

晴秦召色枯質土(4よ り灰色磯)

暗秦褐t枯質■

嗜泰程色枯質上

暗泰程色枯質■(確混)

晴茶格色枯質上(Gよ ,聴 )

暗灰得色粘質■(炭屁)

暗泰程色粘質と(灰色強)

獅一‥

獅一　ｇ
一

ｅ

12断躙建琳質主と聴綿建硝質■の例唇
B紹 鮒 触

SD1252
1 黒褐色猫質土

2 暗泰碧色祐質土(1よ ,お貫)
3 晴資褐色枯質■(1よ

'粘

とをし)
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1252
暗茶再色粘質■

暗泰穏色培質土(黒褐色枯質土箱降,)

暗灰褐色構質土(枯柱強)

暗泰褐色粘質土(責将台土泣篤降

')黒召色枯質■

榊 を秒上

黒褐もお質■(灰色強)

黒縄もお賓■

黒褐色精質土

綿 9腋■(黄褐鶴 降,)
晴秦褐も議質土(4よ り明)

朧 齢 触 (熱色凱 働
暗灰終色荘質土

暗灰掲ζ培質土(10よ り芥雹強)

lS 暗原稿也鵜質と(賀4tllt多重に温)
11 暗購 盟 土

SD1252       
｀

1 暗泰褐を増質土(雲尻編色
培質■混)

2黒用 鶴 敗 (鋭 )
3 黒灰拇色お質と

4 暗秦禍色枯質■(競佳強)
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SD1406

1422
暗茶格色土(翻と鉄含)

螂 上(翻隣 )

暗奏禍色■(貨褐色上需降,)

贈秦褐色■(費福色二篤降り、9よ

'費

程也土少)

暗榊 土

黒再色土(確混)

黒縄色土

責繕色砂礫土

黒穏魯嶺質上

藍茶褐色砂瞭■(1に似るガ黄禍色と少)

SD1422

SK1435

SK1367 SD1422

SD1406
10 暗茶偶色■(交禍も■霜降

')」 暗泰欄雹土
12 11と 13のEI
10 螂 色猫質上(しまりない)
11 晴茶褐色土(費掲也上アロック温)
15 黒褐ζ■(暗奏鵜色上黄得色土箱聴り)

16 景褐色上(丈掲色土績量に篇降り)
17 贈奈偶色砂環■(1に似ろが考千黄穏雹土少)

SD1422 SD1406

SD1406

1422
茶褐色土

暗茶召も■

暗茶褐色■(やや粘質)
暗XtI(鵬 温)
秦将色■(黄褐色■黒降,)

辮 饉

SD1406
7 暗茶格も土
8 暗茶灰ζ土(やや粘質)
0 暗泰褐色土(7よ

'暗

)

10 晦辮聴上(卿 )

11 黒褐色上(黄褐tlp混 )

12 黒語も土

SK1434
SD1422
1 贈縛も■(貨褐色土砂混)
2 暗茶編色圭

3 暗褐色ユと暗茶召色■の温土

SD1422

SK1336

SD1406
暗芥得色上

暗泰再色と

暗驀灰色枯質■

泰褐色i(寅網色土アロッタ温)

暗茶偶色■(黒褐色と篤降り)

SK1434
, 奏稿色上(貨偶も土霜昨,)
10 暗褐色(礫混)

SК 1435
11職茶徹よ上(礫温)

12 暗泰福也上(ARt■ アロック協)

10暗綿 色上(12よ

'暗

)

14 案召色土(壌滉)

SK1367
1 暗黄程も構質と

2 泰褐色格質と

SD1422

SK1996
1 暗秦褐色枯質■(灰色強)

SК 1339
2 晴秦褐色祐賃■(暗支掲色枯質上篤降り)

SD1422
暗灰茶編也培質上

景稲色お貫土(暗黄福色粘賓■鎮降り)
鳥掲色枯質土

黒灰色枯質土

黒褐t枯質と

黒褐色枯質■(砂協)
鷲責褐も砂

D1422
暗茶召ね祐質■(責鶏色砂温)
纂灰色粘質■

黒鶴ζ増質■

黒驀色柄質上(3よ
'猫

質)
暗灰色粘質上(別遺構)
暗熱 鶴 難 例齢 )

舞縄色枯質土と黄穏色砂の互層

茶褐色枯質■(aょ ,砂少)

秦褐色粘質土と暗黄穏も■質■の混士

駅舗 難
黒得る増質土

黒褐色祐質■(砂混)

SD1422
暗茶褐色培質土(寅程色土篤降

')暗灰色粘質土

路褐色粘質
=(黄
得色粘質と霜降,)

暗茶褐色消質iOよ り縦 酌
贈秦偶も粘貿ユ(責召も枯賓■篤降η)

暗茶召色お簸 (6よ り寅福色上切

責罹も議質土辮 色枯質ユ宿降
')

SD1422
1 晴茶悟8格質土(責褐も砂協)
2 暗泰格色枯貿■

3 略灰獨も枯質と

4 黒灰色枯質土(黄悟色祐質土霜降
')6 暗茶召もお賓■(黄鵜もお質土需降
')

第76図 遺構実測図 (中世前期 )
1～3.SD1406・ SD1422 4～ 9 SD1422

=4θ

m



<

″〃
　
・・
／１
鞘
”Ｐ
′
ｖ

● 中世土師器

■ 陶 器

▲ 磁 器

第77図 遺構実測図(中世前期 )
SD1250。 SD1252・ SD1406。 SD1442遺 物出土状況

ヱ

`ヱ

・ユ2







SD2203

SD2203
1 恭褐色上(炭化物 tlL)
2 茶掲色 に(地 山土■t,
8 泰穏色■(地 山■少駐 Jt)
4 祭褐色上(砂 地山土少・JIと 、酸化鉄少H含 )

5 茶褐色砂質■ (地 山上 /」L)
6 砂瞭■
7 泰褐色土 (23よ り砂多い 離化鉄含 ,
8 砂礫■ (酸 化鉄含 )
9 泰鶴色砂質主 (Ifrdとと)
10 泰黄tgJ色砂僚■(酸化鉄含 )

SD2003
1 茶褐色粘質上
2 泰灰色砂不J土 (酸化欽含、小礫淀 )
3 泰褐色土(酸化鉄含、小礫縫 )
茶早褐色砂質■(茶t砂上士暴場色上の互蹴 )
泰褐色土(ブロ ンク状に入る )

明荼禍色土(プロ /夕 状に入る)

泰灰色■(灰 色粘質土と茶色砂土との互層 )

茶色砂質土(16の秒より狙い砂 )

茶色砂 Fk土 (ユ 7の砂より和Hか い16よ りな1い砂 ,

SD3005 SD3006 SD3007   sD3010

SD2203
1 茶掲色+(喋とと)
2 晰奈褐色I
3 茶褐色砂婚(茶 鶴色i lL)
4 晰褐色llu質■(ややIh質 )
5 泰褐色■ (地 山とと)
6 丈褐色砂層(小砂喋とと)
7 泰褐色土(砂 lL)
3 黄掲色1/b層
9 隔掲色III質」虫砂Jと )

灰色粘質」:(泰t妙■混 )
本色砂質■(17よ り判い砂 )

泰褐色土(地山土とと、酸化欽含 )

灰茶褐色土(4h町 )

呉泰掲色上(酸化鍬含 )

茶灰褐色■(砂 )と 、賊化鉄含 )

灰褐色土(砂おと 酸化鉄含 )
灰褐色粘質I(駿化鉄含 )

灰本色rrIFki

hll灰褐色‖rti
掟荼樹色J:

His茶掲色i
晴灰荼偶色i
木褐色」i(細 砂礫注と)

明茶褐色土

晴泰褐色■

SD3005
18 白色砂礫土(小燃とと)
19 冶色砂礫上(礫 ,■ )
20 泰黒措色土
21 茶褐色I(酸化鉄含

'22 泰褐色砂礫士(酸化鉄含 )

23 黒灰褐色粘質土 (酸化欽奮 ,

と き身急と章:蟹 饒施泉ど)1房
I遺絣

SD3005
20 」帝灰褐色Ih質 11砂 多it〕と
20 泰掲色■(砂礫提 )
21 背灰色4占質■(砂嘆とと)
22 FIN色 砂層(砂礫多,tt‖と)

SD3007 SD3010

" IX荼
褐ヒJ:

25 本鶴色上
ツ6 明茶褐色■
27 泰褐t■ (地 山‖と)
28 茶 llt色■(地 1口 多it出 )

29 余鶴色■ (ユ也山多1と 淀 )
30 H茶 褐色■
91 本褐色土(地山,■ ,

I  耕作■
1l a ヽ茶鶴色と

II b 恭掲色■

SD3006
1 茶掲色■
2 猟泰褐色に(枯質 ,

8 晴黄禍色i(地 山フわ ッタ)

SD3006
23 本ltJ也 ■

SD2203

駿化鉄♂ )

SD3006SD3005

泰貨色砂礫主(29よ り礫小さい)       21
灰掲色Ih質上(酸化鉄含)          22
黄褐色Fti質■(駿化鍬含)          23
灰色IIIF質 上(灰 色l■ 質■と細かい貫色砂上の互層)24

丈褐色砂±                 25
責P3色土(砂 地山■ lヒ )
茶色■ (茶褐色とと地山上の混土、炭化物心と)

灰泰褐色土(秒 地山■ lt)
14気褐色上(地 山洸 )

黒褐也lb質土(地 Hl■ 綿状に廿せ)

SD3005

lS 明灰褐色1=(砂 多IL4湛と 駿イヒ飲含 )

白泰色砂上(ブロ ィタ)

灰 Ftl色■ (砂 地山■it)
灰米泰褐色■ (地 山■ 黄色lU/土 lt 酸化鉄含 )
鼻灰色粘質 L(地山土どと,
ユ1貢褐色土(■褐色土 地山上 Jと )

SD3005
26 黄白色砂利■(小礫 砂〕と,
27 女白色砂和li(小 際26よ り少ない ,

28 木褐色 t(破 化鉄含 )
29 灰掲色粘質土
30 外色砂環■(本 協也Jとに碑 砂】ヒ)
31 本色砂礫■(本褐色ユ」こ礫 砂1と ,
3を 灰鶴色T:質上(酸化鉄含 )

SD3007
42 黄暴泰褐色■(地山■とX泰褐色■の lt■ )
48 猟茶掲色■
44 黄祭褐色土(茶褐色JIに 地山淀 )

SD3006       SD3007

猟泰 74色 粘質■(炭化物〕と,

1帝 貨色frb質土(細1かい砂浮と)

灰色‖i質 Ji

咲褐色格質■ (駿化飲含 )

SD3006
37 木協tよ (地山村 1と )
38 泰灰褐色■
39 呉泰鶴色上(地 山とと)
40 キ茶褐色■
41 1“ 黄掲ti

SD2003

1 茶褐色上 (炭 化物 地山■とと)
2 晴賞PE色上(地 山■に茶鶴色■れと)
SD3007
3 茶色主(地山i多壁にれ状にじと、炭化物 lt)
4 泰袴色上 (通 山土注t'
5 暗 lh褐 色上(地 山土に泰掲色■ 1と )

SD3005 S03006      sD3007SD2203

SD2203                  7 茶灰色土(灰 色Wi上に本色砂i朴と)    17  14 黒緑色t(,き緑色粘質土(地 山 )1こ 暴褐色土提)sD3005
1 茶褐色土(駿化鉄含 )           8 茶灰色砂質■(茶 色砂土と灰色粘上の互届)   15 緑灰色llu質上 20 泰 lFlttFrj喫 ■(駿化獣含)         27 H灰 褐色土(炭化対 小礫|■)      34 灰色格質土2 灰褐色土(砂質、酸化鉄含)        o 泰灰色■ (灰色粘■に茶色砂上淀 )       16 暗褐色砂質■ 21 泰褐色Ji(砂 i lt)            28 本褐色砂質土(妙 tに 黒背灰色粘土少 i11と )85 青灰色IL質■(地 山に灰色土 It,3 茶灰色砂■(砂土に黒褐色tri■・lt 膀化鉄含)10 茶灰色土(灰 色猫■と茶色砂上の互層、酸化鉄含)17 灰色粘質土 22 黒背灰色Ih質■(炭化粒IIt)        29 黄灰色Fu質土(地 山に灰色土よと,      36 暗貧怒色IIf質■(地 山 lt)4 灰泰褐色土(腋化鉄含)          ■ 黒灰褐色粘質■ (炭化粒れ)          18 聴欲色砂質I 23 X灰 色i(小礫 砂I注ヒ)         30 4灰 協色上(砂士淀、駿化鉄含)     37 女黒灰色礼 rk土5 灰泰褐色砂質土(駿化鉄含 )        12 猟灰褐色粘質土(暗縁色砂質Ji 地山粒注と)   19 黄木lst上 (黄 褐色格質iブロ ′クlt)   24 泰褐色■(砂■JD             31 灰茶褐色■(駿化鉄含)         38 黒灰色1/1/礫 上6 茶褐色砂441■                13 黒本灰色IIh rt土 (炭 化Xilir) 25 黄茶鵜色砂資土(妙」:と 猟士灰色粘上の互層, 32 甘灰茶掲色土(駿化鉄含)        39 よ貨灰色粘質上 (37よ り暗 )

26 黒泰色砂瞭上               33 泰首灰掲色土(酸化鉄含)        40 泰褐t」虫砂土 lt)

第80図 遺構実測図(中世前期 )
1.SD2203・ SD3005～ SD3007・ SD3010 2.SD2203・ SD3005～ SD3007 3・ 4.SD2203・ SD3005 5.SD3006・ SD3007 6.SD3005～ SD3007

S03007
4 本色工(地山土ブロ ッタ lt)
5 本掲色上
6 茶褐色■

6

S,3005
7 灰色砂不1■ (礫注と)
8 恭灰褐色土(駿化鉄含 )
9 泰灰掲色上

′77・ ZをB



SD2453b
14 茶褐色祐質土(礫混)
15 暗茶褐色粘質上(礫混)

SD2453b

SD24S3(A・ B・ C,Dセ クション)
1 茶褐色粘質土 (礫混 )
2 暗秦褐亀祐質土(礫混 )
3 暗茶褐色粘質土 と暗黄褐色粘質上の混土(礫混 )
4 暗茶褐色粘質土 (礫混 )
5 黄褐色粘質土
6 暗灰掲色粘質土 (礫混 )

SD2453

SD2453い SD2453

SD2453b
16 黒褐色粘質土

SD1285
1 黒褐色粘質土
2 暗茶褐色枯質上と砂の混主

第81図 遺構実測図 (中世前期 )
1～4.SD2453・ SD2453b 5。 6.SD1285

SD2453b SK1266・ Sk1265 SD2459

SD2453
8 黒褐色猫質土
9 茶褐色粘質■
10 茶褐色砂質土
■ 暗茶掲色猫質土 (砂礫混 )房1遺構
12 暗茶鵜色粘質土 (砂礫混 )】1遺構
18 茶褐色粘質土 (風例木痕 )

SD1423
1 黒褐色粘質土
2 黒褐色土 (黄褐色砂質土混 )
3 黒褐色砂礫上
4 黒褐色枯質上 (1よ り明 )

7.SD1423

どつ



SD2450

SD2451
1 暗茶褐色■
2 茶褐色土(地山土混 )
3 茶褐色土(地山土縞双に多量混)
4 暗茶色上(地山土多量混)
5 晴茶穏色主
6 黒褐色■(帝状)
7 茶褐色土(地山土 打ヽ礫混)
8 茶色土(茶褐色土と地山上の混■)
9 茶IS色上(3と 似)
iO 褐色土(小礫多量混)
■ 黒褐色土
12 暗茶褐色土(地山土混)
13 褐色上(地山土温)

SD2451

黒茶網色砂利層(小礫混)

茶褐色砂土(組い砂 )
黒泰褐色砂利層(茶色砂主と小礫混)

灰茶褐色砂土(茶色砂土と灰色格上の互層 )

灰色粘土

茶褐色砂土(16よ り粗い砂 )

茶灰色粘土(灰色粘土と茶色砂上の互層)

SD2450
1 嗜茶褐色土(礫混 )
2 黄禍色砂質土(礫混)
3 灰XtB色土(砂質土混)
4 灰茶福色土(酸化鉄含)
5 灰黒褐色土(酸化鉄含 )
6 灰黒褐色土(酸化鉄含)

SD2451
褐色土 (炭化物混 )

黒茶褐色土 (炭化物混 )

茶偶色土 (炭化物・地山上混 )

茶褐色土 (地 山主多量混 )

黒茶褐色土 (炭化物混 )

茶色砂土

褐色土(炭化物混 )

茶色砂土

灰茶色砂質■ (灰色粘質上と茶色砂上の混土 )

10 褐色砂残土
■ 灰茶色砂質上(灰色粘質土と茶色砂上の混上、酸化鉄含 )
12 茶色砂質土 (灰色枯質土少量混 )
13褐 色土
14 茶褐色土 (やや粘質 )

1 灰茶偶色土 (酸化鉄含 )
2 茶褐色土(地山粒混 )
3 茶褐色土(小礫混 )
4 褐色土
5 黒茶褐色土
6 黒褐色土
7 灰色粘質土 (酸化鉄含 )

8 茶灰色土(酸化鉄含、やや砂質 )
9 灰茶偶色砂質土(酸化鉄含 )
10 茶褐色土(砂土混)
n 黒茶褐色土(黒褐色上と茶褐色上の混■)
12 灰茶褐色■(やや砂質 )
13 黒茶禍色砂利土(小礫混)
14 泰灰色砂質土

‐５

お

Ｖ

お

‐９

カ

２．

ゆ一ｄ

SD2451
1 黒茶褐色上

■ 黒褐色土
12 黒褐色土(地山土混)
13 茶灰色4L質■(灰色祐質とに茶色砂土混、醐 ヒ鉄含)
ユ 泰褐色砂礫土(710よ り茶色砂上多量)
15 茶灰褐色土(地山土混)
16 灰色枯■と茶鵜色砂上の互層
17 灰色猫土(酸化鉄宮 )

茶褐色土(m山土粒・小碑混)

褐色土(茶色砂質土混)
黒AIB色土(小礫混)

秦褐色■(地山■2よ り多二混)

茶灰褐色土(酸化鉄書、砂質)
黒茶掲色砂要土

褐色■(3よ りやや明、泰色砂質主温)

褐色■(やや砂質)
黒A4B色砂刊土(小礫混、7に似る)

第82図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SD2450。 SD2451 2～ 4.SD2451
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第83図 遺構実測図 (中世前期 )
SD3425
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第34図 遺構実測図 (中世後期 )
SD3425
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1 灰秦褐色土
2 泰褐色土

0    3 灰褐色土 (地 山混、やや粘質 )



第85図 遺構実測図 (中世後期 )
SD3425
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SD3425(Gセ クション)
1 茶褐る猫質土(地山プロック混)
2 暗茶褐色粘質土(地山 炭化物混)

SD3425(Hセ クション)
1 茶褐色粘質土(地山アロック混)
2 暗茶褐色粘質土(地山・炭化物混)
3 黒褐色粘質土(地山少量混)

SD3425(1セ クション)
1 茶褐色粘質土(地山アロック混)
2 暗茶凋色粘質土(地山 炭化物混)
3 黒褐色粘質土(地山少畳混)

SD3425(」 セクンョン)
1 茶褐色粘質上(地山プロック混)
2 暗茶褐色猫質土(地山・炭化物混)
3 黒褐色猫質上(地山少逮混)
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θの
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SD3425(Nセ クンョン)
1 茶褐色上(細かい砂礫混)
2 茶褐色土(炭化物 地山上含)
3 暗茶鵜色猫質土(やや粘質 )

SD3425(Kセ クション)
1 茶禍色粘質土(難山アロック混)
2 暗茶褐色粘質土(地山脚ヒ物混)

SD3425(Lセ クション)
茶褐色祐質■(地山アロッタ混 )

暗茶褐色粘質土(地山 炭化物混)

累縄色粘質土(地山混)

泰褐色土(地山土混)

暗泰穏色土(地山 炭化物混、酸化鉄含)

茶褐色■(地山多曇混、炭化物混)

暗茶欄色土(酸化鉄少量含)

泰褐色土(地山霜降り)

茶禍色土(砂礫含)

秦謁色土(地山アロック混、やや粘質)

SD3425
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SD3425(Mセ クンョン)
1 泰褐色粘質主(地山アロック混)
嗜茶禍色粘質■(地山炭化物混)
黒瘤色粘質土(地山温)
暗茶褐色■(砂礫混)
茶褐色土(砂礫多量混)

茶禍色■(礫混)

第86図 遺構実測図 (中世後期 )
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SD3425(Qセ クンョン)
1 茶褐色粘質土(地山アロック混)
2 暗茶褐色枯質土(地山 炭化物混)
黒褐色枯質土 (地 山少量混 )

茶褐色土 (地 山少二霜降り)

茶褐色土(礫混 )

黒褐色粘質土(酸化鉄少量含 )
暗茶褐色土(地山アロック混)
茶褐色粘質土(地山プロック・礫混 )

SD3425(Pセ クション)
1 泰褐色土
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汐暗茶褐色枯質土(地山・炭化物混)
黒褐色粘質■(地山少量混)
黒褐色土(地山多畳混 )
茶褐色土(地山混)
暗茶偶色土(地山・炭化物混、酸化鉄含)
暗茶褐色■(酸化鉄少量含)
茶褐色土(地山プロック混)
茶褐色土(礫混)
累褐色枯質土 (酸化鉄少量含 )

茶褐色土(PI山土斑点状に混、やや粘質 )

茶褐色土(地山■斑点状に混、酸化鉄含、炭化拗混 )

SD3425(0セ クション)
1 茶褐色土(砂礫少量混)
2 茶褐色土(炭 地山土少二混)
3 暗茶謁色枯質上(炭少量混)

SD3425
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3  )| 声

中世前期の井戸は31検出されている。時期は出土遺物から決定しているため,時期の下る遺構も含

まれている可能性がある。古くは12世紀後半の遺物を含むものもあるが,ほ とんどが13・ 14世紀のも

のである。分布は,A地区の南側とB地区の北側で比較的多く検出している。型式で分けるとほとん
どが素掘井戸である。本来は井戸側の施設をもっていたものもあろうが,残っているものは少ない。

残っていたものの中には木組井戸があり,大きく分けて板材を組むものと曲物を積上げるものがある。

遺物の出土量は概して少ない。

A地区

1253号井戸 (S E 1253,第 90図 )

S D 1250。 S D 1252が重複するX417Y105で検出した素掘井戸である。断面観察からS D 1250よ り

新しい。掘形は,若干裾すぼまりの円筒形である。平面形は楕円形,規模は長軸145cm,短軸■8cm,

深さ247cmである。付属施設は検出されなかった。覆土は小礫が混じる暗茶褐色粘質上で,第 1層 と

第 2層の境には焼上のブロック層がある。遺物には14世紀の中世土師器がある。

1254号井戸 (S E 1254,図 面 7)

S D 1252内 で検出した素掘井戸である。上面での確認が遅れたが,出土遺物よりS D 1252よ り新し

いと考える。平面形はS D 1252床 面で楕円形を呈し,長軸89cm,短軸84cm,深さはS D 1252の床面か

ら64cmである。遺物には中世土師器・八尾・珠洲 。青磁があり,時期は14世紀である。

1255号井戸 (S E 1255,図 面 7)

X420Y102で検出した素掘井戸で, S D 1250の 西側の肩を切る。 S D 1250と は覆土に明確な差が見

られないため, S D 1250と の時期差はあまりないものと考える。 S D 1250の水溜の役割をしていた可

能性もある。掘形は円筒形,平面形は楕円形,規模は長軸2o9cm,短軸243cm,深さ291cmである。覆

土は暗茶褐色粘質上が主体で,第 1層 と第 2層 と第 3層の境には,微量の炭化物が混じる黒褐色土ブ

ロックの薄い層があり,下層になると礫が混じるようになる。遺物は中世土師器・八尾・珠洲・越前

があり,時期は14世紀である。

1284号井戸 (S E 1284,図 面 6)

X429Y105で検出した素掘井戸で, S D 1250の 西側の肩,及びS K1283の 南東の肩を切る。掘形は

先がすぼまる円筒形で, S E 1255と 形態が似ており,同様にS D 1250の 水溜の役割をしていた可能性

がある。平面形は直径241cmの 円形,深さは315cmである。深さ160cm以上からは,湧水が見られた。

地山が砂礫の混じる粘質上のためか,井壁の崩落が著しい。遺物には中世土師器・八尾。珠洲があり,

時期は13・ 14世紀である。

1291号井戸 (S E 1291,第 90図 )

S K1294内 より検出した素掘井戸。平面形は直径11lcmの円形,深さは122cmと 比較的浅い。覆土

は黄褐色上が混じる暗茶褐色粘質土で,焼土・中世土師器片が多く混じる。下層の地山は砂層となり,

底には大きな石が埋め込まれていた。湧水は見られない。時期は13世紀である。

1314号井戸 (S E 1314,第 90図 )

X434Y100に 位置する楕円形の素掘井戸で,長軸250cm,短軸210cm,深 さ161cmを測る。覆土は礫

の混じった暗茶褐色粘質上で,中世土師器の砕片が多数混じっており,特に南西区に集中している。

遺物には中世土師器・入尾・珠洲・白磁・青磁があり,時期は14・ 15世紀である。

2468号井戸 (S E 2468,第 91図,図版60)
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X406Y90で検出した方形の木組井戸である。平面形は265cm× 233cmの長方形で,掘形は指鉢形で,

下層から丼戸側の痕跡を確認した。深さは188cmである。厚さ約 2 cm,高 さ約90cmの縦版で,一辺

125cmの方形の井戸側をつくっている。北・東 。南面には痕跡が残るが,西面には見られなかった。

井戸側の外側には,板材の上端まで暗黄褐色砂礫上が充填され,この上によって板材を保持したもの

であろう。この上層は黒褐色土 。褐色土が自然堆積する。底面は地山礫層に達するが,現在は湧水は

見られない。底近 くから中世前半の珠洲甕片を検出したことから,当期にあてた。遺物は他に13世紀

の中世土師器がある。

2497号井戸 (S E 2497,第 91図 ,図版61)

S E2468か ら4m北 にある,ほぼ同軸方向の方形の井戸である。平面形は275cm× 263cmの正方形

に近い長方形で,掘形は揖鉢形である。深さは175cmで ある。平面形,断面形共にS E2468に似るが,

井戸側等の痕跡はなかった。しかし,同 じような褐色砂礫上が覆上の中に見られることから,同様な

施設をもっていた可能性は高い。遺物には13・ 14世紀の中世土師器 。青磁がある。なお,こ の井戸に

はS B78がイ半い,上屋構造があったと考える。

2658号井戸 (S E 2658,第 92図 )

近世の溝 S D2485の 下層から検出した素掘井戸である。東接するS K2483よ り新しい。平面形は約

130cmの正方形をなし,掘形は円筒形である。覆土は上層が灰褐色粘質土・茶褐色土で,炭化物粒 。

焼土粒が混じり,下層は茶褐色砂礫土となっている。単純な堆積が多い井戸にあって,やや複雑な層

位となっている。深さは226cmで,検出面より195cm下のレベルで湧水がみられた。遺物には中世土

師器・珠洲があり,時期は13世紀末～14世紀である。

3052号井戸 (S E 3052,第 92図 )

X367Y105,A2地 区とA3地区の境で検出した素掘井戸である。平面形は長軸105cm,短軸95cm

の楕円形で,掘形は円筒形,深さ214cmである。覆土は上面が黒褐色土,下層が茶黒褐色上である。

湧水は見られない。遺物には中世土師器がある。

3431号井戸 (S E 3431,第 94図 ,図版64)

歪んだ長方形に巡る, S D3425に囲まれた区画の南東隅付近で検出した素掘井戸である。東にある

S K3450よ りは新しい。平面形は一辺93cmの方形,断面は円筒形,深さ108cmである。覆土は上層が

茶褐色土,下層が暗茶褐色粘質上である。遺物は主に中・下層から出上している。地山の粘質土が厚

いためか井壁がもたず,遺構の肩の周囲がほとんど崩落してしまった。遺物には中世土師器・珠洲,

箸・底板などの木製品,最下層から出上した13世紀後半の八尾がある。

3591号・3592号井戸 (S E 3591。 S E 3592,第 96図 ,図版64)

X334。 335Y99で検出した 2基の素掘井戸である。 2基とも上面の茶褐色上の浅い土坑の下層から

検出した。 2基の切 り合いはない。 S E3591の覆土は砂礫の混じる茶褐色土,深さは137cmで ある。

S E 3592の覆土は上層が黒褐色土,下層は茶褐色土,深さは162cmである。遺物はS E 3591が 13・ 14

世紀の中世土師器・珠洲・青磁, S E 3592が 13世紀の中世土師器・八尾 。青磁がある。

3852号井戸 (S E 3852,第 96図 )

S K3771の 北辺中央上面で検出した,直径90cmの円形の素掘井戸である。掘形は円筒形で,覆土は

上層が茶褐色土・黒褐色上の堆積,下層が砂礫の混じる茶色土となる。深さは190cmである。底は砂

礫層に達するが,湧水は見られない。遺物には14世紀の中世土師器がある。

3880号井戸 (S E 3880,第 96図 ,図版62)
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X350Y85で検出した,長軸170cm,短軸107cmの長楕円形の素掘井戸である。掘形は揖鉢形で,覆

土は茶褐色土・暗茶褐色粘質土,深さは209cmである。遺物には14世紀の中世土師器がある。

3970号 。3971;井戸 (S E 3970・ S E 3971,第 92図,図版62)

X349Y105で検出した,重複している2基の井戸である。断面観察ではS E3970の ほうが新しいが,

遺物からはあまり大きな時期差はないものと考える。 S E 3970は 長軸200cmの楕円形を呈し,掘形は

歪んだ播鉢形,深さは250cmである。覆土は炭化物を含んだ茶褐色土で,下層は礫が温じる。S E 3971

は部分検出のため平面形は不明だが,掘形は円筒形,深さは167cmである。覆土は炭化物が混じる暗

茶褐色上である。遺物は上面から中。下層にかけて多く出土している。共に13・ 14世紀の中世土師器・

珠洲 。青磁, S E 3970か ら加工木が出上している。

B地区

3412号井戸 (S E 3412,第 95図 )

X314Y92に位置する,直径136cmの 円形の素掘井戸である。西側 3分の 1が暗渠に削られており,

北側のS K34■よりは新しい。覆土は上層が茶褐色土,下層が黒灰褐色粘質上である。遺物は椀 。加

工木などの木製品や,13世紀の中世土師器がある。

3418号井戸 (S E 3418,第 93図,図版63)

S K3409の 西辺上で検出した,直径108cmの円形の曲物積上げ井戸である。S K3409よ り新しい。

上面より30cm下げると,中央より南側に偏ったところで曲物の井戸側を検出した。曲物は土圧の影響

で長軸58cm,短軸48cmの楕円形に歪んでおり,内部には黒色漆 。赤色漆の飛沫痕が見られた。曲物

枠の詳細については,遺物編で述べたい。曲物は 1段のみで,こ の中には植物繊維の多く混じった黒

褐色上が堆積していた。この下層は,直径約30cmの円筒形の石組になっており,水溜であったと考え

る。石は 3～ 4段,下から反時計回りに積まれていた。石組の外側は小礫が充填され,内側の下層に

は礫の混じった黒褐色上が堆積していた。遺物は曲物の中から木製品が出上している他,13世紀～14

世紀の中世土師器がある。

3420号井戸 (S E 3420,第 95図,図版62)

S K3409の 東辺上にあり,直径135cmの方形に近い円形の曲物積上げ井戸と推定する。南側 2分の

1は暗渠による攪乱を受けている。北西にあるS K3656よ りは新しい。掘形は括鉢形で,深さ72cm,

覆土は灰褐色粘質土である。北壁の深さ約20cmの ところで,木杭と曲げ物の残欠が検出されているこ

とから,曲物の井戸側の存在が窺える。遺物には13世紀末の中世土師器・珠洲。青磁,加工木がある。

4332号井戸 (S E 4332,第 97図,図版65)

X310Y95で検出した,142cm× 131cmの方形に近い木組井戸である。覆土は黒褐色粘質上で,深さ

44cmである。下層から木組の井戸側の一部を検出した。これは横板を柄組にして保持するもので,横

板井籠組井戸に分類され,その中の一方に凸柄,他方に柄穴をつけて組む C類 となる。長さ62cm,幅

約 5 cm,厚 さ 3 cmの横板を,方形に 1段組んだ状況で検出したため,上部の構造は不明である。井

戸側の内部には,やや中央からずれるが深さ35cmの楕円形の穴があり,水溜であった可能性がある。

遺物には珠洲がある。

4355号井戸 (S E 4355,第 97図 ,図版65)

A3S地 区とBl地区の境近 くX312Y95で検出した,方形の木組井戸である。S K4322,S E4357

より古いと考える。深さは50cmで,覆土は茶褐色粘質土・責褐色粘質上である。下層から木組の井戸

側の一部を検出した。 S E 4322と 同じ横板井籠組に分類されるが,組み方までは不明である。残存す
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る横板は長さ60cm余 り,幅約 4 cmである。遺物には中世土師器・珠洲がある。

4619号井戸 (S E 4619,図 面14)

X291Y98で検出した,長軸83cm,短軸73cmの楕円形の素掘井戸である。掘形はやや播鉢形,地山

の青灰色砂礫層を約67cm掘削する。底からは湧水が見られる。覆土は黒茶褐色土である。遺物には白

磁・青磁,漆器がある。

4732号井戸 (S E 4732,図 面14)

X292Y90で検出した,長軸85cm,短軸70cmの楕円形の曲物積上げ井戸である。曲物は 1段のみで,

直径約65cm,高さ35cm,茶灰色粘質上を裏込めし,固定される。内部には炭化粒が混じった黒褐色土

が堆積し,上・中層から中世土師器,漆器が出土している。

4733号 。4735号井戸 (S E 4733'S E 4735,図版66)

X291Y85で検出し,共に暗渠によって攪乱を受ける。 S E 4733は 直径77cmの円形で,S K4734よ

り新しい。深さは70cm,掘形は悟鉢形の素掘 りの井戸で,覆土は上層が暗茶褐色土,下層が黒褐色土

である。S E 4735は 2段の曲物積上げ井戸である。一部しか残存していないが,高さ12cmと 18cmの

ものが確認されている。内部は黒褐色土が堆積し,中世土師器・越前,箸が出上している。

5009号井戸 (S E 5009,図 面17)

X245Y99で検出した楕円形の素掘井戸である。規模は長軸95cm,短軸75cm,深さ79cmを 測り,覆

土は少量の砂礫が混じる黒掲色粘質土である。遺物に13世紀の中世土師器・珠洲があり,遺物から時

期を決定した。

5342号井戸 (S E 5342,図 面16)

S K5331の 北辺中央よりやや東よりで接する,井戸と考える土坑である。切 り合いではS K5331,

S K5340, S K5341よ り古 く, S E5341 bよ り新しい。 S E 5342も 断面観察からS E 5342と S E 5342

bと に分けられる。平面形は全体で長方形を呈し,長軸200cm,短軸120cm,深 さ108cmを測る。遺物

に13世紀の中世土師器 。青磁がある。

5596号井戸 (S E 5596,図 面16)

X265Y85で検出した,直径75cmの円形の素掘井戸である。深さは94cmで,覆土は茶褐色粘質上が

主体である。遺物に13。 14世紀の中世土師器・珠洲がある。           (島 田美佐子)
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S E5342 S E2342 方形 20C H茶褐色粘質土 黒褐t
佑質土

Ⅲ世土師器・青職

S E5596 S E2596 円形 茶褐色佑質土 ,世i師器 珠洲.板材 1314C

S E8006 S E906 3 1形 茶褐色砂環彊 制 ・ 識

第 6表 井戸 (中世前期)一覧
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SD1250
10 暗茶褐色■(責禍色上と黒褐色土霜降り)
11 増茶褐色■(10よ り黄褐色上の量多く、明)
12 晴茶褐色土
13 暗茶栂色砂質士

SE1255
1 暗茶櫓色土
2 購茶褐色土(1よ り明)
3 暗茶褐色土
4 暗茶褐色猫質土
5 賭茶褐色上(地山 黄褐色砂質土混)
6 暗茶褐色猫質■(黄禍色エアロック・礫混)
夕 暗茶褐色猫質土(礫混)
8 黄褐色土アロッタ
9 贈茶偶色猫質土(PI山・砂礫混)

第89図 遺構実測図 (中世前期)
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SE1314
1 踏茶褐色猫質■(礫温)

' 
晴茶獨色格質■(1よ り暗離 強、礫混)

3 暗茶網色粘質土(礫混)
4 確茶褐色枯質主0制貼)
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SE1253
1 増茶褐色土(下層に焼土アロッタ層、砂碑混)
2 暗茶褐色土(砂礫混)
3 暗綿 色工(砂礫滉、秒多)
4 暗茶福色猫質土(砂礫温 )

I

I

ヽ
＼、 _____´ ′

第90図 遺構実測図 (中世前期)
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SK2616

SE2497

SK2635

SE2497
1 黒茶褐色土 (炭化物 地山粒混 )
2 黒茶掲色土
3 茶褐色土 (黒茶褐色■ と地山の混■ )
4 黒茶褐色土(地山粒混 )
5 茶褐色砂礫土 (地 山に茶褐色土混 )
6 黒茶褐色■(地山粒混 )
7 黒茶褐色土(地山粒縞状に混 )
8 茶褐色砂礫上 (5よ り茶褐色土少 )
9 茶褐色砂礫土
10 黒茶褐色土 (地 山粒混 )
■ 暗黄褐色砂利土 (地 山プロック混 )
12 黒茶褐色土 (10よ り暗 )
ユ3 褐色砂礫上 (黒茶褐色土に黄掲色砂礫混 )
ユ4 暗黒渇色砂土 (地 山に黒茶褐色土混 )

SE2468
1 黒茶褐色土 (し まりがやや悪い)
2 黒茶褐色土(礫混 )
暗黄褐色粘質土 (地 山プロ ンク混 )

褐色土(黒茶鵜色上に地山土混 )

暗責褐色砂質土 (地 山に茶褐色土混 )

茶褐色土

暗黄掲色砂質土(地 山ブロック混 )

暗黄褐色砂質土(地 山ブロ ノク混 )

9 褐色土 (地 出混 )
10 暗黄褐色砂利■ (礫混 )
■ 暗煮褐色砂利土 (10よ り増 )
12 褐色土 (黒茶褐色土に地山上混 )
19 暗黄褐色砂利土 (10に 似る)
14 暗黄褐色砂利土 (18よ り茶褐色上多量混 )
15 褐色土(茶褐色■ と地山の混上 )
16 暗黄褐色砂礫上

第91図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SE2497 2 SE2468
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SD2485
1 灰色土(砂礫混、酸化鉄含)
2 灰褐色粘質土(礫混、酸化鉄含)

SE2658
茶褐色土 (焼土粒 地山粒 炭化粒

混 )

灰褐色粘質土 (炭化粒 酸化鉄含 )

黄灰褐色粘質土(地山混、酸化鉄含 )

茶褐色粘質土 (地 山土 炭化物混 )

秦褐色粘質土 (地 山土 焼土粒 炭化

物混 )

茶青褐色粘質土

9 暗青褐色格質土 (炭化物混 )
iO 茶褐色結質土 (炭化物混 )
■ 暗黄褐色粘質■ (地 山ブロック混 )
12 茶福色粘質土 (焼土 炭化物混 )
13 増茶青褐色粘質上 (炭化物混 )
14 茶褐色粘質■ (炭化物混 )
15 茶褐色土(砂礫 地山上混 )

SE3052
1 黒茶褐色土
2 茶褐色■(/d山土混 )
3 茶黒褐色土(地山土混 )
4 茶黒褐色上

SE3971

SE3970・ SE3971
茶褐色■ (地 山混 )

泰褐色土 (炭化物 地山土混 )

茶褐色土(炭化物 地山ブロック混 )

暗茶褐色土 (炭化物 地山混 )

暗茶褐色上 (炭化物混 )

茶褐色土 (やゃ粘質 地山多量混 )

暗茶褐色土(炭化物 地山粒混 )

暗茶禍色■ (地 山粒混 )
0 暗茶褐色土 (炭化物 月ヽ礫混 )
iO 黄褐色粘質土
■ 暗茶褐色■ (炭化物混 )
12 暗茶褐色土 (地 山プロック混 )
13 茶褐色粘質上(礫混 )

第92図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SE2658 2.SE3052 3 SE3970 SE3971
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SE3431 SK3450

SK3450
8 茶褐色土(酸化鉄含、黄褐色構質上混)
9 灰色粘質■(責褐色粘質土混)
10 灰青色粘質土(粘性強、緑灰色・黄褐色猫質土アロック混)

SE3431
1 茶褐色上
2 灰褐色土(酸化鉄含、やや粘質)
3 灰色粘質土(酸化鉄含)
4 黄褐色絡質上(灰色構質土混)
5 茶褐色構質土(資禍色猫質土ブロック混)
6 暗灰褐色粘質上(酸化鉄書 )
7 暗茶褐色粘質土

第94図 遺構実測図 (中世前期 )
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SE3412

SK3411・ SE3412
1 茶福色上(礫混、酸化鉄含)
2 赤茶褐色粘賃上(礫混、酸化鉄含)
3 累灰掲色格質土
4 暗背灰色砂利層
5 暗茶灰色砂質土(酸化鉄含)

SE3420
1 灰褐色粘質■(地山粒混)
2 灰禍色粘質土(有機物混)

A SE4733 SK473η よ

十名

SE4619
1 黒褐色土
2 灰黒褐色上
3 累背灰色土(砂礫混)
4 黒褐色土(粘質、砂混)

SK4734

SE4733・ SK4734
1 茶裾色枯賓土(地山アロック混、消質)
2 暗茶鵜色土(地山混、やや粘質)
3 暗泰褐色土(地山混、やや4h質 )
4 黒褐色■(地山混、猫質)
5 累褐色枯質■(地山砂礫混)
6 茶掲色土(SK4752の騒土、砂礫混)
7 黒褐色■(S(4753の羅と、砂礫混)

SE4735

4

SE4735
1 暗青責色土(地山アロック混)
2 暗青灰色上(地山プロック混)
3 黒褐色粘質土(地山財ヒ粒混)

SE4733

ン

SE4735

SE4732
_    1 翻 色粘箕土(脚ヒ粒混)

a     2 黒褐色粘質土(炭イヒ粒混)
3 黒編色粘質■OMヒ粒地山上混)

第95図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SE3412 2.SE3420 3.SE4619 4 SE4733
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E3852
茶褐色土(地山土混)

黒茶偶色土(炭化粒混)

暗茶鵜色土

芥褐色土(地山土混)

黒茶褐色土(地山土混)

泰福色土(地山土混 )

黄茶褐色土(Pd山土多重混)

茶褐色土(地山上混)

黄茶褐色■(地山土混)

茶色VJBk上
SE3880
1 灰褐色粘質土
2 灰褐色土(地山混)
3 茶侶色土(炭化物 酸化鉄含)
4 茶褐色■(酸化鉄含・地山上混
やや粘質)
5 茶褐色土(地山混)
6 暗茶鵜色粘質上

SE3592

>

SE3591

SE3592
1 黒褐色土 (地 山ブロック混 )

' 
茶褐色土 (地 山土混 )

3 暗茶褐色土
4 茶褐色上 (地 山多量混 )
5 暗茶褐色土(砂礫混 )
6 茶褐色土 (砂礫混 )
7 暗茶褐色砂礫層

第96図 遺構実測図 (中世前期 )
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SK4356 SE4355

SE4355・ SK4356・ SE4357
1 茶得色枯質土(黄褐色粘質土混)
2 泰褐色枯質土(黄褐色粘質土混)
3 黄褐色砂質上
4 茶褐色粘質上(背灰色粘質上混)
5 灰色砂礫土

X

E4332
黒褐色粘質土(黄褐色砂礫混)

黒褐色粘質土(砂礫混)

■
|

第97図 遺構実測図 (中世前期 )
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4  」ヒ 坑

中世前期の土坑は約233基検出した。平面形は主に円形と方形のものがあるが,方形のものが多い。

方形のものは,壁の立ち上がりが明確なものが多く,遺物の出土量も多い。長軸方向から建物に伴う

土坑 (竪穴状土坑)も含まれているが,概 して,性格がはっきりするものは少ない。

A地区

6号土坑 (S K06,第98図 )

A地区の北側中央部,X492Y99区 に位置する。地山土が褐色上混じりの礫層であるため,遺構検出

面がやや凸凹になっている。長軸104cm,短軸95cmの円形で,深さ■cmである。覆上は礫混じりの

黒茶褐色上である。出土遺物はないが,周辺の遺構・遺物から中世前期と考えたい。

7号土坑 (S K07,第98図 )

6号土坑の北側,X493Y98に位置する。長軸95cm,短軸76cmの構円形で,深さ28cmである。底

は礫層に達しているため,少 し凸凹している。覆土は礫混じりの茶褐色土 (上層),礫混じりの明茶鵜

色土 (下層)で,水平に堆積している。 S K06と 同様に出土遺物はないが,周辺の遺構・遺物から中

世前期と考えたい。

303号土坑 (S K303 第99図 ,図版67)

X481・ 482Yl12・ 113に位置し,S B13に伴う竪穴状土坑である。長軸420cm,短軸340cmの長方形

で,深さ26cm,浅 く皿状に窪む。底は礫層のため凸凹である。調査の計画上年度を違えて上坑を掘っ

ているため,一部東西セクションのつながりが掴めていない。覆土は,茶褐色粘質上に一部黒褐色粘

質土や地山土が混じる。遺物には中世土師器・珠洲・白磁・青磁があり,12世紀後半～13世紀前半で

ある。なお,土坑の南側は地山上が礫混じりの茶褐色上のため,地山上を少し下げ過ぎてくばみにな

っている。土坑の南東部にある張出しは,上面で明確なプランを確認できたのでなく,地山とのわず

かな上の違いで掘 り下げたため,掘 り過ぎて不整形になっている。

304号土坑 (S K304,第 99図 )

X478Y102に 位置する。S K303と 同様,2年度に亘る調査のため,土坑のプランを明確に把握でき

なかった。土坑の南半分の上場は不明瞭である。確認できる上場の長軸は310cmである。上坑の形状

は不明だが,円形であろう。深さは17cmである。覆土は茶褐色粘質上の単層である。遺物には中世土

師器・珠洲があり,時期は13世紀であろう。

305号土坑 (S K305,第 98図 )

A地区の北側中央部,X481Y105に位置する。長軸■2cm,短軸96cmの不整形である。土坑の南半

分は途中に段を持ち,断面はヘルメット状である。底での深さは46cmである。覆土は黒褐色粘質土 (上

層),茶褐色粘質土 (下層)で,地山上がブロック状に混じる。12世紀後半～13世紀前半の中世土師器

が出土している。

306号土坑 (S K306,第 98図 ,図版67)

S K305の 北西,X482Y103に位置する。長軸100cm,短軸96cmの円形で,深さ17cmである。覆土

は地山土混じりの上 (第 2層～第 4層)がレンズ状に入り,上面には第 1層の暗褐色粘質上が堆積し

ている。第 1層から中世土師器の完形品が出上している。時期は12世紀後半～13世紀初めである。そ

の他の遺物には,珠洲がある。

307号土坑 (S K307,第 98図 )

S K306の す ぐ南側に位置する。長軸84cm,短軸82cmの円形で,深さ34cmである。土坑の覆土は,

=2



暗褐色粘質土 (第 1層 ),そ の上に地山土が混じる土 (第 2・ 3層)である。遺物には中世土師器・珠

洲がある。時期は12世紀後半～13世紀初めである。

309号土坑 (S K309,第 98図,図版67)

X480Y100。 101に位置する。長軸398cm,短軸314cmの 円形である。南の方は,少 し段になってい

るが,南北セクションから別の遺構が窺えない。深さは64cmである。覆土は暗茶褐色粘質土 (上層),

暗灰茶褐色粘質土 (下層)で,地山上が部分的に混じっている。遺物には中世土師器・珠洲・白磁 ,

鍛冶滓があり,12世紀後半の良好な資料である。

760号土坑 (S K760,第 100図 ,図版68)

調査区幅のほぼ中央,X472・ 473Y100。 101で検出した不整方形の上坑で, S B26に伴う。南北390

cm,東西367cmを測るが,南辺が210cmと すぼまる形となる。北辺が東西軸と平行することから,S
B26に伴う方形竪穴状土坑と考える。遺存状況は良好で,壁の立ち上がりもしっかりしている。覆土

は,黄褐色土ブロックとしまった暗茶褐色土ブロックが霜降り状に混じる暗茶褐色上の単層である。

深さは中央部にかけて緩やかに深 くなり,最深部で30cmである。床面は北半が黄褐色粘質土で,南半

は砂礫層に達している。土坑内で検出した穴は同時期,又は以前のものである。西側を南北に走るS

D780は土坑よりも古い。遺物の出土は平面的には北東区に集中し,深さは検出面から約10cm～ 20cm

の地点から見られる。遺物には12世紀後半～13世紀前半の中世土師器・白磁,八尾・珠洲 。査器系甕

の胴部片,半月形の祗石がある。量は中世土師器が最も多い。

761号土坑 (S K761,第 100図 )

S K760の 南,S D 780よ り新しい長方形の上坑である。南北155cm,東西58cmで,深 さは16cmと

浅い。覆土は黒褐色土,暗黄褐色土,茶褐色土,暗茶褐色土に黄褐色土ブロックが混じる土で,それ

ぞれ西からレンズ状に堆積する。遺物は皆無であるが,位置関係などから当時期と考える。

762号土坑 (S K762,第 100図 )

S K761の 南,S D 780よ り新しく,S D 778,S K781よ り古い長方形の土坑である。南北188cm,東

西155cmで ある。深さは北半が10cmで平坦であるが,南半は浅 くくぼみ,最深部で25cmを 測る。覆

土は暗茶褐色粘質上の単層である。遺物には中世土師器がある。時期は13世紀である。

773号土坑 (S K773,第 101図 )

南北に走るS D 785の 中央で検出した長方形の上坑で,S B23内 北東隅に位置する方形竪穴状土坑と

考える。切 り合いでは S D 785よ り新しい。南北345cm,東西435cm,深さは32cmである。断面形は逆

台形で,壁の立ち上がりはしっかりしており,床面は平坦である。特徴的な覆土は,西側・南側に堆

積する第 1層の暗茶褐色粘質土と暗黄褐色粘質上の混土で,堅 くしまっており,叩 き床の様を呈して

いる。北・東側にはその上に暗茶褐色粘質土が堆積する。遺物には須恵器 。緑釉陶器,13世紀の中世

土師器 。12世紀後半の格壬目叩きをもつ珠洲甕胴部片・12世紀の白磁 (碗・皿)。 13世紀後半の青磁が

ある。時期は13世紀後半である。

781号土坑 (S K781,第 100図 )

S K762の 北側上面で検出した土坑である。S K762,S D 778よ り新しい。南北128cm,東西83cmの

長方形である。床面は平坦で,深さは19cmである。覆土は地山土が霜降り状に混じる暗茶褐色粘質土

の単層である。遺物には13世紀の中世土師器がある。

783号土坑 (S K783,第 102図 )

S D 302と S D 701と の間で検出した,平面形が長方形と推定する土坑である。S D 302は土坑の周辺
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を沿うように北流している。北側 。東側は遺存状況が良いが,南側の立ち上がり部分が試掘溝にあた

っており,不明瞭となっている。このため,南にあるS K839と の切 り合い関係も不明である。西側も

床面がだらだらとS D701に 向かって下がっており,明確な立ち上がりは見られない。覆土は暗茶褐色

砂礫上が主体で,地山の砂礫土との区別は難しい。第 7層には土器片・焼土が含まれているが,こ れ

はS K839の 覆土と考える。これらからでは確かな平面形さえもつかめないが, S K783は後述するS

K839の関連施設の可能性があると考えている。遺物には須恵器,13世紀～14世紀の中世土師器・珠洲・

越前 。白磁 (碗 )・ 青磁 (鏑蓮弁文碗)がある。時期は13世紀～14世紀である。

784号土坑 (S K784,第 101図,図版68)

S K773の 北,X472Yl10で検出した,掘形が逆円錐形の上坑である。平面形は長軸245cm,短軸210

cmのやや楕円形で,深さは67cmである。覆土は上から暗茶褐色粘質土,暗茶掲色粘質土と黒褐色粘

質土の互層,茶褐色砂質土と黒褐色上の混土,暗灰褐色粘質土の順で推積する。最下層では礫が集中

して検出された。上坑の東側斜面の 2基の小穴は,土坑の下層から検出したもので,こ のうちの 1基

はS B17を 構成するものである。遺物には須恵器・土師器,中世土師器がある。時期は13世紀である。

787号土坑 (S K787,第 103図 )

南北に走るS D 785の起点,X462Y106で検出した長方形の上坑である。北西の S K788よ り古く,

S D 785よ り新しい。南北290cm,東西170cm,壁の立ち上がりはしっかりしているが,深さは12cmと

浅い。覆土は黒褐色上が主体で,床面は平坦である。南東の壁際の上坑は断面観察から,S K787よ り

新しい。遺物には13世紀の中世土師器がある。

839号土坑 (S K839,第 102図 ,図版68)

S K783の 南で検出した土坑である。表土除去,試掘溝跡確認の段階から確認されていたが,S K783

と同じく試掘溝によって攪乱を受けており,平面形の正確な確認は難しく,断面観察による復元とな

った。規模は南北195cm,東西200cmの長方形になると推定される。残存部では比較的壁の立ち上が

りはしっかりしており,床面は平坦である。壁,床 ともに火を受けた跡は見られないが,第 1層には

多量の上器細片・焼土・炭化物が混じる。土器片は厚めの焼きのあまいものが多い。上師器焼成窯の

可能性も考えたが,壁・床面が熱を受けていないので問題が残る。しかし,上面,及び覆土中からの

上器片の量は彩しいものがあり,特別な機能をもつ土坑と考える。遺物には12世紀後半～13世紀初の

中世土師器 。須恵器,珠洲,自磁がある。

913号土坑 (S K913,第 104図 ,図版69)

X475Yl10,調査区東縁で検出した土坑である。南東隅のS K915は S K913よ り新しい。平面形は

南北277cm,東西220cmの楕円形で,断面形はレンズ形である。深さは最深部で48cmである。覆土は

暗茶褐色粘質土主体の土が単純に堆積する。遺物は土坑の中央から多く出上し,層位では第 1・ 2層

からが多い。遺物は中世土師器と白磁で,中世土師器の中には柱状高台のものも混じる。時期は12世

紀後半～13世紀初である。

920号土坑 (S K920,第 103図 )

調査区東縁, S D 924の東で検出した土坑である。平面形は一辺160cmの三角形状で,深さは29cm

である。覆土は茶褐色粘質上で,最下層には暗茶褐色粘質土が堆積する。中央上層には大小の礫が混

じる。遺物には13世紀の中世土師器がある。

1074号土坑 (S K1074,第 101図 )

X485Yl15で検出した小型の上坑である。平面形は南北70cm,東西80cmの不整形な楕円形をして
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いる。深さは22cmと浅い。覆土は第 1層が黒褐色粘質土,第 2層が暗茶褐色粘質上であるが,底面の

深さが異なることから,不定形の 2基の上坑が重なっている可能性が強い。遺物には12世紀後半の中

世土師器がある。

1251号土坑 (S K1251,第 105図 )

S D2203が東に直角に折れる地点と, S D 1250の 間で検出した方形の上坑である。 S D2203よ り新

しVヽが,S D 1250よ り古いため南北長は不明である。東西長は400cm,深さは28cmである。南辺は試

掘 トレンチによって攪乱を受けているが,遺存状況は概ね良好である。覆土は暗茶褐色土が主体で,

砂礫・責褐色土・炭化粒が混じる。遺物には中世土師器・珠洲
。白磁 。青磁がある。時期は13世紀～14

世紀である。

1256号土坑 (S K1256,第 106図 ,図版70)

S D 1250が北に直角に折れる地点の内側,X419。 420Y104・ 105で検出した上坑である。平面形は南

北273cm,東西243cmの長方形で,深さは63cmである。壁の立ち上がりはしっかりしており,床面は

平坦である。覆土は上層が暗茶褐色土,下層が暗茶褐色粘質上で,上層を取り去ると中央を東西に並

ぶ石列が凱れた。面を取って並んでいるという風でなく, どちらかと言えば雑恭とした列になって並

んでいるという状況であった。石列の北と南の覆上の違いは,北が暗茶褐色粘質上であるのに対し,

南は砂礫の混じる暗茶褐色土や黒褐色上である。東壁は地山を掘削したものではなく, S K1256 bの

覆上で埋めたものか,ま たは掘削して造られたものである。このためS K1256 bの覆土はどれもしま

っている。S K1258の 西壁も同様に造られたものであるから,位置関係からも2基の上坑は同時に存

在していたと考える。遺物には13世紀～14世紀の中世土師器,珠洲・白磁がある。

1258号土坑 (S K1258,第 106図 )

S K1256の 東に隣接する長方形の上坑である。南北285cm,東西320cm,深さは70cmである。壁の

立ち上がりはしっかりしており,床面は平坦である。覆土は東半上層に暗茶褐色や黄褐色の砂礫上が

堆積し,その下層は暗茶褐色土に黄褐色土がブロック状に混じったり,霜降り状に混じったりする土

が帯状に堆積する。遺物には中世土師器・入尾・珠洲がある。時期は13世紀である。

1259号土坑 (S K1259,第 106図 )

S K1256の 南に接する,長方形の上坑である。北側は一部S K1256に 切られるが,南北120cm,東西

270cmで,深さは15cm,床面は平坦である。覆土は砂礫・焼土・炭化物の混じる暗茶褐色上である。

西接するS K1636,S K1637と の切り合いは不明瞭であるが,土坑内の穴は土坑より古いものである。

遺物には自磁がある。

1267号土坑 (S K1267,第 112図 ,図版70)

X420。 421Y90。 91,S D 1252の 上面で検出した長方形の上坑である。規模は南北380cm,東西345cm,

深さ35cmである。覆土は多量の礫,炭化物が混じる暗茶褐色粘質上である。炭化物は層をなして堆積

している。覆土中からは14世紀初頭の中世土師器 。14世紀末の八尾・珠洲 。瀬戸美濃 。白磁・青磁,

伊万里,鉄釘が出上している。伊万里は上層からの混入品で,時期は14世紀と考えている。

1268号・1269号土坑 (S K1268。 S K1269,第 ■2図,図版70)

共にX418。 419Y94。 95で検出した, S K1301の上面で確認した浅い土坑である。S K1268は 溝状の

土坑で,S K1301の 西側を南北に走る。幅が56cm,長さが215cmである。覆土は暗灰褐色粘質上であ

る。S K1269は S K1301の 南側上面で確認した土坑で,南北153cm,東西258cmの不整形の楕円形で

ある。覆土は暗茶褐色粘質土である。遺物はS K1268か ら中世土師器・珠洲, S K1269か ら中世土師
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器が出上しており, S K1301と 同時期と考えて当時期 とした。

1271号・1280号 。1281号土坑 (S K1271・ S K1280。 S K1281,第 107図 )

X419～ 421Y109で検出した不整形な長方形の上坑である。中央に南北240cm,東西208cmの S K1271

がある。深さは37cmで,床面は中央が浅 くくぼむ。北辺寄りでは,東壁の手前が一部欠けてはいるが,

東西にわたる石列を検出した。石列は土坑の内側に向かって面を取っている。石列の外側の覆土は内

側の覆土と同じである。覆土は第 1層がよくしまった暗茶褐色上で,第 2層がやや粘質の暗茶褐色土

である。遺物には13世紀の中世土師器,珠洲がある。

S K1280は S K1271の 北に張り出した部分で,プランこそ違うが床面が同じことから関連遺構と考

える。覆土はしまりのないボソボソした暗茶褐色上である。 S K1281は S K1271の南の部分で,プラ

ン・床面は変わらないが,覆上の違いで分けたものである。従って同遺構の可能性もある。覆土は第

1層茶褐色土,第 2層暗茶褐色土,第 3層黒褐色上で,第 2・ 3層はよくしまった上である。S K1280,

S K1281と もに遺物の出土はない。

1275号土坑 (S K1275,第 106図 )

S K1299の 東側で検出した土坑である。 S K1299と は深さ,覆上の違いによって分けた。平面形は

S K1258・ S K1299に 切られており,不明である。特に北側の立ち上がりが不明瞭であった。覆土は

第 1層が暗茶褐色土,第 2層が黒褐色上で,と もに砂礫が混じる。深さは38cmである。遺物には13世

紀～14世紀の中世土師器,白磁がある。

1277号土坑 (S K1277,第 105図 )

S K1271の 西で検出した,不整形な浅い落ち込みである。南北525cm,東西188cmで ,壁の立ち上

がりはあまく,深さも所によりまちまちである。覆土は暗茶褐色上が主体で,部分的に黄褐色土が混

じる。東側では炭化粒・焼土が混じる黒褐色上の層が上面に堆積しており,こ れは東に隣接する,フ

イゴの羽口が出土したS K1609と 関係があるものと考える。遺物には12世紀後半～13世紀の中世土師

器,珠洲 (I期の鉢),12世紀後半の白磁が出土している。

1282号土坑 (S K1282,第■1図 )

X425・ 426Y105・ 106, S D 1250の 東肩で検出した土坑である。 S D 1250よ りは古いと考える。北側

の張り出し部は,試掘 トレンチ・風倒木痕によって攪乱を受けてはっきりしない。本体部分の規模は

南北242cm,東西推定で約230cmである。深さは31cmで,床面は平坦,壁の立ち上がりはしっかりし

ている。覆土は第 2・ 3層に炭化粒・焼上が混じり,全体に土器細片が多量に混入する。壁・床面に

は熱を受けた痕跡はない。遺物には須恵器,13世紀の中世土師器・珠洲,白磁・青磁がある。時期は

13・ 14世紀である。

1283号土坑 (S K1283,第 108図 )

X429・ 430Y104・ 105の S D 1250の 西肩, S E 1284の 北で検出した土坑である。東側をS D 1250。 S

E1284に 切られ,こ れらよりも古い。南北は360cm,方形の上坑であったと考える。壁は比較的緩やか

に立ち上がっており,北壁は上面に砂層が見られ,別遺構が切 り合っているものと考える。床面は部

分的に浅 くくぼみ,下層から7基の小穴を検出したが,Vヽずれも土坑より古いものである。覆土は上

層が砂礫の混じるしまった暗茶褐色上で,下層はこれに砂礫が混じらず黄褐色土が混じる。遺物には

13世紀～14世紀の中世土師器 。13世紀後半の珠洲 。青磁があり,時期は13世紀～14世紀である。

1286号土坑 (S K1286,第 116図 )

X434Y108で S D 1285の上面で検出した土坑である。南北200cm,東西116cmの長方形の上坑で,
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深さは15cmと 浅い。S K2009は 土坑より新しく,北端にある土坑はS K1286よ り古い。覆土は暗茶褐

色上の単層である。遺物には中世土師器がある。

1292号土坑 (S K1292,第 109図 )

X430Y107,S K1294の 西側で検出した土坑である。S K1294よ りは古いと考える。南北235cm,東

西161cmの長方形の土坑で,深さは38cmである。壁の立ち上がりはしっかりしており,床面は平坦で

ある。覆土は暗茶褐色粘質土に黄褐色上が混じる土がやや不規則に堆積する。南端の穴は土坑より古

い。遺物には中世土師器・珠洲があり,時期は13世紀である。

1293号土坑 (S K1293,第 109図 )

S K1284の 南側で検出した土坑である。S K1294と 重複しているため,断面にのみ残っている。南

北182cm,東西約■5cmの長方形である。床面はS K1294の床面とほとんど変わらず,深さは18cmで

ある。覆土は第 1層が黄褐色土の混じる暗茶褐色上で,中世土師器が出土している。第 2層 は暗茶褐

色上である。時期は14世紀である。

1294号土坑 (S K1294,第 109図 )

X429～ 431Y108。 109で検出した不定形の浅い落ち込みである。南側の壁はしっかりしているが,北

側の壁ははっきりしない。覆土は暗茶灰色粘質土で,部分的に暗茶褐色土や黒灰色粘質土が堆積する。

重複して検出した土坑との切 り合いは, S K1294よ りは新しいが, S K1293・ S E 1291。 S D 1290よ

りは古い。しかし,特にS D 1290が新しい以外は時期差はあまりないと考えている。遺物には14世紀

の中世土師器, I期の珠洲の壺,13世紀前半の青磁がある。時期は13世紀～14世紀である。

1295号土坑 (S K1295,第 110図 )

X427Y106。 107で検出した,南北370cm,東西365cmの ほぼ正方形の上坑である。南側は試掘溝に

より攪乱を受けている。深さは33cm,壁の立ち上がりはしっかりしており,床面もほぼ平坦である。

覆土は第 1・ 2層が暗茶褐色土,第 3層が黒褐色上である。床面北側の小穴の上面には礫の混じる黒

褐色上が堆積する。遺物は北東ブロックから多く出上しており,主に第 2層からである。種類は中世

土師器・八尾・珠沙H。 越前・白磁・青磁がある。時期は13世紀である。

1297号土坑 (S K1297,第 ■0図 )

S K1295の 南で検出した不整形な落ち込みである。南北110cm,東西385cmを測る。床面は凸凹で,

プランも不明瞭であった。覆土は暗茶褐色土が主体である。遺物は13世紀の中世土師器がある。

1298号土坑 (S K1298,第 108図 )

X427Y102で検出した長方形の土坑である。南北245cm,束西156cmを測る。床面は平坦,壁の立

ち上がりはしっかりしている。深さは50cmである。覆土は上層が砂礫の混じる暗茶褐色土,下層がし

まりのない茶褐色土である。遺物は13世紀の中世土師器がある。

1299号土坑 (S K1299,第 111図 )

S K1298の 北,X430Y103で検出した円形の上坑である。直径は95cmで,底面は丸みを帯びる。覆

土は上層が茶褐色土,下層が黒茶褐色土で, ともに炭化物粒を多く含む。また,上層からは多量の中

世土師器片が出上している。時期は14世紀である。

1300号土坑 (S K1300,第 112図,図版70)

S K1301の 北側上面で検出した,浅い長方形の上坑で,S B59を切る。規模は東西180cm,南 北130

cm,深さは10cmである。覆土は炭化物の混じった暗茶褐色粘質土で,床面は平坦である。上面から

中世土師器が出土しており,付近は包含層掘削の時′ミから遺物が多く出土した地′点である。他に青磁
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がある。時期は14世紀前半である。

1301号上坑 (S K1301,第 112図 ,図版70)

東西に走るS D 1252と S D2453の 間で検出した,不整形の土坑である。規模は南北310cm,東西368

cm,深さは最深部で32cmである。上面にはS K1268。 S K1269。 S K1300が重複する。覆土は暗黄
褐色粘質上の混じる暗茶褐色粘質上である。遺物は上面から13世紀後半の中世土師器が出上している。

1302号土坑 (S K1302,第 ■3図,図版71)

X430Y95で検出した,いわゆるЧと下の形をした土坑である。東西155cm,南北は狭いところで60cm,

広いところで■Ocmあ る。壁の立ち上がりはしっかりしており,床面は平担である。西端 。東辺の壁
際には20cm～ 30cm大の集石が見られる。並んでいたとは考えにくく,石に混じって中世土師器・珠
洲・13世紀の青磁が出上しており,上坑の外側の上面の石の中にも混じる。覆土は暗茶褐色粘質上の

単層である。時期は13世紀である。

1305号土坑 (S K1305,第 113図 ,図版71)

S K1302の 南東に位置する土坑である。規模は南北225cm,東西272cmの長方形である。壁はしっ

かり立ち上がり,深さは49cm,床面は平坦である。覆土は上層が暗茶褐色粘質土が主体で,西側半分
に 2回に分けて焼土・炭化物の混じる層が堆積する。下層は暗灰茶褐色粘質上が堆積するが,上層と
の間には 2回に分けて暗茶褐色砂層の堆積が見られる。遺物のほとんどは上層から出土している。種

類には13世紀～14世紀初の中世土師器 。珠洲・越前・白磁 。青磁がある。

1306号土坑 (S K1306,第■4図,図版72)

S K1305の 南東に位置する土坑である。南北280cm,東西285cmの ほtご正方形で,底は丸 く,深さ
は88cmと 深い。土坑上面から多量の中世土師器片が出土している。覆土は 3層に分かれ,第 1層暗茶

褐色粘質土から第 2層礫の混じる暗灰褐色粘質上の全面に集石が見られた。集石となっている石は焼

けた痕跡もなく,意識的に投げ込まれた様相であった。遺物もほとんどがこの層から出上しており,
一緒に投 tデ込まれたものと考える。遺物の種類には14世紀の中世土師器・八尾,15世紀の珠洲。自磁・

青磁がある。

1307号土坑 (S K1307,第■4図,図版73)

X426Y90,調査区の西際で検出した長方形の上坑である。南北300cm,東西128cm,深 さ37cmであ

る。長軸方向はやや東にふれるものの北を指している。壁の立ち上がりはしっかりしているが,南辺
はやや緩やかである。覆土は第 1層の黄褐色上が混じる暗茶褐色粘質土は中央にレンズ状に堆積し,

第 2層は暗茶褐色粘質上である。遺物は北壁際に割れた珠洲の壺の底部,中央南寄りの東壁際に中世
土師器が出上した。時期は13世紀である。

1401号土坑 (S K1401,第■5図 )

X437Y103～ 105で検出した大型の上坑である。南北330cm,東西513cmの長方形を呈し,深さは25

cmである。壁の立ち上がりは浅いがしっかりしており,床面もほぼ平坦である。覆土は黒褐色土と暗

茶褐色土が主体である。土坑内の穴の多くは土坑よりも新しいものである。遺物には中世土師器があ

る。時期は12世紀後半である。

1402号土坑 (S K1402,第 115図 )

S K1401の 南に隣接する不整形の上坑である。規模は南北130cm,東西■Ocm,深さ15cmである。

遺物は中世土師器が出土している。覆土が S K1401と似ているため同時期と考える。

1403号土坑 (S K1403,第 116図 )
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X441Y107,S D 1422の 北側で検出した土坑である。南北350cm,東西175cmの長方形で,プラン

はしっかりしているが,床面は中央部が盛り上がって平坦ではない。覆土は暗茶褐色上の単層である。

遺物は中世土師器が出上しており,時期は13世紀初頭である。

1408号・1409号・1410号土坑 (S K1408。 S K1409。 S K1410,第 117図 )

X436・ 437Y107～ 109,調査区東際で検出した上坑である。 3基の上坑は重複しており, S K1408,

S K1410,S K1409の順で新しい。S K1408は 南北375cmの浅い土坑で,東側はS K1417に切られる。

覆土は酸化鉄を含む暗茶灰色粘質土で,深さは17cmである。北東への広がりは不明瞭だが,S K1416

の上面にも広がっていた模様である。 S K1410は 3基の中で一番プランがしっかりしたもので,東西

300cm,南北235cmの長方形で,深さは42cmである。壁の立ち上がりは直角に近 く,覆土は暗茶灰色

粘質土が主体である。遺物には13世紀の中世土師器がある。 S K1409は , S K1410の北に重複して一

部検出したもので,東西幅285cm,深さ12cmである。覆土は黒褐色土,黄褐色上が混じる暗茶褐色土

である。遺物の出土はない。

14■号土坑 (S K14■,第■8図,図版74)

X417Y108で S D 1252の上面で検出した土坑である。南北180cm,東西195cmのほぼ正方形を呈し,

断面形は逆台形である。深さは50cmで,覆土は上層が暗茶褐色土,下層はこれよりやや色調が暗く,

礫が混じる。遺物には13世紀の中世土師器・珠洲・白磁・青磁がある。

1412号土坑 (S K1412,第■8図,図版74)

S K14■の南, S D 1252・ S D 1250の上面で検出した土坑である。 S K14■より新しい。規模は南

北223cm,東西285cm,深さ45cmである。床面はほぼ平担であるが,壁の立ち上がり方は均―ではな

いる覆土は黄褐色土 。砂礫の混じる茶灰色上である。遺物には中世土師器・珠洲・青磁がある。

1413号土坑 (S K1413,第■9図 )

X428Yl12,調査区の東寄りで検出した長方形の上坑である。南北325cm,東西95cm,深さ30cmで

ある。床面はほぼ平担であるが,中央が浅 くくばんでおり,別遺構が切 り合っている模様である。覆

土は上層に焼土・炭化粒が混じる黒褐色粘質土,下層には砂層がバンド状に混じる黒褐色土が堆積す

る。遺物には中世土師器・白磁がある。時期は13世紀である。

1414号土坑 (S K1414,第 ■9図 )

S K1413の 北西に隣接する土坑である。切 り合いはS K1414が新しい。規模は南北200cm,東西180

cmの長方形である。断面形は壁の立ち上がりが明瞭な逆台形である。深さは34cmである。覆土は責

褐色土 。砂礫が混じる暗茶褐色粘質上の単層である。遺物は中世土師器・白磁がある。時期は13世紀

である。

1416号土坑 (S K1416,第■7図 )

S K1410の 東で検出した溝状の上坑である。部分検出のため溝か土坑かは判別できない。溝状であ

るが,東壁際では壁の立ち上がりがあまくなっている。 S K1410と の切 り合いは不明瞭であったが,

S K1417よ りは新しいと考える。幅90cm,深さ28cm,覆土は上層が暗茶褐色粘質土,下層はこれに黄

褐色砂が混じる。遺物には13世紀の中世土師器がある。

1417号土坑 (S K1417,第■7図 )

S K1416の 南の上坑である。 S K1408は この上面にも広がっていた。部分検出のため規模は不明で

あるが,南壁の立ち上がりはしっかりしており,砂層の床面も平坦である。深さは48cmで,覆土は暗

黄褐色砂質上が主体である。遺物には13世紀の中世土師器がある。
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1421号土坑 (S K1421,第■0図 )

S K1297の 西にある楕円形の上坑である。南北85cm,東西130cm,深 さは15cmと 浅い。覆土は暗茶

灰色上で,上面に礫が混じる。床面は酸化鉄によって赤化し,堅 くしまっている。遺物には13世紀の

中世土師器がある。

1427号 。1428号土坑 (S K1427・ S K1428,第 ■6図 )

X435Yl■ ,S D 1406の南側で検出した上坑である。 S K1427は 南北■Ocm,東西100cmのほぼ正

方形の土坑である。壁の立ち上がりは垂直に近 く,床面は平坦である。覆土は暗茶褐色上の混じる暗

黄褐色上の単層である。遺物には13世紀末～14世紀初頭の中世土師器がある。 S K1428は S K1427の

北上面に重複する土坑である。S D 1406よ り新しい。南北95cm,東西80cmの方形で,深さは62cmで

ある。覆土は黄褐色上の混じる暗茶褐色土で,底は丸い。南端には新しい小穴が切 り合っている。遺

物は白磁がある。

1430号土坑 (S K1430,第 103図 )

S K1403の 北東で検出した長方形の上坑である。 S K1430の検出面はS K1403の 面から一段下がっ

ており,約40cmの差がある。規模は南北230cm,東西330cm,深 さ32cmである。覆土は上層が礫の

混じる暗茶褐色粘質土,下層が礫の混じるしまりのない暗茶灰色土である。遺物には中世土師器・白

磁があり,時期は13世紀後半である。

1432号土坑 (S K1432,第■6図 )

S K1403の 北東で検出した楕円形の土坑である。長軸140cm,短軸125cm,深さ47cmである。底は

九 く,遺構の肩は南側が高く傾斜している。覆土は黒褐色粘質土が主である。遺物には13世紀の中世
土師器がある。

1609号土坑 (S K1609,第 107図 )

S K1271。 S K1281と S K1277の 間で検出した土坑である。直径85cmの円形,深さ48cmで東側が

深くなる。この東側で検出面から約15cmの深さから羽口が出土した。この横からは火を受けた跡のあ

る石も出上している。覆土は茶褐色上に地山が混じる土で,焼土・炭化物の混入は見られない。時期

を決定する遺物は出土していないが,周辺の遺構との関係から当期と推定する。

1700号上坑 (S K1700,第■8図 )

X399Y109で検出した方形の上坑である。 S D2203の東側は遺構の密度が希薄になる地帯である。

南北■2cm,東西95cmを 測り,深さは35cmである。覆土は第 1。 2層が茶褐色上で,第 3層が暗茶

褐色粘質上である。第 1層 と第 2層の間には炭化物の層がある。遺物には14世紀の中世土師器がある。

1701号土坑 (S K1701,第 ■8図 )

S K1700の 北で検出した土坑である。規模は南北145cm,東西■5cm,深 さ30cmである。壁の立ち

上がりはしっかりしており,床面は平坦である。覆上は茶褐色上が主体であるが,第 3層には炭化物
の厚い層がみられる。遺物には14世紀の中世土師器があり, S K1700と 同時期と考える。

1830号土坑 (S K1830,第 107図 )

S K1271の 南東,X419Yl10で検出した土坑である。平面形は南北295cm,東西245cmの長方形で

ある。南半はいくらか膨らみ,深さも北半が 8 cmに対し,21cmと 深 くなるが,覆上に変化は見られ

ず,第 1層は炭化粒がわずかに混じる黒褐色土,第 2層は黒褐色上に地山土が混じる土である。ほと

んど第 1層が主体を占め,単層に近い。覆土中からは大小の礫に混じって,中世土師器・珠洲・青磁・

白磁が出土した。礫のなかには表面に熱を受けているものもある。
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1852号・1854号土坑 (S K1852・ S K1853,第 ■1図 )

S K1283の 西で検出した土坑である。 S K1283と の切 り合いは,不明際である。 S K1852は東西に

長い楕円形の上坑で,西側が穴状にくぼみ, S K1853よ り古い。覆土は上層が茶黒褐色土,下層が黒

褐色土で共に礫が混じる。遺物には13世紀～14世紀の中世土師器がある。S K1853は 直径50cmの不整

形な円形である。深さは28cmで,覆土は上層が地山土ブロックが混じる茶黒褐色土,下層が黒褐色土

である。遺物には14世紀の中世土師器,13世紀の青磁がある。

1857号 。1858号 。1859号土坑 (S K1857・ S K1858。 S K1859,第 108図 )

S K1298の東にある浅い落ち込み状の穴である。 S K1298と は接するのみで切 り合いはない。SK

1857が一番新しく,S K1858と S K1859は 平面形のみの違いである。S K1857は深さ13cmで,覆土は

礫・炭化物粒の混じる黒褐色上である。 S K1858。 S K1859の覆土は礫・炭化物粒の混じる黒茶褐色

上である。遺物は, S K1859か ら14世紀と考える中世土師器が出上している。

1880号・1881号土坑 (S K1880・ S K1881,第 119図 )

X423Yl10で検出した土坑である。S K1880は 1辺200cmのやや歪んだ正方形である。深さは60cm

で,断面形は逆台形状である。覆土は地山と炭化物粒の混じる黒褐色上が主体の上が, 3層 に分かれ

てレンズ状に堆積する。床面は砂層となっている。 S K1881は S K1880の 北に接する楕円形の上坑で

ある。長軸136cm,東西100cmの規模で,深さは16cmと 浅 く,床面は平担ではない。覆土は黒茶褐色

上の単層である。遺物はともに中世土師器が出土している。

2205号土坑 (S K2205,第 120図 ,図版74)

A2地区を南北に流れるS D 2201の 中央部,X378Y94・ 95に位置する。長軸205cm,短軸191cmの

方形で,深さ49cmである。土坑の上場は S D 2201を掘 り下げて確認できる。覆土は上層が黒褐色土,

中層が黄褐色砂土と灰褐色粘質土との互層,下層が黒褐色粘質上である。遺物は13世紀～14世紀の中

世土師器である。

2206号土坑 (S K2206,第 120図 )

S D2205の 北側,X379Y93に 位置する。S D2201を掘 り下げて,土坑のプランが確認できる。長軸

276cm,短軸184cmの長方形で,深さ59cmである。覆土は下層部分しか確認できないが,茶色砂土と

灰褐色上である。底には22cm～ 38cmの石がある。遺物は出上していないが,溝 との切り合い関係か

ら,13世紀～14世紀であろう。

2208号土坑 (S K2208,第 121図 )

A2地区の南西側, S D 2201の西側, S D2207の北側に位置する。S B88を切っており, S B87に

伴うと考える。長軸約550cm(推定),短軸238cmの長方形である。深さは 5 cmで東側に行くほど浅

くなる。覆土は暗茶褐色上の単層である。斜めに横断するS D 2215は 土坑より古い。遺物は13世紀の

中世土師器である。

22■号土坑 (S K2211,第 122図 ,図版75)

X380Y93,S K2208に 接するように位置する。長軸155cm,短軸133cmの方形で,深さ33cmであ

る。覆土は上層が茶褐色土,下層が暗褐色土で,灰色粘質土や黄灰色粘質上がブロック状に混じる。

土坑の北西部分に,完形に近い珠洲四耳壷が横向け状態で出土した。壼内の上には骨等は入っていな

い。その他の出土遺物は中世土師器である。時期は13世紀前半である。

2216号上坑 (S K2216,第 120図 ,図版74)

S D2201の 西側,X378・ 379Y93に位置する。長軸275cm,短軸176cmの長方形で,深さ55cmであ
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る。土坑の南部分に,別の上坑が重複している。覆土は茶褐色土や褐色土に,砂質土 。炭化物を混じ
る。遺物は12世紀～13世紀の中世土師器である。

2217号土坑 (S K2217,第 120図 ,図版75)

X376・ 377Y88・ 89に位置する。長軸158cm,短軸132cmの長方形で,深さ25cmである。覆土は茶褐

色土 (上層)。黒褐色土 (下層)である。底には10cm～ 20cmの石がある。土坑の北西部分は S B88の

柱穴によって切られている。遺物は13世紀の中世土師器である。

2218号土坑 (S K2218,第 123図 )

A2地区の南西側,X383～ 385Y86・ 87に位置する。土坑の西側部分が未調査区なので,規模は不明
である。南北セクションから,長さは628cmを測る。深さは40cmである。底は地山上が礫層のため,
少し凸凹している。覆土は茶褐色土 (上層)。 褐色土 (下層)で,地山土・炭化物が混じる。遺物は13
世紀～14世紀の中世土師器である。

2220号土坑 (S K2220,第 124図 )

S D2451の 南側,X389。 390Y89。 901こ位置し, S K2246を 切る。長軸205cm,短軸178cmの方形で

ある。覆土は黒褐色土・茶黒掲色上である。出土遺物は13世紀の中世土師器である。なお,こ の上坑

はこれを覆うようにして検出したS B83に伴う可能性がある。

2221号土坑 (S K2221,第 122図 )

S D2451の 南側,X389Y87に 位置する。土坑の西側部分が未調査区のため,規模は不明である。南
北セクションから,長さ140cmを測る。覆土は黒褐色土で,炭化物・地山上が混じる。遺物には中世
土師器・珠洲・スサ入り粘土塊があり,時期は13世紀である。なお,土坑を切るように,近世の上坑
S K2221bが ある。

2228号土坑 (S K2228,第 125図 ,図版75)

S D2203の東側,X369～ 371Y102・ 103に位置する。平面形から2基の上坑が確認でき,北の方をS

K2228,南 の方をS K2228 bと する。南北セクションを観察すれば,両土坑の覆土は区別できない。
両土坑は壁面が直立するように立ち上がり,土坑間には10cm～ 30cm大の石を置いている。その石が
一部崩れたために,石はS K2228 bの 方に多く確認できる。 S K2228は 長軸340cm,短軸230cmの長
方形で,深さ69cmである。 S K2228 bは長軸280cm,短軸192cmの長方形で,深さ50cmである。両
覆土は茶褐色上で,地山上が混じる。両土坑の遺物には,中世土師器・珠洲・瀬戸・白磁がある。時
期は14世紀～15世紀である。なお,土坑周辺の柱穴や上坑の深さから,上屋を持つ竪穴状土坑と考え
らヤtる。

2229号土坑 (S K2229,第 125図 )

S D2203の東側,X372Y101に 位置する。長軸200cm,短軸132cmの長方形で,深さ24cmである。
覆土は黒褐色上で,茶色粘質上がブロック状に混じる。遺物は13世紀～14世紀の中世土師器である。
2246号土坑 (S K2246,第 124図 )

X390Y90に位置する。S K2220に切られているが,長軸120cm,短軸95cmの方形で,深さ5 cmで

ある。覆土は黒褐色上である。出土遺物がないので時期不明だが, S K2220と の切 り合いから,13世

紀以前と考える。

2258号土坑 (S K2258,第 125図 )

S D2203の東側,X375Y104に 位置する。長軸175cm,短軸■2cmの長方形で,深 さ30cmである。

覆土は茶褐色上 。灰茶褐色土である。出土遺物がないが,その他の遺構との関連から中世前期と考え
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たい。

2310号土坑 (S K2310,第 124図 )

S D2201の西側,X390Y94・ 95に位置する。長軸403cm,短軸343cmの楕円形で,深さ37cmである。

覆土は茶褐色土で,部分的に黄褐色土 (地山土)が混じる。黒茶褐色上の遺構確認面で,土坑のプラ

ンが確認できた。遺物には縄文土器,土師器,中世土師器がある。時期は13世紀～14世紀である。

2452号土坑 (S K2452,第 126図 ,図版76)

X394Y105。 106に位置し,S D2203に 切られる。長軸243cm,短軸206cmの長方形で,深さ50cmで

ある。覆土は茶褐色上で,地山土・焼土 。炭化物が一部混じる。遺物は13世紀～14世紀の中世土師器

である。

2455号土坑 (S K2455)

S D245とが屈曲する,X393・ 394Y99～ 101に位置する。東西の幅は明確でないが,東西約500cm(推

定),南北210cmの長方形で,深さ43cmである。S D2451を通るセクションから,S D2451よ り古い。

覆土は茶褐色土,黒褐色土,灰茶褐色砂質上である。遺物には中世土師器・白磁・青磁がある。時期

は13世紀～14世紀である。

2456号土坑 (S K2456,第 127図 ,図版76・ 77)

X400Y97に位置し,長軸291cm,短軸248cmの長方形である。深さは59cmで,底の一部が深くな

っている。覆土は黒褐色土 (上層),黒褐色土 (中層),茶褐色土 (下層)である。中層には炭化物が

混じる。遺物には中世土師器・青磁がある。完形に近い中世土師器が,上層から下層まで,約 60′点程

出上している。時期は13世紀後半～14世紀初めと考える。

2457号土坑 (S K2457,第 126図 ,図版76)

A2地区の北中央部,X397Y100に 位置する。長軸200cm,短軸156cmの長方形である。底は三段

になっていて,中央に方形の穴 (95cm× 95cm)がある。深さは浅い所で20cm,中 央で30cmを測る。

覆土は茶褐色土 (上層),黒褐色土 (中層),褐色土 (下層)で,中 。下層には炭化物が混じる。遺物

には13世紀～14世紀の中世土師器があり,完形品が 5を点出土している。

2459号土坑 (S K2459,第 126図 )

X401Y101に 位置する。長軸298cm,短軸161cmの長方形で,深さ28cmである。覆土は茶凋色土,

褐色上である。遺物は13世紀～14世紀の中世土師器である。

2460号土坑 (S K2460,第 128図 ,図版78)

X401・ 402Y89。 90に位置し,長軸408cm,短軸278cmの長方形である。深さは51cmである。覆土は

黒褐色土で,地山土・炭化物が混じる。土坑の西半分は少し段になっている。遺物には中世土師器・

白磁,祗石がある。時期は13世紀後半～14世紀である。

2461号土坑 (S K2461,第 129図 ,図版78)

A2地区の北西部,X403・ 404Y90。 91に位置する。長軸229cm,短軸210cmの方形で,深さ62cm。

覆上の上層はS K2462に 削平される。下層は黒褐色上で,地山土 。炭化物が混じる。一部,茶褐色土

がブロック状に混じる。遺物には中世土師器・珠洲,祗石がある。時期は13世紀～14世紀である。

2462号土坑 (S K2462,第 129図 )

X403～ 405Y90に位置し,S K2461を切る。形状は不整形だが,一辺513cmを測る。覆土は黒茶褐

色上で,一部,灰黒褐色上が混じる。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸,祗石がある。時期は14世紀

である。
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2464号上坑 (S K2464,第 130図 )

A2地区の北西部分,X408・ 409Y88・ 89に位置する。南北は440cm,東西は現存260cmである。西
側は未調査区だが,平面形は方形であろうか。土坑の東部分は浅い段になっている。覆土は黒褐色土

がレンズ状に堆積し,地山土・焼土・炭化物がわずかに混じる。出土遺物には中世土師器・珠洲・白

磁がある。中世土師器は上層から下層まで数多く出上し,特に,東側の上層からの出上が多い。時期

は13世紀～14世紀である。

2466号土坑 (S K2466,第 130図 )

S K2464の 南側,X40・ 41lY89に位置する。長軸256cm,短軸192cmの不整形で,深さ45cmであ

る。土坑の南西部分は他の遺構が重複している。覆土は茶褐色土で,地山土が混じる。遺物には中世

土師器・八尾・珠洲がある。時期は13世紀～14世紀である。

2470号土坑 (S K2470,第 129図 )

X404Y88・ 89に位置し,S K2462に 切られる。西側は未発掘区のため,長さは不明である。短軸153

cm,深さ50cmである。覆土は,茶褐色土,黒褐色土である。地山土 。炭化物が混じる。遺物には中

世土師器・珠洲・瀬戸・青磁がある。時期は13世紀～14世紀である。

2471号土坑 (S K2471,第 128図 )

X404Y91に位置し,S K2495に 切られる。長軸175cm,短軸150cmの方形で,深さ9 cmである。

覆土は茶凋色土で,地山上がブロック状に混じる。土坑の底には柱穴がある。深さ46cm,27cm× 23cm

の円形のものと,深さ18cm,24cm× 22cmの円形のものである。遺物には13世紀～14世紀の中世土師

器がある。なお,上坑の北西部分を,柱穴 (44cm× 35cmの円形,深さ20cm)が切っている。

2473号土坑 (S K2473,第 128図 ,図版73)

X403Y95・ 96に位置し,長車由215cm,短軸98cmの長方形である。北側で柱穴と接する。覆土は黒茶

褐色土,茶色土で,炭化物が混じる。中世土師器が出土しており,時期は13世紀である。

2480号土坑 (S K2480,第 126図 )

X408Y101に 位置する。長軸137cm,短軸98cmの長方形で,深さ16cmである。土坑の底中央部に,

25cm× 20cmの穴 (深さ26cm)がある。覆土は暗灰色粘質土,暗褐色粘質上である。中央の円形の穴

から中世土師器が出土している。

2482号土坑 (S K2482,第 131図 )

X4■ Y100に位置し,長軸117cm,短軸100cmの楕円形で,深さ37cmである。覆土は小礫・砂利が

一杯詰まっている茶色土である。遺物は14世紀の中世土師器である。

2483号土坑 (S K2483,第 131図 )

A2地区の北中央部,X409Y100に 位置し,S K2658を切る。長軸98cm,短軸85cmの方形で,深
さ57cmである。覆土は茶褐色土,黄褐色土 (最下層)である。遺物には縄文土器,中世土師器・白磁

がある。時期は13世紀～14世紀である。

2486号土坑 (S K2486,第 131図 ,図版79)

X409。 410Y97・ 98に位置し,長軸320cm,短軸314cmの不整方形である。土坑の北部分は深さ57cm,

南部分は73cmと 深い。覆土は茶褐色上で,地山上が混じる。特に 5 cm～ 30cm大の石は,中層から上

層に多く入っており,南半分に石が多い。遺物には,中世土師器・瀬戸・白磁 。青磁・青白磁がある。

時期は13世紀～14世紀である。

2489号土坑 (S K2489,第 132図 ,図版79)
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X412Y94に位置し,長軸197cm,短軸180cmの方形で,深さ50cmである。覆土は茶褐色土,暗褐

色上で,地山土・炭化物が混じる。遺物には中世土師器・珠洲・白磁・青磁,祗石がある。中世土師

器の完形品が多い。時期は13世紀～14世紀である。

2490号土坑 (S K2490,第 126図 )

X404Y94に位置する。長軸123cm,短軸93cmの長方形で,深さ10cmである。覆土は茶褐色土 (上

層),黒褐色土 (中層),褐色土 (下層)で,中・下層には炭化物が混じる。遺物は14世紀の中世土師

器である。なお,土坑はSB■の中にあり,建物に伴うものと考える。

2492号土坑 (S K2492,第 132図 ,図版80)

X4■・412Y90。 91に位置し,長軸358cm,短軸268cmの長方形で,深さ36cmである。覆土は茶褐色

上で,10cm～ 45cm大の礫が混じる。遺物には中世土師器・白磁がある。時期は13世紀～14世紀であ

る。東側にS B06があり,建物に伴うとも考えられる。

2495号土坑 (S K2495,第 128図 )

X404Y91に位置し,S K2471を切る。長軸123cm,短軸122cmの方形で,深さ19cmである。覆土

は焼土・炭化物が混じる茶褐色上である。遺物には14世紀の中世土師器がある。

3009号土坑 (S K3009,第 133図 ,図版80)

X352・ 353Y104。 105に位置する。 S K3010に切られているため,全長は不明であるが,現長軸は東

西セクションで250cm確認できる。幅190cm,深 さ34cmである。覆土は茶褐色土で,水平に堆積して

いる。遺物には,土師器・須恵器,中世土師器,鉄滓がある。時期は13世紀～14世紀である。

3010号土坑 (S K3010,第 133図 )

S K3009を切る,幅283cm,深さ45cmの上坑である。土坑は東部分の未発掘区に延びているが,現

長軸は420cmである。覆土は茶褐色上で,地山土・炭粒が混じる。遺物には中世土師器・珠洲,鉄滓

がある。時期は13世紀～14世紀である。

3013号土坑 (S K3013,第 134図 )

A3地区の北西部分,X367・ 368Y86・ 87に位置する。長軸185cm,短軸185cmの方形で,深さ20cm

である。覆土は茶灰褐色粘質土,灰褐色粘質上で,酸化鉄を含む。遺物には中世土師器・八尾・青磁

がある。時期は13世紀後半～14世紀である。

3019号土坑 (S K3019,第 134図 ,図版80)

X335・ 356Y98に位置する,長軸205cm,短軸168cmの長方形で,深さ46cmの上坑である。覆土は

茶褐色土 (上層),黒茶褐色土 (下層)である。上層には地山土・炭化物・焼土・小礫が混じる。遺物

には中世土師器がある。時期は13世紀～14世紀である。この上坑は S B08に伴うと考える。

3020号土坑 (S K3020,第 134図 ,図版82)

S K3019の 南西側,X355Y97に位置する,長軸172cm,短軸83cmの長方形で,深さ24cmの上坑で

ある。覆土は茶褐色土,黒茶褐色土である。遺物には13世紀～14世紀の中世土師器がある。

3021号土坑 (S K3021,第 134図 ,図版82)

X352Y100に 位置する,長軸137cm,短軸125cmの円形の上坑である。S B16に 伴う竪穴状土坑で

ある。深さ18cmで,浅 く掘り窪めている。覆土は黒褐色上である。遺物は13世紀の中世土師器である。

3022号土坑 (S K3022,第 134図 )

X350・ 351Y104に位置する,長軸133cm,短軸98cmの楕円形で,深さ25cmの土坑である。覆土は

黒褐色土,茶黒褐色土である。遺物は13世紀～14世紀の中世土師器である。S B20に 伴う土坑である。
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3023号土坑 (S K3023,第 134図 )

X352Y102に 位置する,長軸105cm,短軸76cmの長方形で,深さ5 cmである。土坑には S B107の

柱穴が重複しているが,前後関係は不明である。覆土は黒茶褐色上である。遺物は13世紀～14世紀の
中世土師器である。

3025号土坑 (S K3025,第 134図 )

X350。 351Y99。 100に位置する。長軸203cm,短軸170cm(推定),深さ10cmである。南半分のプラ
ンは不明瞭だが,平面は方形と考える。 S B15に 伴う竪穴状土坑と考える。覆土は地山土混じりの茶
褐色上である。南北セクションの観察によれば,上坑は14世紀以降のSB■0の柱穴を切っている。遺
物は中世土師器である。時期は14世紀以降である。

3026号土坑 (S K3026,第 135図 )

X363・ 364Y106。 107, S D2203の 北側に位置する。 2基の上坑が重なっている。南北セクションの

観察から,長軸145cm,短軸140cmの方形で,深さ 8 cmの土坑 (S K3026)がある。もう1基は長軸
263cm,短軸197cmの長方形で,深さ23cmの上坑 (S K3026 b)である。 S K3026は ,S K3026 bを
切る。覆土は共に茶褐色上で,地山上が混じる。遺物には縄文土器,須恵器,中世土師器・白磁,フ
イゴの羽日がある。時期は13世紀である。

3028号土坑 (S K3028,第 135図 ,図版82)

S K3026の す ぐ西側に接し,S K3051を 切る。長軸223cm,短軸147cmの長方形で,深さ■cmであ
る。覆土は明茶褐色上で,地山上が混じる。遺物は中世土師器である。時期は13世紀である。
3051号土坑 (S K3051,第 135図 ,図版82)

S K3028に切られる,長軸254cm,短軸172cm,深さ22cmを 測る長方形の土坑である。土坑の底に
は長さ176cm,幅 26cm,深さ10cmの溝がある。覆土は地山土混じりの茶褐色上である。遺物には縄文
土器,中世土師器・青磁,鉄滓がある。時期は12世紀後半～13世紀である。
3409号土坑 (S K3409)

A3地区の南中央部,X312・ 314Y93。 98に位置する。東西930cmで,南部分は暗渠のため切られて
いるが,南北の現存長は330cmである。平面形は長方形である。土坑の北部分は深さ10cmで,南部分

は深さ20cmと 少し深い。底面は地山が礫層のため,少 し凹凸に窪んでいる。覆土は黒茶褐色上で,小

砂利が混じる。遺物は中世土師器・珠洲・自磁・青花で,時期は13世紀～14世紀である。土坑の東部
分に柱根が出上しているが,建物は復原できない。その柱穴より古いのが, S E 3420で ある。また,
S E 3418・ S K3549は 土坑を切る。土坑の底中央部には近世のS K3549がある。

3456号土坑 (S K3456,第 136図 ,図版83)

S D 3425の 南側,X327・ 328Y87・ 88に位置する。長軸154cm,短軸140cmの方形で,深さ30cmであ

る。覆土は茶褐色土 (上層),褐色粘質土 (下層)で,共に炭化物が混じる。底面から完形に近い中世
土師器が出上した。時期は12世紀後半である。

3470号土坑 (S K3470)

S K3528の 東側,X333Y98・ 99に位置する。長軸■5cm,短軸93cmの長方形で,深さ15cmである。
覆土は茶褐色土,茶褐色粘質上である。遺物には14世紀の中世土師器がある。なお,土坑の南側に幅
25cmの溝があるが,土坑との切 り合い関係は不明である。また,S B35の柱穴は,土坑に切られる。
3483号土坑 (S K3483,第 137図 ,図版83)

S D 3425の 区画内,X328～ 330Y96～ 98に位置する。c― c'断面図から, 2基の上坑が確認できる。
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S K3484に切られる土坑 (S K3483)と , S K3483に切られている土坑 (S K3483 b)である。SK

3483は ,長軸240cm,短軸200cmの 円形で,深さ25cmである。覆土は茶褐色土,茶褐色粘質上で,地

山土・酸化鉄が混じる。 S K3483bは ,長軸430cm,短軸250cmの長方形で,深さ20cmである。SE

3529。 S K3455に も切られる。覆土は茶褐色土,灰褐色土,灰褐色粘質上である。遺物は中世土師器・

八尾・珠洲・越前で,時期は14世紀である。

3484号土坑 (S K3484,第 137図 )

S K3483を切る,長軸130cm,短軸105cmの円形で,深さ10cmである。覆土は茶鵜色上で,酸化鉄

が縞状に含まれる。遺物には縄文土器,中世土師器がある。

3485号土坑 (S K3485,第 136図 ,図版84)

S D3425の 南側,X325～ 328Y82に位置する。現況は南北690cm,東西150cmの三角形で,深さ45

cmである。土坑が未調査区に掛かるため,全形は不明であるが,細長い溝状になるのであろう。覆土

は灰褐色土で,炭化物・砂・酸化鉄が混じる。遺物には中世土師器・八尾・珠洲・越前・白磁・青磁 ,

鋼製皿・宋銭 (景徳元宝)がある。時期は14世紀～15世紀である。なお,土坑を横断するように,暗

渠が東西方向に 2条 (板組と粗染のもの)走っている。

3488号土坑 (S K3488,第 137図 )

S K3484に接する南北152cm,東西120cmの不整形で,深さ22cmである。S B37に 切られる。覆土

は茶褐色土 (上層),黒褐色粘質土 (下層)である。上層は地山上が霜降り状に混じる。遺物は中世土

師器である。時期は13世紀～14世紀である。

3489号土坑 (S K3489,第 138図 ,図版83)

S D3425の 区画内,S K3483の 北側に位置する。長軸255cm,短軸224cmの方形で,深さ30cmであ

る。覆土は暗褐色土,暗茶褐色土,黒褐色粘質上である。遺物には縄文土器,中世土師器・珠洲があ

る。時期は13世紀～14世紀である。なお,縄文土器の出土は,土坑が中世の遺構検出面の下にある縄

文時代の包含層を削平したためである。

3496号土坑 (S K3496,第 138図 ,図版83)

S K3489の 東側,X331・ 332Y95。 96に位置する。長軸306cm,短軸300cmの円形で,深さ25cmであ

る。覆土は黒褐色上で,炭粒・酸化鉄が混じる。 d― d'断面図の観察から,土坑はS E 3500に切られ

る。遺物には中世土師器・珠洲がある。時期は13世紀である。 S B32の 柱穴に切られる。

3524号土坑 (S K3524,第 139図 ,図版84)

S D3425の 区画内,X329。 330Y101・ 102に位置する。長軸320cm,短軸250cmの方形で,深さ16cm

である。 S B37の 柱穴に切られる。覆土は黒褐色土・茶褐色土 (上層),責褐色粘質土 (下層)である。

上層は地山土が霜降り状に混じる。遺物には中世土師器・瀬戸がある。時期は13世紀
～14世紀である。

3527号土坑 (S K3527)

S D3425の 区画内,X333・ 334Y96～ 98に位置し,S B 127を切る。長軸254cm,短軸233cmの不整

方形で,深さ25cmである。土坑の南部分はS E 3503に切られるが,S B42の柱穴は土坑を切る。覆土

は茶褐色土 (上層),暗茶褐色土 (下層)である。遺物には中世土師器・珠洲・越前・青磁がある。時

期は14世紀～15世紀である。

3528号土坑 (S K3528,第 145図 ,図版74)

S D3425の 区画内,X333・ 334Y96～ 98に位置する。長軸333cm,短軸256cmの長方形で,深さ45cm

である。 S B42に伴う土坑と考える。覆土は褐色土,黒茶褐色上で,酸化鉄を含む。遺物には中世土
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師器・八尾 。珠洲・瀬戸・白磁 。青磁がある。時期は14世紀～15世紀である。

3553号土坑 (S K3553,第 139図 )

S K3524の 北側, S D3425の区画内に位置する。長軸225cm,短軸187cmの不整楕円形の土坑であ

る。深さは東側で35cm,西側では10cm～ 15cmと 浅くなる。覆土は茶褐色土 (上層),黄褐色土 (中層),

黒褐色粘質土 (下層)である。遺物には中世土師器・珠洲がある。時期は13世紀～14世紀である。

3597号土坑 (S K3597,第 141図,図版85)

S D 3425の 区画内,X333・ 334Y96～ 98に位置する。長軸365cm,短軸200cmの長方形で,深さ17cm

である。覆土は茶褐色上である。下層は炭が多く混じる。土坑の上層には地山土が多く混じり,貼床

面を形成している。遺物には中世土師器 。珠洲・青白磁がある。遺物は上層や下層からも出土してお

り,特に,下層から羽釜が出上している。南北断面図の観察から,土坑の北側は別の土坑に切られる。

3686号土坑 (S K3686,第 140図 )

S D 3425の 区画内,X339。 340Y91・ 92に位置する。長軸233cm,短軸133cmの長方形で,深さ15cm

である。覆土は茶褐色上で,地山土・炭粒がわずかに混じる。遺物には中世土師器,スサ入り粘土塊

がある。時期は14世紀～15世紀である。

3707号土坑 (S K3707,第 142図 )

X337・ 338Y97～ 99に位置し,S K3691に 切られ,S K3779を 切る。現況は長軸240cm,短軸240cm

の方形だが,本来は土坑の壁面がもう少し南側に延び,平面形は長方形であろう。覆土は暗茶褐色土

で,地山上が多く混じる。遺物には中世土師器・八尾・珠洲・白磁,祗石,鉄滓がある。時期は14世

紀～15世紀である。

3748号土坑 (S K3748,第 143図 )

S D3425の 区画内,X341・ 342Y90に位置する,長軸205cm,短軸166cmの隅丸方形で,深さ47cmで

ある。覆土は暗茶褐色土 (上層),黒褐色土 (中層),黒褐色粘質土 (下層)で,それぞれ地山土・酸

化鉄が混じり,水平に堆積する。遺物には中世土師器がある。時期は14世紀～15世紀である。

3750号土坑 (S K3750,第 141図 ,図版86)

S D3425の 区画内,X386～ 338Y97～ 1001こ位置する。長軸447cm,短軸360cmの長方形で,深さ51

cmである。地山面が礫層のため,土坑の底は凸凹している。底中央にある月ヽさな穴は底面で確認でき,

少ししまりのない黒褐色土が入っている。覆土は黒褐色土,(暗)茶褐色上で,地山上がブロック状に

混じる。土坑の東側の覆土には,5 cm～ 45cm大の石が多く入り,南側のそれには砂不Uを含んだ茶褐

色上が多い。土坑の覆上の一部は, S K3751に切られている。土坑の西側及び南側は地山土・砂利を

含んだ土,底面は炭化物を含んだ土が多くある。後者の上は,底面に藁状のものを敷いたとも考えら

れる。遺物には中世土師器・八尾・珠洲 。青磁,フ イゴの羽日,石鉢,鍛冶滓が出上している。時期

は14世紀～15世紀である。土坑周辺に柱穴が少なく,建物には復元できなかったが,上屋を持つ竪穴

状土坑と考える。

3751号土坑 (S K3751,第 141図 )

X338・ 339Y97～ 99に位置し,S K3750に切られる。長軸310cm,短軸310cmの方形で,深さ57cmで

ある。上坑の底は礫層のため凸凹している。覆土は茶褐色砂利土 (上層),暗褐色土 (下層)である。

下層は地山土と茶褐色土との互層で,貼床と考える。遺物には中世土師器・八尾・珠洲・越前・青磁

がある。時期は14世紀～15世紀である。この上坑もS K3750と 同様の性格をもつと考える。

3769号土坑 (S K3769,第 140図 )
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X403Y98で , S D 3425を切る。長軸195cm,短軸170cm(推定)の円形で,深さ22cmである。覆土

は暗茶褐色上であり,上層には地山上が霜降り状に混じる。遺物には中世土師器・珠洲・羽釜がある。

時期は14世紀～15世紀である。

3771号土坑 (S K3771,第 143図 ,図版87)

X348・ 349Y88～ 90に位置する,長軸594cm,短軸220cmの細長い長方形で,深さ15cmの上坑であ

る。土坑の底には 5 cm～ 15cm大の石が残っている。覆土は,黒茶褐色上で,地山土・炭化物が混じ

る。遺物は中世土師器・珠洲で,時期は13世紀である。

3772号土坑 (S K3772,第 144図 )

S D3425の 北側,X347Y98に位置する。長軸125cm,短軸67cmの長方形で,深さ 7 cmである。S

B13の柱穴より新しい。覆土は黒褐色上で,地山土・炭化物が混じる。遺物には13世紀の中世土師器

がある。

3773号土坑 (S K3773,第 144図 ,図版87)

X346Y99に位置する,長軸205cm,短軸■Ocmの長方形で,深さ12cmの 上坑である。覆土は褐色

上で,地山土・炭化物が混じる。 S K3776を切っている。遺物には,13世紀の中世土師器がある。

3774号土坑 (S K3774,第 144図 ,図版87)

S K3773の 北側に位置する,長軸434cm,短軸105cmの細長い長方形の上坑である。深さは北側で

52cm,南側では10cmと浅く段になる。覆土は褐色土 (上層),茶褐色土 (中層),黒褐色土 (下層)

で,地山土・炭化物が混じる。遺物には中世土師器・珠洲がある。時期は13世紀～14世紀である。

4008号土坑 (S K4008,第 140図 ,図版85)

X347Y107に 位置する。南北は176cm,東西は130cmである。未調査区に掛かるが,形状は方形で

あろう。深さは■cmと 浅 く,10cm～ 30cm大の石が東側に多い。覆土は茶掲色上の単層で,炭化物・

地山上が霜降り状に混じる。遺物は14世紀～15世紀の中世土師器である。

B地区

4322号土坑 (S K4322,第 146図 )

X303Y88で検出した不整方形の上坑である。東の S E 4329に は切 り合いで勝つ。規模は南北140cm,

東西145cm,深さ42cmである。覆土は上層が暗茶褐色粘質土,下層が焦茶色粘質上である。検出面か

ら約20cmの深さの下層からしゃもじが出上している。この他に14世紀の中世土師器が出上している。

4345号土坑 (S K4345,第 145図 )

X308Y95で検出した浅い不整形の落ち込み状の土坑である。南側は橋本川に切られる。検出した部

分の東西幅は455cmである。深さは 7 cmで床面は平坦である。覆土は茶色粘質上の単層である。遺

物は13世紀の珠洲が出土している。遺物で当期としたが,以降に下る可能性もある。

4360号土坑 (S K4360,第 146図 )

X304Y82で検出した楕円形の土坑である。南北315cm,東西230cm,深さ13cmで,S K4328'SK

4361に は切り合いで負ける。壁の立ち上がりは緩やかで,床面はほぼ平坦である。覆土は主に灰黄色

粘質土ブロック・小礫が混じる茶褐色粘質上である。

4479号土坑 (S K4479,第 146図 )

X31lY85で検出した不整形の上坑である。規模は南北202cm,東西170cm,深 さは70cm,底は丸み

を帯びる。覆土は主に黒褐色粘質上である。遺物は加工木のみであるが,覆土から当期と判断した。

4613号土坑 (S K4613)
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X288～ 290Y95・ 96で検出した長方形の上坑である。規模は南北330cm,東西170cmの長方形で,深

さは約12cm,床面は平坦ではない。覆土は砂礫の混じる暗茶褐色土である。遺物は13・ 14世紀の中世

土師器・白磁,18世紀の伊万里が出上している。南側の S D4624と の切 り合いが不明瞭な′点があり,

時期は下る可能性があるも

4683号土坑 (S K4683)

X292Y80で検出した円形の土坑である。直径約60cm,深 さ約20cmで,西側の S K4716に は切 り合

いで負ける。覆土は暗灰色粘質上の単層である。遺物は13世紀～14世紀の中世土師器がある。

4804号土坑 (S K4804)

X269。 270Y85で検出した不整形の浅い落ち込み状の上坑である。B地区南端で部分的に検出した力、

B2地区との境に攪乱が入ったため,つ ながりは不明である。覆土は肌色粘土ブロックが混じる黒褐
色上の単層である。遺物は14世紀の珠洲がある。しかし,北束に隣接するS K4803は この上坑と覆土

がよく似ており,15世紀の中世土師器 。珠洲,羽 口が出上していることから,こ の遺溝の時期も15世

紀まで下る可能性がある。

4807号土坑 (S K4807)

この地区では比較的遺構の残りの良い町道下で検出した長方形の上坑で,S B142に伴う。東側は一

段下がっている。規模は南北428cm,東西380cmで,特に北壁の立ち上がりはしっかりしており,床
面は平坦である。覆土は上層に一部暗褐色粘質土,中層に黒褐色粘質土,一部下層に暗青灰色粘質土

が混じる黒掲色粘質上である。遺物には13世紀～14世紀の中世土師器がある。

(宮田進一 島田美佐子)
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5 その他

ここでは,土坑の中でも特殊な性格をもつと考えるものを記載する。土竣墓 1基,供養関連の遺構

1基,集石土坑 2基,石組土坑 1基,畝状土坑 1基がある。土獲墓,供養関連の遺構以外のものは,

性格については明らかではない。なお,規模 。出土遺物などについては,第 7表土坑 (中世前期)一

覧で合わせて掲載している。

土羨墓

■99号土羨墓 (SZ■ 99,第 147図 ,図版88)

X472Y98,S D 302の 西側で検出した長軸185cm,短軸80cm,深さ30cmの長方形の掘形をもつ。木

棺の痕跡は見られないが,副葬品の出土状況から木棺墓であったと推定できる。人骨は残っておらず,

土坑内の北端の検出面から5 cm～ 10cmの深さで中世土師器の大皿 1枚 と小皿 4枚を検出した。中世

土師器はすべて完形品で,小皿 4枚の中央に大皿を配するという形で置かれている。これらは一様に

南に向かって傾いた状態で整然と出土していることから,一辺約25cm内外の折敷状のものに載せて棺

の上に置かれてあった可能性がある。覆土は北から南に向かっての堆積の流れが見られ,上層が暗茶

褐色土,下層が暗黄茶褐色上で,地山の上と大きな違いは見られない。土坑の主軸方向はほぼ真北を

示し,遺体は北枕であったと推定される。副葬品の中世土師器は13世紀初めの時期のものである。 S

D302の東側には同時期の建物が検出されており,土漿墓が S D302と 同時期の自然河川 S D701と の間

に築かれたことからS D302が居住空間との一種の結界となっていた模様である。

供養関連遺構

4483号土坑 (S K4483,第 147図 ,図版89)

X309Y83,S D 3404の西肩に重複してその下層から検出した不整方形の上坑である。南北105cm,

東西120cm,深 さ45cmを 測る。覆土は上層が茶褐色粘質土,暗茶褐色粘質土,下層が黒褐色粘質上で,

上層には砂礫が混じる。下層からは多量の中世土師器と木製品が出上した。木製品には板塔婆,柄 ,

箸がある。板塔婆は両端を三角形に削り出した形をしており,両面には梵字が墨書されていた。箸も

祭祀の場において結界を示す斎串の役割を果たすことがある。中世土師器の出土量も周囲の他の上坑

に比べて群を抜いて多く,こ の上坑で何 らかの供養関連の祭祀を行ったものであろう。梵字の解読に

よってその性格を知ることは可能となるはずである。時期は中世土師器から13世紀である。

集石遺構・石組遺構

2477号集石遺構 (S X2477,第 151図 )

A2地区の北中央部,X412Y98に位置する。長軸120cm,短軸104cmの長方形で,深さ29cmであ

る。 l cm～ 15cm大の小石が,土坑全体に入っている。現状では,石 を半分はずして図化した。石と

石の間には,茶褐色上が入っている。床面は平坦である。後世の混入品と考えられる唐津が出土して

いる。中世の遺物は出上していないが,S X2972と の関連から,こ の上坑を13世紀～14世紀と考える。

2972号集石遺構 (S X2972,第 151図 ,図版89)

A2地区の北中央部,X410Y98・ 99に位置する。長軸350cm,短軸130cm～ 172cmの不整形で,深

さ20cmである。土坑は 4基に分れると考えられるが,断面では確認できなかった。2 cm～ 18cm大の

小石が,土坑全体を覆っている。現状では, S X2477と 同様,石を半分はずして図化した。石と石の

間には,茶褐色土・地山土 。炭粒が混じる。石の下から, 2基の穴が確認できた。床面は平坦で,壁

は緩やかに立ち上がる。遺物は中世土師器である。小破片だが,時期は13世紀～14世紀である。

2458号石組遺構 (S X2458,第 148。 149図 ,図版90)
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A2地区の中央西部,X399。 400Y93に位置する。長軸228cm,短軸160cmの長方形で,深さ62cmで

ある。底には30cm～ 60cm大の河原石を敷き,四面の壁には,河原石 (30cm～50cm)を二段に積む。

内法は長軸167cm× 短軸105cmで ある。外に面している石は,火を受けて赤い。覆土は茶黒褐色土,

黒褐色上で,中層に炭が混じる。掘形の裏込め土は茶褐色土で,底だけ茶褐色砂質上である。遺物は

中世土師器である。完形品もあるが,わずかな量である。時期は13世紀後半～14世紀初めである。骨

などは検出しなかった。遺構が S B13の 中に位置しているため,建T2/Jと 関連して考えたい。

畝状遺構

30■号畝状遺構 (S X30■,第 150図,図版81)

S D3005の 南側,X361～ 364Y91～ 95に位置する。長軸8.Om,短軸7.4mの長方形の範囲に,細長

い畝状の溝が,東西に35条 ,南北に 6条の計41条連なっている。溝間の両端は,西側で7.8m,東側で

7mで ある。東西方向の溝は, 1条だけのものが4条で,東・西に別れるものが,北から3条 。3条 ,
6条・ 7条, 3条 。4条, 2条・ 3条ある。後者の溝の間に前者の溝が入っている。前者の 1条溝の

長さは,5.7m～ 6.Omで,後者のものは0.5m～ 4mで ある。両者の溝の幅・深さは似る。溝の幅は22

cm～ 62cmで,30cm～ 40cmの ものが多い。深さは 6 cm～ 38cmで,20cm～ 30cmの ものが多い。南

北方向の溝は東西方向のそれを切っている。溝の長さは3.8m～ 7.2mである。西側の 3条が長く,東

側の 2条が短い。溝の幅は28cm～ 58cmで,30cm～ 40cmの ものが多い。深さは12cm～ 39cmで,20

cm～ 30cmの ものが多い。溝の底は九く,覆土は茶褐色上である。上層は地山上が縞状に混じるもの

が多い。下層は地山上が混じらない黒茶褐色上が多い。木の枝等の痕跡は確認できなかった。遺物に

は中世土師器・珠洲 。自磁 。青磁がある。時期は13世紀～14世紀である。なお, S B98の柱穴は,こ

の遺構より古い。 (宮田進一 島田美佐子)

第 7表 土坑 (中世前期 )一覧 (1)
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出 土 遺 物 偏 考

K273 迷
S K2480 S K280 1(

土

,世土ll器

蜀色土 1314C

S K153 3ヽS
古宵十

〒世土FV器
14 秦褐色土 ,世土R“絡 lC

:上帥塙 4C
綿 色土 4～ 15C

世よ

中世土師器

甥 ,世土師器
議

4802>S K4801
,形 黒猾色土に川it粘質土アロ

ツク
酬

B 方形 4〔 旨脅色粘質土 黒褐色粘質 3～ 14C

S K4483 4 樹

＝

謗
射 亀粘管土

ギ世上師器 板婿婆 柄 箸 矮 関lT■坑

土師器

土師器

第 7表 上坑 (中世前期)一覧 ●)
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▲▲

SK06
1 暗茶褐色土(礫混)

SK07
1 茶褐色土(礫混)
2 明茶鶉色土(礫混)
3 明茶褐色土(礫混、2よ り多い)

▲ 】 議 雛 維 と瞭 4Bt腋上の離
3 黒褐色粘質土
4 茶褐色粘質主

SK306
1 嗜茶褐色粘質主
2 暗茶褐色粘質上と暗黄褐色粘質上の温土
3 茶褐色粘質土と暗黄褐色粘質上の協上
4 暗責褐色描質土

___  SK307
a′   1 暗茶褐色枯質上
2 暗茶禍色粘質上と暗黄褐色粘質上の混上
8 茶禍色粘質とと暗黄褐亀粘賓上の混土

6

SK309
1 晴茶禍色枯質土
2 暗灰茶褐色猫質土
3 茶褐色枯質土と暗黄褐色枯質上の混土

●中世■師器

■珠洲

▲白磁

D鉄洋

第98図 遣構実測図 (中世前期 )
と.SK06 2.SK07 3.SK305 4.SK306 5.SK307 6.SK309
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● 中世土師器

■珠洲

=1 処
a―
― ― <=三 三  

ユ              a′

第99図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK303 2.SK304

SK303
1 暗茶猥色粘質土
2 暗茶褐色枯質土と暗黄褐色結質土との混上

ヽ
、     こ 恋要据芭羅奏生

暗黄褐色粘質上の混上

｀ヽ  ヽ   5 黒褐色粘質上
6 茶褐色粘質土
7 暗茶謁色結質上(1よ り明)
8 暗茶褐色枯質土(1ょ り暗)
0 暗茶褐色粘質土
10 暗茶褐色枯質土(1よ り明、暗黄褥色粘質土霜降り、
やや砂質 )

SK304
1 茶褐色粘質■
2 茶褐色粘質土(1よ り暗)

ト

―

―

―

＝

＝

＝

＝

潤

消
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SK760
● 中世士FV器

■陶器

▲ 白雄

△態 百

SK760(A・ Bセ クション)
ユ 暗茶褐色土(黄褐色エアロック籍降り)
2 暗茶褐色土(1よ り黄禍色土アロックの畳多い)
3 暗茶褐色土(黄褐色土ブロック混)

SK761(Cセ クション)
1 黒褐色土(黄褥色土プロック混)
2 暗責褐色土(責褐色■プロック混)
3 泰褐色土(黄褐色土箱降り)
4 暗茶鶉色上(黄褐色上縮降り)

SK762・ SD778(Dセ クン
ション)

1 暗茶禍色枯質土
2 暗茶褐色粘質土(1よ り暗)

SK781(Eセ クション)
1 暗茶鵜色構質土(地山霜降り)
2 暗茶鵜色粘質上

SK761

SK762

第100図 遺構実測図 (中世前期 )
SK760'SK761・ SK762・ SK781
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SK1074

SK773
1 暗茶褐色粘質土と暗黄褐色粘質上の混土(し まる)
2 暗茶褐色粘質土
3 泰鵜色粘質土
4 黒褐色粘質土

第101図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK1074 2.SK784 3.SK773

SK1074
1 黒褐tFh質土(枯質)
2 暗茶鵜色粘質土(暗貨鵜色土霜陸り)

SK784
1 暗茶褐色粘質と
2 贈茶褐色粘質土と黒稿色枯質上の互層
3 茶褐色砂質土と黒禍色構質上の混土
4 暗灰橋色粘質土

ヱ97
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SK788
暗茶褐色粘質土

暗黄褐色粘質土

茶褐色砂質土

茶櫻色粘質土と赤褐色上の混土

増黄色砂礫土

6 嗜泰福色粘質土(焼土少量混)
ク 茶褐色粘質土(中世土師器片 焼主混)
8 茶褐色砂礫土
0 増茶褐色砂礫土
10 暗赤褐色砂礫■

SD302          a>
H 泰褐色砂質土
12 茶褐色砂質土(11よ り暗)
19 茶禍色砂質土(白灰色砂質土混)
14 茶褐色砂質上

SK839
1 茶褐色粘質土(中世土師器片 焼
土 炭化物混)

2 暗茶褐色結賓土(炭化物少量混 )
3 暗茶鵜色枯質土(酸化鉄含)
4 茶褐色粘賓土

SK120

第102図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK783'SK839 2.SK839
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SK920
1 茶褐色粘質土
2 暗茶褐t粘質土
3 暗茶褐色粘質土(酸化鉄含)
4 暗責褐色粘質土
5 暗黄褐色祐質土(黒褐色枯質■斑状に混)
6 暗灰褐色粘質土

一ゴ
SK787
1 黒褐色土
2 黒褐色土(茶褐色■ブロック混 )
3 暗茶褐色土 (黄褐色土霜降 り)
4 黒褐色土(黄褐色土箱降 り)

5 黄褐色土 (暗茶渇色土混 )
6 黒褐色土
7 暗泰鵜色土

SK1430

SK1430
1 暗茶褐色粘質土(礫混)
2 暗茶灰色枯質■(礫混、しまりなし)
3 暗茶褥色土(やや砂質 )
4 茶褐色主(やや砂質)
5 暗茶褐色粘質土
6 嗜茶禍色土(黄褐色土プロック混)

第103図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK787 2.SK920 3.SK1430
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2 暗茶調色枯質土(暗黄|.H色粘賓土箱降り)
8 暗茶網色粘質上

第104図 遺構実測図 (中世前期 )
SK913
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SK1277
1 暗茶褐色■(やや灰色、小礫混)
2 暗秦召色主(やや暗)
3 暗茶褐色土(微量に責鵜色iFL)
4 暗茶禍色土(黄褐色主混)

晴茶灰色土

黄格色■(暗茶鵜色主霜降り)
黄褐色■(暗茶禍也主緒降り)
暗秦褐色■

暗茶禍色土

黒褐色土(炭化粒 焼土混)

暗茶召色土(やや粘質 )

黒嗜秦鵜色■(1よ ,暗 )

よ

SK1251

●中世土師器

K1251
暗茶褐色土(炭化粒混、黄褐色土霜降り)
暗茶褐色■(黒色土霜降り)
暗秦偶色土

第105図 遣構実測図 (中世前期 )
1.SK1277 2 SK1251

暗茶褐色土(黄褐色土霜降り)
暗茶灰色土(やや粘質 )
暗茶鵜色土(炭化粒 礫混、黄褐色土霜降り)
暗茶鵜色上(小礫混)

29f
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K1256
暗茶褐色土

暗茶偶色上 (やや枯質 )

暗茶調色粘質土 (礫混 )

暗茶褐色主 (黄褐色主籍降 り)

暗茶褐色土 (責褐色上霜降 り、4よ り少ない )

暗茶禍色枯質土

暗茶鵜色土(砂礫混 )

黒褐色土 (砂 IHC混 )

SK1256b
9 暗茶渦色土(し まる)
10 暗茶褐色上(0よ り明)
■ 黒褐色土

SK1258
12 暗茶福色礫土
13 黄褐色砂礫上
14 暗茶褐色土と黄褐色土ブロックの混土
15 暗茶禍色土(黄褐色土霜降り)
16 暗茶謁色土(貢褐色上霜降り、15よ り暗)
17 暗茶福色上
18 嗜泰褐色土(黄褐色土ブロック混 )
19 暗茶褐色粘質土(茶褐色粘質土プロック混 )

SK1259
20 暗茶褐色上(焼土粒 炭化粒混)

SK1275
21 暗茶褐色土(砂礫混 )
22 黒褐色土(砂礫混)

m

第106図 遺構実測図 (中世前期 )
SK1256・ SK1256b・ SK1258

〃

SK1259 SK1256

SK1258
SK1259b
23 黒褐色土(黄褐色土籍降り)
24 暗茶褐色土
25 黒褐色土

獅一ｂ

SK1275。 SK1259'SK1259b
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SK1271
1 暗茶禍色土(し まる)
2 暗泰縛色■(やや枯賓)

SK1280
3 暗茶褐色■(費偶色土アロック混、しまりをし)
4 暗泰名色土(しまりなし)

SK1281
5 茶編色土
6 暗茶褐色土(黄褐色■霜降り、しまる)
7 黒褐色主(しまる)
8 黒褐色■(焼主周ヒ粒混)
0 暗責掲色土

SK1609(Cセ クション)
1 茶褐色■(地山アロックわすかに混)
2 茶謁色土(地山アロッタ多量混)
a 黄茶褐色土(地山アロッタ多二混)

SK1609

SK1830

SK1612

SK1280
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一

SK1271

X

第107図 遣構実測図 (中世前期 )
1.SK1271,SK1280・ SK1281

SK1271

SK1830
1 黒褐色土(炭化粒わずかに混)
2 黄茶褐色土(地山多量混)
3 黒茶褐色上(地山混)

SK2015
4 黄茶褐色土(地山粒混)
5 茶褐色土
6 黄茶褐色土(地山粒多量混 )

SK1649

SK2015

SK1648

SK2015

ミln

SK1699

SK1609 2.SK1880

299



●中世土師器

モ
|

SK1283
1 贈茶禍色土(し まる、J紗喋混)
2 贈茶鵜色土(1よ り明、煮褐色上徹量混)
3 嗜茶褐色■(黄櫓色土霜降り)
4 暗茶褐色土(責褐色上混)
5 暗茶褐色■(1よ り暗、しまる)
6 暗茶褐色上(5に責褐色土プロンク混)
7 暗茶褐色土(6よ り黄褐色土ブロックの割合大)
8 暗茶褐色土(1よ り暗、しまる)
0 暗茶褐色土(若千砂混)
10 暗黄茶褐色土
■ 暗茶褐色上(し まる)
12 暗茶凋色土(砂礫混)
13 暗茶鵜色■(黄褐色上霜降り)
14 暗茶偶色粘質土

リ
ス

一
�
Ｏ
∞

宝
|

SK1298(A・ Bセクション)
i 暗茶褐色土(砂礫混)
2 茶褐色粘質土(砂混)
3 茶禍色猫質■(し まりとし)

SK1857・ SK1858・
SK1859(Cセ クション)
1 黒褐色土(礫 炭化粒混)
2 黒茶偶色土(礫 炭化粒混)

SK1857

第108図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK1283 2.SK1298'SK1857・ SK1858・ SK1859
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1292
暗茶灰色粘質土(イ 礫ヽ混)
暗茶鵜色粘質土(やや粘質、イヽ礫混)
暗茶褐ζ精質上

暗茶禍色土(責褐色土霜降り)
暗茶褐色粘質土

SK1294

暗茶褐色土

黄褐色土 (暗茶褐色土箱降 り)

暗茶褐色猫質土

暗秦褐色土(黄褐色上わずかに籍降 り)

暗茶褐色■ (黄褐色土 黒偶色土わすかに霜降 り)

SK1294

SK1294
■ 贈茶灰色相質土
12 暗茶褐色土 (黄褐色土霜降 り)
13 暗茶褐色土 (黄褐色土霜降り、2より暗、炭化粒混 )
14 黒灰色粘質土

SE1291

６

７

８

９

Ю

SK1293

SK1293
15 暗茶褐色土(黄褐色土霜降り)
16 暗茶褐色土(1よ り暗)
17 暗茶褐色土(2よ り暗)
18 暗茶褐色土(黄褐色土地山霜降り)

SK1292

SE1291
19 暗茶褐色粘質上(黄禍色主霜降り、焼上混)

|

第109図 遺構実測図 (中世前期 )
SK1292・ SK1293・ SK1294

列 5



■珠洲

▲白磁

SK1295
1 暗泰帝色と
2 暗茶褐色■(無量に貨褐色土縮降り)
3 黒鵜色土
4 黒褐色■と地山の混土
5 黒褐色結賓■(礫混)
6 黒褐色砂礫土

SK1297
1 階茶褐色土(し まる)
2 晴茶褐色土
3 暗茶裾色主(しまりない)
4 暗茶獨色■(責脅色土霜降り、しまりをい)
5 暗茶網色■
6 暗茶鵜色土(黄穏色土霜降り、礫混)
7 暗茶褐色■(5よ り明るい)

SK1421
1 暗泰褐色工(し まる、と百礫混)
2 暗茶福色土

第110図 遺構実測図 (中世前期 )
SK1295・ SK1297・ SK1421
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SK1299
1 茶褐色土(炭化粒混)
2 黒泰褐色上(炭化粒混)

SK1852      SK1853
1 茶累褐色土(礫混)  3 茶黒褐色土(地山プロック混)
2 黒褐色土(礫混)   4 黒褐色土

SK1282

●中世上師器

SK1282
1 暗茶網色土(し まる、土器片混 )
2 暗茶褐色土(暗黄褐色■着干篇降り、土器片 脚 ヒ粒 焼土混)
3 暗茶網色■(2よ りTL質 、やや暗、脚 し粒 焼土混)
4 暗茶縄色主(炭化物・土器片混 )
5 暗茶褐色土(黄褐色主プロック混)

第111図 遺構実測図 (中世前期 )
lSK1299 2.SK1852,SK1853 3.SK1282
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SK1301                 a
2 暗茶褐色粘質上(暗貢褐色粘質上縮降り)
3 暗茶褐色枯質土(暗黄褐乞枯質上霜降り、2よ り多い)
4 暗茶褐色粘質上
SK1268
5 暗茶褐色粘質土
6 暗灰褐色枯質主
SK1269
7 暗灰褐色枯質上
8 暗茶褐色粘質土

SK1268 SK1301

第112図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK1267 2.SK1268・ SK1269,SK1300。 SK1301

筋

1 暗茶褐色Ib質土(炭化物多盈混)

SK1269
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SK1302
1 暗茶褐色粘質土

SK1305
1 暗茶褐色粘質土(焼土 炭化物混)
2 増泰稿色粘質土(1ょ り焼土夕い)
8 暗茶褐色4h質土
4 暗茶褐色粘質土と黒褐色粘質上の混上
S 暗茶褐色格質土(焼土 炭化物混 )
6 増茶褐色粘質■(3よ り暗、粘質)
7 暗茶褐色砂
8 暗茶褐色粘質上
9 嗜茶褐色粘質土(3よ り暗)
10 暗茶褐色砂
■ 暗灰茶褐色粒質土
12 黒褐色枯質土(砂混)

第113図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK1302 2 SK1305

SK1305

●中世上FT器
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SK1307

:Kを婁意を絡要圭
(暗黄櫓色枯質土霜降り)                                                  a

SK1306
1 暗茶褐色枯質上
2 暗灰褐色描質土(礫混)
3 暗灰褐色格質土

♀                  1                 21m

第114図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK1307 2.SK1306
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SK1401
1 黒褐色主(暗茶禍色土霜降り)
2 暗茶褐色土(暗茶褐色土 黒褐色上 黒褐色土霜降り)
9 黒褐ζ土(黄褐色上アロック混)
4 暗秦偶色土
5 暗茶終色土(し まり悪 )
6 暗茶褐色主(茶褐色主霜降り、しまり悪)
7 黒褐色土(し まり悪 )

SK1402
8 黒褐色土
9 黒褐色土(暗茶灰色土アロック混)

第115図 遺構実測図 (中世前期 )
SK1401・ SK1402
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SK1403
1 暗茶褐色主

SK1432
1 黒褐色粘質土
2 暗茶褐色上(黄褐色上籍降り)
3 暗茶褐色土
4 晴泰褐tVJ
5 黒褐色粘質■と暗茶褐色砂の混土

SK1403
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Sk1286・ SD1285
1 晴茶褐色上
つ 黒褐色上
8 暗茶稿色■と責褐色上の混土
4 暗茶褐色土

A       3

5 黄褐色土(暗茶狼色上霜降り)
6 暗茶褐色■(黄褐色土箱降り)
7 暗茶褐色上(やや暗)

生
|SK1427・ SK1428

1 暗黄褐色上(暗茶褐色土霜降り)
2 晴茶調色土
3 暗茶謁色上(茶褐色上籍降り)
4 暗茶鵜色土(責褐色上縮降り、3よ り
しまり悪 )

7ユ OOm      sK1427

5 暗茶福色土(責褐魯土プロック)
6 暗茶褐色土(黄褐色土ブロック、5よ り暗)

第116図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK1403・ SK1432 2.SK1427・ SK1428 3.SK1286
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SK1416

~   SK1409 SK1410 SK1408

SK1410

SK1408
1 暗茶灰色粘質土(酸化鉄含)

SK1410
暗茶灰色粘質土(黄褐色主霜降り)
暗茶灰色粘質上
暗茶灰色粘質土(黒褐色土 黄褐色土アロック霜降り)
暗茶灰色粘質土
暗茶灰色粘質エアロック

1409
暗茶褐色土(黄褐色土 黒掲色土霜降り)

1417                 sK1416
暗茶偶色土(黄褐色■霜降り)          8 暗黄褐色砂
暗黄褐色砂質土(暗茶掘色上霜降り)       0 暗茶褐色粘質■
暗黄禍色砂質■(暗茶猥色上霜降り、2よ り少畳) ユ0 暗茶偶色構質土
暗黄褐色砂質土(2よ り暗茶褐色土多量、粘質)    (黄 褐色砂混)
暗茶灰色粘質土

暗黄褐色砂
暗黄褐色砂質土(暗茶鵜色粘質土籍降り)

SK1416

第117図 遺構実測図 (中世前期 )
SK1408～ SK1410。 SK1416 SK1417
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SK1411

SK1411
1 暗茶褐色主
2 暗茶褐色上(1よ り暗、礫混)

_   3 暗茶褐色土(茶褐色枯土プロック・黄褐色上プロック混)

SK1412
1 茶灰色土(黄褐色土霜降り、砂礫混)
2 茶灰色土(1よ り黄褐色土多量、砂曖混)
3 塔茶灰色粘質土
4 暗茶灰色土アロック

SK1412

2

SK1700
1 茶損色工(下層に炭化物層)
2 茶褐色土
3 暗茶褐色粘質土

第118図
1.SK14

2ヱZ

遺構実測図 (中世前期 )
1・ SK1412 2.SK1700
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SK1414

SK1414

72 10m sК 1413 SD1415 ___

S K1414

SK,413
1 黒褐色粘質土(焼上 炭化粒混)
2 黒褐色土(砂層部分的に縞状に混)
3 黒褐色土(黄褐色■アロック混)

SK1414
1 晴茶福色粘質■(黄褐色土プロノク・71｀礫混)
2 1と 地山との混土
a 暗泰褐色土(責褐色土霜降り)

SD141S
4 黒褐色上

SK1413

SK1881

SK1413

SK1880
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K1880・ SK1881
黒茶褐色土

黒褐色土 (炭化粒 地山粒混 )

黄累褐色■(地山粒 炭化粒混 )

黒茶褐色■(炭化粒わすかに混 )

累茶褐色土 (炭化粒混 )

kl

第119図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK1413・ SK1414 2.SK1880 SK1881

クZ5



SD2201

SK2205 SD2201    -―――

SD2201
1 茶褐色土(質褐色土地山混 )
2 茶褐色土
3 茶色砂層 (茶褐色土混 )
4 灰褐色格質土

SK2206
5 泰色砂層 (茶褐色土混 )
6 灰禍色土 (粘質 )

|お

S(2216
よ 茶色土
2 茶褐色土(やや粘質、わずかに炭化物混)
3 茶色砂質上
4 褐色と(砂質土混)
5 褐色土(砂質土アロッタ状に混)
6 茶褐色■(炭化物 砂質上混)
7 茶褐色土(炭化物多畳混)

SK2205
1 黒褐色土
2 褐色上(黄褐色砂■と灰色粘上の互層)
3 黒禍色粘質土

◎ 帝 X

SK2216

第120図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK2206 2.SK2205 3.SK2216

2Zδ

SK2217
1 茶褐色土
2 纂褐色上
3 茶褐色土(地山粒混 )
4 黄褐色■(地山ブロック混 )

4.SK2217
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SD2207 0

③

◎⑥

()SK2429

SK2268

SK2395

◎

SK2291

SK2211

⑥

SK2210
1 茶褐色土

SD221S
2 黒褐色土
3 茶褐色砂質土
4 暗黄褐色土
5 灰色粘賀■
6 灰黒褐色土 (灰色粘質土混 )
7 黒掲色上 (地 山土混 )
8 茶褐色土

SK2208
9 暗黄褐色■ (黄褐色土地山
染み状に混 )

＠
Ｋ２２

SK2208

SD2207 Sk2215

SD2207

第121図 遺構実測図 (中世前期 )
SK2208。 SK2210
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SK2221

SK2221

>

SK2221b

SK2221
1 黒茶褐色土(炭 ILA混 )
2 黒茶褐色土(地山上・炭化粒混)

SK2221b
3 茶灰褐色土(し まりなし)

Ia 耕作上
Ib 旧耕作土
Ic 灰色土
Id 茶褐色土
Ie 黒泰偶色土
If 灰茶調色土
Ig 茶色砂質土
Ih 黄茶褐魯砂質土
Ha 黒茶櫓色土
IIb 茶褐色上(砂混 )

SK2211
1 灰色構質上(アロック状に混)
2 茶褐色土
8 黄灰tFh質土(プロック状に混)
4 暗褐色土(黄褐色土地山混)

m

第122図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK2221,SK2221b 2.SK22
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SK2318

Ｉ
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①

②

⑥

土

土

土

色

質

雄叫呻柳

黒茶褐色■

茶褐色土

暗赤褐色土 (プロック状に混 )

茶褐色土

茶色土

SK2218
1 褐色土(炭化物混、やや枯質)
2 褐色■(炭化物・地山土混 )
3 晴黄褐色土(地山土ブロッタ混)

第123図 遺構実測図 (中世前期 )
SK2218
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SK2310
1 茶褐色土
2 暗黄褐色土
8 暗秦禍色■(礫混 )
4 茶褐色土 (地 山混 )
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SK2220
1 黒褐色■(炭化物混)
2 茶褐色■

SK2246
3 黒褐色上

SK2220b
4 茶褐色砂質■(茶褐色■と
砂の混■ )

A
SK2220   。 SK222Cb

第124図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK2310 2.SK2220。 SK2220boSK2246
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O③

③

2    1 黒褐色上 (地 山土縞状に混 )
2 茶色雅質■(ブロ /ク )

③

⑤

SK2228
1 茶褐色土
2 泰褐色土 (礫混 )
3 黄褐色枯質土 (地 山土・炭
4 茶褐色粘質土
5 暗茶福色枯質土 (小礫混 )
6 暗茶褐色結質■
7 黄茶褐色土 (地 山土混 )
8 明茶褐色土
9 暗茶褐色粘質土
10 茶褐色土 (地 山上混 )
H 鰭茶褐色土

SK2258
1 茶褐色土(ju山土滉、砂質)
2 灰褐色土(地山土混、1よ り多い)
3 灰褐色土

第125図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK2228 2.SK2258 3.SK2229

SK2228
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3 褐色土
4 茶褐色土

よ
2 暗褐色枯質土(酸化鉄少豊含)

SK2480
1 暗灰色粘賞土(酸化鉄含)

SK2452

SK2452
1 茶褐色土(焼上粒・炭化物混)
2 茶褐色上(地山土混)
a 褐色土
4 茶褐色上

SD2203
5 茶灰色上
6 白茶褐色砂質土
7 茶灰色土(酸化鉄含)
8 茶黄色砂質土
9 茶灰色粘質土

第126図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK2459 2.SK2457 3.SK2480 4.SK2452 5.SK2490

彦

SK2490
1 茶禍色土(ややしまりがない)
2 黒褐色土(炭化粒混)
3 褐色土(炭化粒混 )
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SK2456
1 茶黒褐色上
2 黒禍色土(炭化粒混)
3 茶褐色■(やや粘質 )
4 茶黒褐色土(地山上ブロック混)

第127図 遺構実測図 (中世前期 )
SK2456



SK2471,SK2495
1 茶褐色土
2 暗黄褐色■(地山ブロック混 )
3 黒茶褐色土
4 茶褐色土 (炭化働 焼土粒混 )

SK2471

SK249S
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SK2495
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SK2473
1 黒秦偶色土(炭化粒混)
2 茶褐色土(炭化粒 地山土混)
8 茶色土(炭化物 地山土混、2よ り炭化物の量少ない)

SK2471

SK2519

SK2966

SK2460
SK2521

SK2460
黒泰鵜色上(炭化粒 地山混)
果褐色土(炭化粒・地山混、1よ り

炭化粒多い)
黒茶鴇色土(炭化粒 地山混 )

茶褐色土(炭化粒 地山粒混)
黒偶色土

黄褐色土(地山ブロンク)

茶褐色土(炭化粒 地山粒混)

茶褐色土(炭化粒 地山粒混、7よ り少ない)
黒茶裾色土

鼻茶禍色韮(炭化粒わずかに混)

茶褐色上(地山土プロック混)

茶褐色土(地山粒混)
褐色土(し まりをし)
褐色土

第128図 遺構実測図 (中世前期 )
1,SK2473 2.SK2471・ SK2495 3.SK2460
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第129図 遺構実測図 (中世前期 )
SK2461・ SK2462・ SK2470

SK2462

ム

SK2462
1 累茶鵜色土(/L山粒・炭化粒混)
2 灰黒褐色土

SK2461
3 黒褐色土(地山粒 炭化物混)
4 黒褐ζ土(地山粒 炭化物混、2よ り地山粒少ない)
5 茶色土(し まる、プロック状 )
SK2462

SK2470
6 茶褐色土(地山土混)
7 黒茶鵜色土
8 茶褐色■

13 黒褐色土(地山とわすかに混)
14 暗秦鵜色土(地山主と黄褐色
上の混■)

笏



③         ⑬

SK2466
1 茶褐色土
2 茶褐色土(地山混)

SK2467
3 茶褐色上
4 明黄褐色土
5 明泰鵜色土

SK2498
6 茶褐色土(地山少量混)
7 茶栂色上(地山混)

SK2467

SK2498 SK2466

SK2466 SK2467

A
了
lg a>

=7800m

K2464
黒茶褐色土

黒褐色土 (炭化物 遺物多い )

暗茶偶色粘質土(地山プロック)

黒褐色■ (炭化物・焼土わすかに混 )

明黒禍色土(炭化物 焼土・地山粒混 )

黒褐色上 (炭化物わすかに混 )

茶禍色土 (地 山土と累茶褐色上の混土 )

暗茶褐色土(地山砂土混 )

黒褐色上 (炭化物わずかに混 )

黒褐色土(粘質、炭化物・焼土わずかに混)

明黒茶褐色土(炭化物 焼土 地山混)

黒茶網色土(炭化物・焼土わすかに混)

黒褐色土(枯質、炭化物 焼土混)

第130図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK2466・ SK2467。 SK2498 2.SK2464
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SE2658 SK2483

SK2482
1 砂礫土

k2486
茶褐色土

責褐色土

泰褐色土(地山混)

茶褐色土(地山わずかに混)
暗泰褐色土(地山わずかに混)
暗茶褐色土

暗褐色土

明茶褐色土(地 山混 )

第131図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK2482 2.SK2483 3.SK2486

SK2483
1 茶褐色上
2 茶褐色上(地山霜降り)
3 茶褐色土(地山アロック混)
4 責褐色土(茶褐色土わすかに混)

∂  90熱違為娘 。
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SK2489
1 茶褐色土
2 暗TS色土
3 暗褐色上 (炭化勧多量混 )
4 明褐色土
5 暗茶褐色土
6 黄褐色上(礫混 )

0
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蝸
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SK2492
1 茶褐色土

第132図 遺構実測図 (中世前期 )
1.SK2489 2.SK2492
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SK3010

SK3009

SD3007

SK3009
1 茶褐色■(地山粒・炭化粒混)
2 茶褐色土(地山粒 炭化粒 1よ り少ない)
3 黒褐色土(アロック状 )

SK3010
4 茶褐色上(地山土混)
5 茶色土(地山土縞状に混)
6 茶褐色土
7 黒褐色土
8 茶褐色土(プロック状)間層

SK3010
SD3007
9 茶褐色■(地山土縞状に混)
10 茶褐色■
■ 泰色土(地山土縞状に混)

SD3007

第133図 遺構実測図 (中世前期 )
SK3009・ SK3010

主
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SK3013

SK3020
1 茶禍色土(地山土わずかに混 )
2 茶褐色土(地山土多量混)
3 黒茶鵜色土

SK3019
1 茶灰禍色枯質土(酸化鉄含)
2 灰褐色粘質土(酸化鉄わすかに書)
3 茶褐色土(yL山上多長混)
4 灰褐色土(地山土プロック混、しまり悪 )

SK3022
1 黒褐色土
2 累茶褐色土
3 茶累禍色土

SK3019

黒褐色土 (砂混 )

黒褐色土

黒褐色土 (黄褐色砂ブロック混 )

ト2 茶褐色土 (地 山上混、1よ り少ない )
3 灰褐色土 (地 山土わすかに混 )
4 黒茶褐色土

SK3019
l 茶禍色土 (地 山土多二混、浪化物 焼上粒 礫混 )

了

SK3023
1 黒茶編色土(炭化物混 )

第134図 遺構実測図 (中世前期 )
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3 黒茶褐色土
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SK3028

SK3051

SK3028

SK3051

SK3051
1 茶褐色■(地山混)

SK3028
2 明茶褐色土(地 山混)
3 暗黄褐色上(地 山混)

SK3028

73 00m         sK3026             _
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こ
======夢
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SK3026
3 茶褐色土(地山・砂礫少量混)    0 暗茶偶色上
4 茶褐色上(地山ブロッタ多量混)  10 茶褐色枯質土
5 黄褐色土(地山少量混)      11 茶褐色上
6 灰褐色土
7 暗茶穏色土(砂礫少量混)
8 灰茶褐色土(地山少量混)

SK3026e                          e
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1 灰褐色粘質土(やや猫質、砂混、酸化鉄含)
2 灰褐色土(有機物・砂混、酸化鉄含)
3 黄褐色砂礫層
4 灰褐色粘質■(酸化鉄含)
5 泰褐色砂質土(砂礫混)
6 灰色粘質土(赤褐ζ砂少量混)

▲
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SK3488

SK3483

SK3483b

SK3488

SK3488

SK3484

ギ
⑥

◎ "

SK3488(A・ Bセ クション)
1 茶褐色土(地山霜降り)
2 黒褐色粘質土(やや粘質、地山ブロノク混)
3 暗黒褐色土
4 黒褐色■(地山霜降り)

SD3455
1 茶鵜色土
2 茶褐色土
3 灰茶鵜色土(酸化鉄含)
4 灰泰褐色■(地山混、酸化鉄含)

SK3483b
5 茶鵜色土
6 暗灰褐色土
7 暗灰色粘質土

SK3483b

SD3455

SD3455

SK3490

SK3483b
混

混

少

少

珀

地

含

含

質

鉄

鉄

格

土

脚

艶

鮮

色

主

主

主

鶴
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朧

噸

SK9483
Sk3529
12 責褐色土(地山混、酸化鉄含)
19 灰褥餅喜質土(地山混、酸イヒ鉄含)
14 亀山混灰褐色ユ(PL山プロッタ混)

SK3529

15 暗茶脅色土(酸化鉄含)
16 茶褐色主(hL山混、酸化鉄含) SK3484
V 秦禍色粘質■(やや枯質)   1つ 茶褐色■(酸化鉄含)
18 茶鵜色■(地山混)

SK3483

SK3483b

第137図 遺構実測図 (中世前期 )
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SE3500

SK3614

SK3496
1 茶黒褐色土 (酸化鉄含 )
2 黒褐色土 (酸化鉄含、炭化粒混 )
3 黒褐色■ (酸化鉄含、災化粒 地山粒混 )
4 黄褐色■ (酸化鉄含、炭化粒 地山粒混 )
5 黒褐色土 (酸化鉄書、炭化粒 地山粒混 )
6 黄褐色土 (地 山アロック混 )
13 褐色上 (酸化鉄含、地山土混 )

SK3614
12 果褐色上 (駿化鉄含 )

SK3496

SK3489

茶褐色土(酸化鉄含 )

灰褐色土(地山霜降り)

茶褐色土(酸化鉄含、地山籍降り)

黒褐色枯質土(地山アロック混)

SE3500

SE3500
7 禍色土(酸化鉄含、炭化粒混)
8 褐色土(酸化鉄含、炭化粒混、1よ り酸化鉄多畳)
9 炭化物層
tO 褐色枯質土(酸化鉄含)
n 暗褐色粘質土(酸化鉄含、礫混)

SK3496-,1
14 茶褐色土(酸化鉄含、地山上 炭化粒混)
15 茶褐色土(酸化鉄含、地山粒混)
16 黄茶褐色土(酸化鉄含、地山土ブロック混)

SK3614

SK3489

SK3489
1 暗褐色上
2 暗茶謁色土(酸化鉄含 )
3 暗褐色粘質土(地山多量混)
4 黒褐色粘質土(地山 炭化物混、酸化鉄含)

73 201n                    sK3496                    sK3496-Pl  
―C

SK3489

5 黒褐色粘質土(炭化物少量混 )
6 茶褐色土 (地 山粒霜降 り)
7 泰褐色土 (礫混 )
8 暗茶褐色粘質上 (地 山霜降 り)
0 暗灰褐色粘質土 (酸化鉄含 ) |______ャ __― ―ヤー

「

‐ ~十一―――――――――一――― -lnt
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SK3553-PI

SK3553

③?
SK4082

SK4118

③ ◎

SK3553
1 茶獨色土(地山アロック混)
2 茶褐色土(地山アロック混、1よ り少ない)
3 黒鵜色土(地山アロック混)
4 責褐色■(地山混、IAIヒ鉄含)
5 累格色FL質■(酸化鉄含、炭化物混)
6 黒褐色猫質土(酸化鉄含、炭化物混)
7 黄偶色粘質土(地山アロック混)
8 暗茶掲a■ (地山アロック混)

SK3553-Pl
9 秦喬色■(地山プロック混)
IO 泰褥色土(地山アロック混、とより少ない)

ゆ

＾

ω

切

博

ヽ

SK3553

SK3524

SK4115

SK4114

SK3524
1 黒褐色土(酉猶ヒ鉄含、地山霜降り)
2 責編樹舌質上(酸化鉄含、炭化物混)
9 暗秦褐色■(酸化鉄含、炭化物・地山混)
4 茶褐色土(酸化鉄含、炭化物混、地山霜降り)
5 黒穏色■(地山縮降り)
6 黒縛色土(地山アロック混)
7 茶褐色■(酸化鉄含、地山霜降り)
B 茶網色■(酸化鉄含、地山霜降り)
0 黒褐色■(蠅山小アロック混)

d                       d
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SK4008
1 茶褐色土(地山・炭化物籍降り) SK3967

1 茶褐色上(地山 炭化物箱降り、酸化鉄含 )
2 茶褐色土(地山アロック・炭化物斑状に混)
3 黄褐色上(蠅山に茶褐色土斑状に混)
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SK3769
1 暗茶褐色土(蠅山璃降り)
2 茶猥色土(地山ブロック多量混、やや粘質)
3 暗茶禍色■(地山アロック混)
4 暗茶網色土(酸化鉄少量含)
5 暗茶凋色土(地山縞状に混)

SD3425
6 秦縄魯粘質土(地山アロッタ混)
7 晴茶褐色枯質土(地山脚ヒ物混、粘質)
8 黒掲色構賓■(地山少量混、猫賓)
9 黒掲色土(蠅山多量混、猫質)
10 暗茶鵜色土(酸化鉄わすかに含)

SK3769

SK3769

SK3686
1 茶褐色土(地山粒 炭化物わずかに混)
2 茶褐色上(地山混)

第140図 遺構実測図 (中世前期 )
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SE3661
SK3779

´ 《

SK3678

SK3779
1 茶褐色上(礫混 )
2 黒褐色土 (酸化鉄含 )
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SK9779

SK4060
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ω
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SK9691
SK3826 SK4226

SK3691

SK3691・ SK3707
黒褐色■ (地 山少量混 )

黒褐色土 (地 山少量 礫混 )

暗茶褐色土 (地 山ブロック混 )

暗泰禍色■ (炭化物多量混 )

茶褐色上 (地 山プロック多量混、格質 )

茶褐色上(地山アロック多量混、やや粘質 )
7 暗茶福色上(炭化物混、やや粘質 )
8 暗茶褐色土(砂礫 地山プロック混)
9 茶終色土(砂礫混 )
iO 暗茶褐色土(砂礫・地山混)
■ 茶褐色土(地山ブロック混)
12 暗茶褐色土(地山霜降り、酸化鉄含、炭化物少最混)
13 黄褐色■(地山アロック多量混、酸化鉄含、格質 )
14 嗜茶褐色土(地山籍降り)
15 暗茶褐色■(地山斑状に混)
16 茶褐色土(地山ブロック多量混 )
17 暗茶褐色土(炭化物 地山少量混)
18 暗茶偶色土(炭化物混、やや粘質 )
10 茶褐色土(地山プロック多量混、やや粘質 )
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SK3771
1 黒茶禍色土(地山粒・炭化粒混)
2 黒茶鵜色土(地山粒炭化粒わずかに混)
3 茶褐色■ (地 山粒・炭化粒混 )
4 黒褐色■ (地 山粒・決化粒わずかに混 )

SK3771

SK3748

SE3852

SE3852
5 茶偶色土(地山土混)
6 黒茶偶色土(炭化粒わずかに混)
7 暗黄褐缶土
8 茶褐色土(触山■わずかに混)
9 黒茶褐色土(地山土わずかに混)
10 茶褐色土(地山混)
11 黄茶網色土(地山土多量混)
12 茶褐色上(地山上わすかに混)
13 黄茶褐色土(地山上混)
14 茶色砂利土

SK3748
1 増茶褐色上(酸化鉄含)
2 黒褐0上 (炭化物 地山混・酸化鉄含)
3 黒褐色土(炭化物混、やや粘質)
4 黒褐色粘質■(酸化鉄含 )

第143図 遺構実測図 (中世前期 )
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SK3774

SK3773

SK3774

SK3774

SK3776

SK3774
1 褐色■ (炭化粒・地山粒混 )
2 茶褐色土 (炭化粒 地山ブロック混 )
3 暗茶褐色上(炭化粒 地山粒混 )
4 褐0上 (炭化粒・地山土混 )
5 黄裾色土
6 茶黒褐色土 (地 山粒わずかに混、炭化粒混 )
7 黒褐色上(煤化粒混 )
3 褐色■(地山粒 炭化粒わすかに混 )
9 赤責禍色土
10 茶褐色土(地山粒 炭化粒混 )
■ 黒褐色土(地山粒炭化粒わすかに混)
12 黒褐色土(地山粒 炭化粒わすかに混)
13 茶褐色土(地山土多量混)

第144図 遺構実測図 (中世前期 )
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SK4011
14 黒褐色土(地 山■ 炭化粒わすかに混)
15 黒褐色上(炭化粒わすかに混)

SK3773
16 褐色土 (地山土 炭化粒混 )
17 黄褐色土

SK3776
18 茶褐色土 (地 山土・周 ヒ粒混 )
19 黄茶褐色土 (地 山土多量混 )

73 20m  sK3776    SK3773
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SK3772
1 黒褐色上(地 山粒 炭化粒混)
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SK3870
1 茶褐色土
2 泰褐色祐質■
8 茶褐色土(地山少量混)

SK3528
ユ 褐色■(酸化鉄含)
2 茶縄色土(酸化鉄含)
3 黒茶褐色■(酸化鉄書)
4 黒泰褐色粘質土(摯化鉄含 )
5 黒茶褐色上(酸化鉄書、地山上プロック混 )
6 累茶褐色土(酸化鉄含、地山土混)
7 茶褐色上(茶色砂質土混)

SK4345
1 茶褐色土

第145図 遺構実測図 (中世前期 )
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SK4479

SK4322 SE4329

SK4322      SE4329
1 明茶謁色祐質■   3 茶褐色枯質土(礫混 )
2 焦茶色柏質土

SK4479
1 黒褐色格質■(砂少量混 )
2 黒褐色粘質土(小礫混)
3 慕褐色粘質土(砂混)
4 黒褐色砂質土
5 黒褐色粘質■(1よ り粘質 )

A

a'

SK4360
1 黒色粘質■ (砂礫混 ) 5 暴禍色粘質土(砂礫混)
2 茶褐色粘質上(灰責色粘質土アロック 小礫混) 6 灰黄色土アロック             o
3絡 trb疑砂礫B      7暗 線 鵠 質虫 康 齢 敗 アロック混)監

西 _西 口 西 』 冨 冨 冨 冨 冨 冨 』4 灰茶砂色枯質■(灰黄色粘質■ブロック混)   8 暗茶褐色粘質上(小礫混)

第146図 遺構実測図 (中世前期 )
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Zl199
暗茶褐色土

暗黄茶褐色土

暗責茶褐色土(2よ り明)

暗黄茶褐色土(IIL山混)

暗茶碧色土(黄褐色土霜降り)

暗黄茶褐色■(2よ り明)

X

SK4483
1 茶褐色rL質上(砂礫混)
2 晴茶褐色粘質土(刻蝶 混)
3 黒褐色枯質土

第147図 遺構実測図 (中世前期 )
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磯 被熱

SX2458
1 茶黒褐色上
2 累褐色■
3 黒褐色上
4 茶色上
5 暗茶色土
6 黒褐色土と茶色上の混土
7 黒褐色土と茶色土の混土 (6よ り茶色土多い )
8 暗茶色上 (地 山土に黒褐色土混 )
9 茶褐色上
10 茶褐色砂質土
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SX3011
1 黄掲色土(地山土縞状に混)
2 茶褐色土(地山土わすかに混)
3 黒泰掲色土
4 黄茶褐色■(地山土多量混 )
5 暗茶褐色土

第150図
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SX2972(完 掘 )

1 茶褐色砂質土(地山粒 災化物混)
2 黒褐色■(地山土多量混、酸化鉄含)
3 黒褐色土(酸化鉄含)
4 茶褐色■(地山土多量混)

1 茶褐色土(地山粒 炭化物粒混、酸化鉄含) 3 黒茶褐色■(地山粒炭化物混)
2 黒茶褐ti(地山粒炭化物粒混、酸化鉄含)4 泰召色砂利■(小礫多量混)

第151図 遺構実測図 (中世前期 )
1・2SX2972 3.SX2477
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D中 世 後 期

中世後期の遺構には,掘立柱建物・溝 。井戸・竪穴状土坑を含む土坑・道路状遺構がある。B2地

区～C3地区の約600mの範囲に,遺構が集中的に分布する。15世紀の遺構が少なく,15世紀後半～16

世紀の遺構が中心である。

1 掘立柱建物

中世後期の掘立柱建物は56棟が復元できた。建物はほとんど側柱である。B地区～C地区に分布し

ているが,B2・ B3地区の伝安楽寺跡周辺には中世後期あ建物が少なく,建物の 3分の 2以上はC

地区に集中する。A3地区には14世紀～15世紀にまたがっているものがあるが,こ こでは,明 らかに

15世紀のものを取り上げた。なお,塀・棚は近接する建物の記述の所で述べている。

A地区

126号掘立柱建物 (S B126,第 67図,図版48)

X332～ 336Y95～ 99, S D 3425の 区画域に位置する。 3間 (桁行8.10cm)× 2間 (梁行4.80cm)の

側柱建物で平面積39m2でぁる。口二柱穴は確認されず,柱が中抜けする形態である。主軸はN-10°一

Eで南北に向く。柱掘形は長軸36cm～ 48cm× 短軸32cm～ 47cm,平均43cm× 39cmの円形である。深

さは29cm～ 42cm,平均37cmである。掘形埋土は地山土混じりの茶褐色土か黒褐色上の単層が多いが,

柱痕跡は確認できなかった。イ四柱穴から15世紀の中世土師器が出土したことから,建物の時期は15

世紀であろう。建物の西。南側に「 L」字状の塀 S A08がある。南北の長さは360cm,東西の長さは402

cm(東から210cm・ 192cmの間隔)である。

127号掘立柱建物 (S B 127,第 63図,図版48。 49・ 50)

S D3425の 区画域の西側に位置する, 3間×2間の側柱建物である。桁行は南から222cm・ 210cm・

330cmで,3mを 超える柱間がある。桁行7.62m× 梁行4.80m,平面積37m2で ぁる。主軸はN―■
°
一

Eで南北に向く。柱掘形は長軸35cm～ 53cm× 短軸32cm～ 42cm,平均44cm× 39cmの円形である。深

さは平均40cmである。ロー柱穴は12cm,そ れ以外は30cm～ 56cmである。柱痕跡は確認できない。

イニ～四・ロー～四柱穴から13世紀～14世紀の中世土師器が出上した。イー柱穴は15世紀のS K3527

を切っていることから,建物の時期は15世紀である。

B地区

137号掘立柱建物 (S B137,第 152図,図版97)

Bl地区の橋本川の南際,X303～ 305Y93～ 95に位置する, 1間 ×2間の側柱建物である。桁行は

川のため 1間 (3.90m)しか確認できない。梁行は171cm'171cmで , 2間 (3.42五 )である。平面積

は13m2でぁる。主軸はN-83° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸30cm～ 40cm× 短軸26cm～ 34cm,平

均34cm× 27cmの円形である。深さは14cm～ 24cm,平均18cmである。掘形埋土は砂利混じりの茶褐

色粘質土の単層である。柱穴から遺物が出土しなかったが,その他の遺構との関係から,建物は15世

紀～16世紀であろう。

138号掘立柱建物 (S B138,第 152図 ,図版97)

S B 137の西側に位置する,1間 ×1間の側柱建物である。長軸2,70m× 短軸2.70m,平面積 7m2で

ある。南北を主軸と見れば,N-4°一Eに なる。イー柱穴の柱掘形は長軸96cm× 短軸50cmの楕円形,

深さ32cmである。ロー柱穴は38cm× 26cmの円形,深さ14cmである。口二柱穴は65cm× 50cmの楕

円形に近 く,深さ24cmである。各々柱穴には柱根が残存しており,柱芯心で柱間が270cmに なる。イ

ー柱穴は径16cm,ロ ーニ柱穴は径10cmの柱根である。ロー柱穴の柱根は砂混じりの黒茶褐色粘質土
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の上に据え付けられている。柱根は柱穴の隅によっている。ロー柱穴から16世紀の瀬戸美濃が出土し

ている。建物の時期は16世紀であろう。建物の西側・南側に,塀 S A13・ S A14がある。西側のSA
13は全長2.70m,南から90cm・ 180cmの間隔,南側の S A14は 全長8.25m,東から132cm・ 240cm・

291cm・ 162cmの間隔である。それらは建物に伴う塀と考えられる。

139号掘立柱建物 (S B 139,第 152図 )

S B 138の西側に位置する,3間 ×3間の側柱建物である。長軸5。 40m× 短軸4.80m,平面積26m2で

ある。柱穴はS K3464。 S D 3582・ S K3614で確認できないものが多い。柱掘形は長軸32cm～ 52cm×

短軸26cm～ 38cm,平均40cm× 33cmの円形である。深さは平均21cmである。口二・ハー・ニー四柱

穴の深さは 5 cm～ 16cmで浅 く,口 四。ハ三・二二柱穴のそれは34cm～ 39cmで深い。イ四柱穴には

径10cmの注根がある。ニー柱穴の柱抜き取り痕跡は径10cmの円形で,明黒褐色粘質上が入っている。

柱穴から遺物が出土しなかったが,口 四柱穴が16世紀の S D3582に切られていることから,建物の時

期は15世紀であろう。

140号掘立柱建物 (S B140,第 153図 ,図版 91)

X276～ 278Y80～ 83に位置し, 3間 × 1間の側柱建物で,桁行・梁行が東・西に少しずれる。桁行
5.40m× 梁行3.60m,平面積19m2でぁる。主軸はN-87° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸30cm～ 54cm×

短軸24cm～ 36cm,平均長軸42cm× 短軸30cmの楕円形である。深さは平均40cmである。イ・ロー柱

穴は別の柱穴と重複している。掘形埋土は黒褐色粘質上である。浅い土坑 (長軸4.50m× 短軸3.30m,

深さ30cm)が建物に伴う。遺物が出土しなかったが,建物の時期は15世紀～16世紀であろう。

143号掘立柱建物 (S B 143,第 154図,図版91)

X276～ 280Y81～ 84,S B142に位置する,3間 ×2間の側柱建物である。桁行は南から342cm・ 348
cm。 204m,梁行は東から300cm・ 162cmで ,柱間が 3mを超える。平面積は41m2でぁる。主軸はN―
4°一E,南北に向く。柱掘形は長軸38cm～ 58cm× 短軸30cm～ 44cm,平均48cm× 35cmの円形である。

深さは平均31cmである。ハニ三柱穴の深さは53cm・ 54cm,そ れ以外は■cm～ 35cmである。柱根は

ハーニ柱穴で確認できた。ハー柱穴は径10cm,ハニ柱穴は径15cmである。柱穴から遺物が出上しな

かったが,建物の時期は15世紀～16世紀であろう。

145号掘立柱建物 (S B 145,第 154図,図版91)

S B 143の北西側,X277～ 280Y81～ 83に位置する,1間× 1間の側柱建物である。桁行・梁行は6.00

mの正方形,平面積は36m2でぁる。南北を主軸とすれば,N-3° 一Eである。柱掘形は平均長軸98cm X

短軸98cmの大形円形である。ロー柱穴は90cm× 90cm,それ以外は100cm～ ■Ocm× 90cm～ 104cmで

ある。深さは平均82cmである。イー柱穴は103cm,ロ ー柱穴は63cm,そ れ以外は78cm・ 85cmである。

ロー柱穴から径18cmの柱根が出土している。イー柱穴から中世土師器・瀬戸美濃 (16世紀)・ 石臼,
ロー柱穴から中世土師器 (16世紀)。 青磁,口二柱穴から青磁 (15世紀)・ 瀬戸美濃 (16世紀)が出土

した。建物の時期は16世紀であろう。

147号掘立柱建物 (S B147,第 155図 ,図版92・ 97)

X263～ 265Y85～ 88に位置し, 3間×2間の総柱建物である。桁行は7.20mだが,北・南列の柱間

が違う。梁行も4.50mだが,東・西列の柱間は異なる。平面積32m2でぁる。主軸はN-84° 一Wで東西

を向く。柱掘形は長軸25cm～40cm X短軸23cm～ 35cm,平均33cm× 27cmの小形円形である。イ三柱

穴の 7 cm・ 口三柱穴の51cm以外,深さは15cm～ 37cm,平均26cmである。掘形埋土は黒 (茶)褐色

上で,地山上が霜降り状・ブロック状に混じる。出土遺物がないが,時期は15世紀であろう。
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148号掘立柱建物 (S B148,第 156図 ,図版92・ 98)

S B147の 南側に位置する,4間 ×1間の側柱建物である。桁行 6。 90m× 梁行2.10m,平面積14m2で

ある。主軸はN-7° 一Eで南北に向く。四隅の柱掘形は長軸80cm～ 90cm× 短軸70cm～ 82cm,平均85

cm× 77cmの大形円形である。深さは27cm～ 70cm,平均44cmである。その他の柱穴は長軸44cm～ 52

cm×短軸38cm～ 44cm,平均47cm× 41cmの小形円形である。深さは15cm～ 56cmで,平均37cmであ

る。柱穴埋土は地山上が霜降り状に混じる黒褐色上である。ロー柱穴から柱根,イ ー柱穴から珠洲,

ロー柱穴から中世土師器が出土した。建物の時期は16世紀である。

150号掘立柱建物 (S B150,第 155図 ,図版99)

B2地区の S D5105の 北側,X255～ 257Y85～ 87に位置する。 1間 (3.78m)Xl間 (3.00m)の 建

物で,平面積■m2でぁる。主軸はN-6° 一Eで南北に向く。柱掘形は長軸48cm～ 56cm× 短軸34cm～ 54

cm,平均55cm× 46cmの円形である。深さは平均41cmである。イー柱穴の深さは26cm,それ以外は

34cm～ 55cmである。ロー柱穴は暗渠で切られている。イニ柱穴から珠洲 。信楽 (16世紀)が出上し

たことから,建物の時期は16世紀であろう。      `

156号掘立柱建物 (S B156,第 157図 )

S B 6390の 南側,X239～ 241Y86～ 89に位置する,2間 ×1間の側柱建物である。桁行4.80m× 梁行

4.50m,平面積22m2でぁる。主軸はN-80° 一Wで東西に向く。柱穴は南列と西列だけで,北列と東列

は確認できない。柱掘形は平均桁行98cm× 梁行89cmの方形である。口三柱穴は80cm× 78cm,その他

は■Ocm～ 100cm× 80cm～ 100cmである。深さは平均70cmである。イー柱穴の深さは54cm,それ以

外は71cm～ 77cmである。イニ柱穴には,幅10cm(角 材か)の柱根が出土しており,その周に石を据

えている。イ三・ロー柱穴の底には石を据えられている。掘形埋土は地山上が霜降り状に混じる黒褐

色粘質上である。口三柱穴には柱痕跡がある。イー三柱穴は楕円柱穴S K6296・ S K6328に切られて

いることから,建物の時期は16世紀～17世紀初めであろう。なお,建物の西側にS K6292あ るいはS

K6282があり,それらの上坑を含んだ建物規模を想定できる。

169号掘立柱建物 (S B 169,第 156図 ,図版97)

X218～ 221Y81～ 85に位置する,2間× 1間の側柱建物である。桁行7.50m× 梁行4.80m,平面積36

m2でぁる。南北方向に少し歪む。主軸はN-88° 一Wで東西に向く。柱堀形は平均長軸42cm× 短車由39cm

の円形である。ロー柱穴の掘形は90cm× 68cmの不整円形で,深さ16cmである。その他の柱穴は34cm

～52cm× 28cm～ 45cmである。深さは13cm～ 49cm,平均26cmである。掘形埋土は黒褐色土で,黄褐

色粘質上をわずかに混じる。口二柱穴には注痕跡がある。出土遺物がないが,時期は15世紀～16世紀

であろう。

185;掘立柱建物 (S B185,第 157図 )

県道金沢・井波線の北側,X163～ 167Y81～ 84に位置する,3間 ×2間の側柱建物である。桁行7.20

m× 梁行4.80m,平面積35m2でぁる。主軸はN-10° 一Eで南北に向く。柱掘形は,平均長軸71cm× 短

軸55cmで,楕円形に近い。ロー・ハニ柱穴は66cm・ 63cm× 42cm。 49cm,そ の他は70cm～ 80cm× 42

cm～ 68cmである。深さは平均51cmである。ロー・ハニ柱穴は20cm・ 39cm,ハー・三柱穴は68cm・

71cm,その他は44cm～ 58cmである。柱穴の長軸は建物の主軸方向に向く。柱痕跡は確認できなかっ

た。ハー柱穴から石臼が出土している。 S K8921(15世紀～16世紀)は建物に伴うと考えられるから,

建物の時期は16世紀～17世紀初めであろう。

C地区
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189号掘立柱建物 (S B 189,第 158図 )

Cl地区の北東側,X144～ 147Y75～ 77に位置する,2間 ×1間の側柱建物である。桁行5.52m× 梁
行3.72m,平面積21m2でぁる。主軸はN-9°一Eで南北に向く。イニ柱穴は長軸65cm× 短軸58cmの 円

形,そ の他は長軸93cm～■8cm× 短軸80cm～ 100cmの不整円形である。四隅の柱穴は大きい。ロニ柱

穴は規模不明である。平均長軸97cm× 短軸83cmである。イニ・ローニ柱穴の深さは38cm～ 47cm,そ

の他は64cm～ 73cmである。深さの平均は56cmである。ロー柱穴から柱根・頼戸美濃 (16世紀)が出
土した。柱根は直径21cm,長 さ60cmである。建物の時期は16世紀～17世紀初めと考える。なお,建
物の西側に,大形柱穴が3.30mの間隔で 2基並んでいる (S A15)。 S K9205(長軸169cm× 短軸150

で深さ55cm)と S K9208(長軸190cm× 短軸144cmで深さ60cm)である。内に,径35cm前後の大形

柱根が残存しており,その根元に狭 りが入っている (図版97)。 建物・F弓などの一部と考えられる。ま

た,建物の 6m東 にL字状の棚 S A16がある。東西方向は全長6,78m(南から210cm・ 180cm。 288cm
の間隔),南北方向は全長6.48m(東から180cm。 150cm。 150cm。 168cmの間隔)である (図面28)。

191号掘立柱建物 (S B191)

X147～ 150Y61～ 65に位置する,2間 ×2間の側柱建物である。長軸6.60m× 短軸4.80m,平面積32
m2でぁる。主軸はN-71° 一Wで東西に向く。ハ四柱穴は長軸83cm× 短軸68cmの長円形,深さ47cmで

ある。その他は,長軸49cm～ 70cm X短軸37cm～ 59cmの円形,深さ53cm～ 60cmである。平均は60cm×

51cm,深さ56cmである。出土遺物はないが,建物の配置から,時期は16世紀～17世紀初である。
195号掘立柱建物 (S B195,第 158図 )

X130～ 133Y76～ 78,S K9850に とヽかる,2間 ×1間の側桂建物である。桁行4.92m× 梁行3.00mで ,

平面積15m2でぁる。北側の梁行の柱間は,東から240cm・ 270cm,南側は309cm。 270cmである。建物
の平面形が台形になる。主軸はN-12°一Eで南北に向く。イニ柱穴の掘形は長軸■Ocm× 短軸58cmの

楕円形,その他は長軸46cm～ 64cm× 短軸36cm～ 52cmである。イ三柱穴は円形に近 く,その他は楕円

形に近い。柱掘形の平均は67cm× 43cmである。深さは平均は50cmである。口三柱穴が71cm,そ れ

以外は40cm～ 55cmである。イニ柱穴には注痕跡の周辺に黒褐色粘質土 (地山土が霜降り状に混じる)

が混じる。出土遺物がないが, S K9850(17世紀前半)の下から柱穴が確認できたため,建物の時期
は16世紀後半～17世紀初めであろう。

196号掘立柱建物 (S B 196)

X125～ 130Y71～ 75に位置する,2間 ×2間の側柱建物である。桁行8.10m× 梁行6.00m,平面積49
m2でぁる。各々の柱間は3.00mを超えている。主軸はN-14°一Eで南北に向く。ハ三注穴の掘形は長

軸70cm× 短軸60cmの円形,口三柱穴は長軸48cm× 短軸30cmの小形隅丸方形,それ以外は70cm～ 96

cm× 46cm～ 70cmの隅九方形である。イ三柱穴は確認できなかったが,口三柱穴以外の柱穴は建物の

主軸方向に並行する。平均73cm× 55cmである。深さは,イ ー柱穴の50cm,口 三柱穴の10cm,そ れ以

外の24cm× 31cmである。口三柱穴は小形隅丸方形で浅いため,床持ち柱であろう。イニ柱穴の堀形
埋土は地山上が霜降り状に混ざる茶褐色粘質上であり,柱痕跡 (12c� の隅丸方形か)が確認できた。

イ三柱穴とS K9787(16世紀)と の切 り合い関係は不明だが, S D 9775な どの遺構配置から,建物の

時期は16世紀～17世紀初めであろう。

202号掘立柱建物 (S B202,図 面30)

S D9305の東側,X104～ 107Y61～ 65に位置する,3間 ×2間の総柱建物である。桁行6.69m× 梁行
5.58m,平面積37m2でぁる。東桁行の柱間は南から252cm・ 204cm・ 213cm,西桁行は,210cm。 219
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cm。 240cmであり,柱間は東・西で違 う。主軸はN-16° 一Eで南北に向 く。柱掘形は長軸24cm～ 43

cm× 短軸20cm～ 39cm,平均33cm× 29cmの円形である。深さは平均31cmである。イニ・ハー柱穴は

12cm。 15cm,それ以外は25cm～ 49cmである。柱痕跡は確認できなく,遺物は柱穴から出土しなかっ

た。 S D9305の 方向とずれることや総柱構造から,建物の時期は15世紀であろうか。

203号掘立柱建物 (S B203,図 面30)

S B202の東側に位置する,2間 ×2間の側柱建物である。桁行6.66m X梁行4.50m,平面積30m2で

ある。北桁行の柱間は東から312cm。 354cm,南桁行は270cm・ 396cmである。柱間は東西で違い, 3

mを超える。主軸はN-75° 一Wで東西に向く。柱掘形は長軸25cm～ 55cm× 短軸22cm～ 36cm,平均37

cm× 29cmである。ロー柱穴は不整楕円形に近いが,その他は隅丸長方形である。深さは18cm～ 41cm,

平均30cmである。柱痕跡は確認できなく,柱穴から遺物は出土しなかった。S D9305な どの配置から,

建物の時期は15世紀後半～16世紀と考える。

204号掘立柱建物 (S B204,第 159図 )

S D 9805の 東側で,S D 10132の 北側に位置する,2間 ×1間の側柱建物である。桁行6.30m× 梁行

4.26m,平面積27m2でぁる。主軸はN-17° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長軸68cm× 短軸54cmで

ある。イニ。ロニ柱穴は100cm・ 84cm× 73cm・ 75cmと大きく,その他は48cm～ 73cm× 44cm～ 48cm

である。平面形は少し偏平な円形である。イ三・口三柱穴の深さは60cm・ 59cm,そ の他は33cm～ 45

cmである。深さの平均は46cmである。柱痕跡は確認できなかった。柱穴から遺物は出土しなかった

が,溝 との関係から建物の時期は15世紀後半～16世紀であろう。

206号掘立柱建物 (S B206,第 160図 )

S D9301で囲まれた区域,X106～ ■lY51～ 55に位置する,1間 × 1間の側柱建物である。長軸4.38

m× 短軸2.88m,平面積13m2でぁる。主軸はN-10° 一Eで南北に向く。柱掘形は長軸82cm～■2cm×

短軸60cmt90cm,平均95cm× 79cmの大形円形である。深さは38cm～ 62cm,平均53cmである。柱

痕跡は確認できなく,柱穴から遺物は出土しなかった。 S D 9301と の位置関係から,建物の時期は16

世紀～17世紀初めであろう。

207号掘立柱建物 (S B207,第 160図 )

S D 9301で 囲まれた区域,X120～ 121Y44～ 46に位置する,1間 ×1間の側柱建物である。長軸2.16

m×短軸2.10m,平面積 5m2でぁる。主軸はN-84° 一Wで東西に向く。ロー柱穴の掘形は長軸100cm×

短軸70cm,その他は長軸64cm～ 78cm× 短軸53cm～ 59cmである。平均79cm× 44cmの楕円形である。

深さは40cm～ 55cm,平均47cmである。口二柱穴の掘形埋土は地山土を多く混じる茶褐色粘質上であ

る。イニ柱穴から珠洲が出土した。口二柱穴はS D9391(16世紀後半)に切られ, S D 9310(16世 紀

前半)を切っていることから,建物の時期は16世紀中頃であろう。

208号掘立柱建物 (S B208,第 160図 )

S B207の 南側に位置する,1間 ×1間の側柱建物である。長軸3.00m× 短軸1.68m,平面積 5m2で

ある。主軸はN-11° 一Eで南北に向く。柱掘形は長軸52cm～ 72cm× 短軸45cm～ 57cm,平均59cm×

53cmの円形である。深さは,24cmの ロー柱穴以外が40cm～ 55cmで,平均43cmである。口二柱穴の

埋土は黒褐色粘質土・灰白色砂質土と黒褐色粘質土との混上である。イニ柱穴はS D 9313と接してい

る。柱痕跡は確認できなかった。出土遺物がないが, S D 9343と の配置関係や柱穴の規模が大きいこ

とから,建物の時期は16世紀後半～17世紀初と考える。

210号掘立柱建物 (S B210,第 160図 )
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S D9301の 区画域の南側に位置する,3間 ×2間の側柱建物である。桁行6.90m× 梁行3.78m,平面

積26m2でぁる。桁行の柱間は南から300cm・ 192cm。 198cmと 不規則である。柱間300cmの広い所は

土間状になるのかもしれない。主軸はN-10° 一Eで南北に向く。柱掘形は長軸34cm～ 55cm× 短軸25

cm～ 46cm,平均42cm× 35cmの円形である。深さは,ハ四柱穴の48cm,イ 四柱穴の73cm,その他の

22cm～ 60cmである。深さの平均は39cmである。掘形埋土は茶 (黒)褐色上の単層である。柱痕跡は

確認できなかった。二柱列はS D9318よ り古いと考えられることから,建物の時期は15世紀後半～16

世紀初めであろう。

211号掘立柱建物 (S B211,第 160・ 161図 )

S D9301の 内側を巡るS D9318の 区画域の南側に位置する,2間 ×2間の側柱建物である。桁行5。 40

m×梁行3.84m,平面積21m2でぁる。主軸はN-83°一Wで東西に向く。建物にはS K93■を伴う。柱

掘形は長軸33cm～ 53cm× 短軸28cm～ 33cm,平均42cm× 31cmである。ロー・ハー柱穴は長方形,そ

の他は円形である。深さは,イ ー・ハニ柱穴が16cm。 12cm,イ 三柱穴が58cm,そ の他が23cm～ 36cm

である。深さの平均は34cmである。掘形埋土は茶 (黒 )褐色上の単層である。柱痕跡は確認できない。

遺物が出上しなかったが, S D 9318と の関係から,建物の時期は16世紀後半であろう。

212号掘立柱建物 (S B212,第 161図 ,図版98)

S D9301と S D9330と の区画域に位置する,3間 ×2間の側柱建物である。桁行6.96m× 梁行4.50m,

平面積31m2でぁる。主軸はN-12° 一Eで南北 Fに向く。柱掘形は平均48cm× 41cmである。イー柱穴

が長軸74cm× 短軸50cmの不整形,その他が長軸32cm～ 54cm× 短軸32cm～ 46cmの円形である。深さ

は平均は37cmである。イー柱穴が15cm,ハー柱穴が68cm,その他が25cm～ 44cmである。柱穴から

柱根が出上している。イ三柱穴の柱根は,径14cmでえぐりが入っており,その根元には石が据えてあ

る。ハー柱穴には径20cm。 長さ70cmの柱根が検出し,掘形埋土は黒褐色上の単層である。ハニ柱穴

から,茶褐色粘質上の埋上に柱根と考えられる木片が出上している。柱穴から土器が出上しなかった

が,溝との関係から,建物の時期は16世紀～17世紀初めであろう。

213号掘立柱建物 (S B213)

S B212の 北側,X109～ ■lY52～ 54に位置する,2間 ×1間の側柱建物である。桁行4.20m× 梁行
2.88m,平面積12m2でぁる。北桁行の柱間は東から183cm・ 237cmで,南桁行のそれは252cm・ 237cm

で,各々の柱間が相違する。建物が梁行方向に歪む。主軸はN-81° 一Wで東西に向く。柱掘形は平均

長軸44cm× 短軸38cmである。イニ柱穴は26cm・ 30cm× 24cm。 28cmと小さく,イ ー柱穴は74cm×

43cmと大きく,その他は36cm～ 56cm× 34cm～ 50cmである。深さは,イ ニ・口二柱穴が19cm・ 20cm

と浅く,その他が40cm～ 50cmである。深さの平均は36cmである。掘形埋上には地山上が混じる黒 (茶 )

褐色粘質上の単層が多い。柱痕跡は確認できなかった。柱穴から遺物が出上しなかったが,溝 との配

置関係から,建物の時期は15世紀後半～16世紀であろう。

214号掘立柱建物 (S B214,第 161図 )

S B212の 南側に位置する,2間 Xl間の側柱建物である。桁行4.20m× 梁行2,79m,平面積12m2で

ある。主軸はN-72° 一Wで東西に向く。イーニ柱穴はS K10107の ため確認できないが,その他の柱穴

掘形は平均長軸37cm× 短軸26cmである。口二柱穴は60cm× 28cmの楕円形,その他は28cm～ 30cm X

22cm～ 28cmの円形である。深さは,イ 三柱穴が24cm,その他が45cm～ 50cmである。深さの平均は

40cmである。柱痕跡は確認できなかった。柱穴から遺物が出土しなかったが,建物の配置から,建物

の時期は15世紀後半～16世紀であろう。
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215号掘立柱建物 (S B215)

S D 10101の 北側,X104・ 105Y50～ 53に位置する,2間 ×1間の側柱建物である。桁行4.29m× 梁行

3.54m,平面積15m2でぁる。梁行の柱間は3mを超える。主軸はN-84° 一Wで東西に向く。柱掘形は

長軸30cm～ 56cm× 短軸22cm～ 37cm,平均41cm× 31cmである。イ三柱穴は楕円形,その他は円形で

ある。深さは平均43cmである。柱痕跡は確認できなかった。 S K10105(16世紀後半～17世紀初)は

建物に伴う。遺物は出上しなかったが,溝 との関係から,建物の時期は16世紀後半であろう。

216号掘立柱建物 (S B216,第 162図 )

S D 10101の 東側,X98～ 95Y65～ 68に位置する,2間×1間の側柱建物である。桁行5。 10m× 梁行

3.48m,平面積18m2でぁる。柱掘形は平均52cm× 44cmである。口三柱穴が長軸86cm× 短軸62cmの

長方形,その他が長軸39cm～ 48cm X短軸37cm～ 42cmの円形である。深さは26cm～ 41cm,平均31cm

である。イニ柱穴は近現代の暗渠によって切られている。 S D 10213・ S D 10215と の関係から,建物

の時期は16世紀であろう。なお,建物の北側には,棚 S A17がある。東から330cm。 270cm・ 288cmの

間隔で,会長8.88mである。

217号掘立柱建物 (S B217,第 162図 )

S B216の 南側に位置する,1間 ×1間の側柱建物である。長軸4。 35m X短軸3.78m,平面積16m2で

ある。南北方向を主軸とすれば,N-16°一Eで南北に向く。口二柱穴は確認できない。柱掘形は長軸

53cm～ 65cm× 短軸46cm～ 58cm,平均59cm× 53cmの大きい円形である。深さは18cm～ 19cm,平均

18cmである。掘形埋土は黒 (茶)褐色土の単層である。イニ・口二柱穴には径14cm～ 16cmの柱根が

ある。柱穴から遺物は出上しなかったが,建物の時期は16世紀であろう。なお,建物の西側と南側に

概 S A17・ 18がある。 S A18は全長 6mで ,東から300cm・ 300cmの間隔である。 S A19は 「 L」 字

状になっており,南北方向は全長10.50m(南から240cm・ 240cm。 240cm・ 330cmの間隔),東西方向

は全長 6m(東 から276cm,324cm)の 間隔である。

220号掘立柱建物 (S B220,第 163図 ,図版96・ 98)

C3地区の中央部,X25～ 30Y40～ 43,S D 10437に接するように位置する,2間 ×1間の側柱建物

である。東桁行の柱間は南から540cm。 390cm,西桁行のそれは456cm・ 312cmで,東西の長さが違う。

梁行は492cmである。平面積は42m2でぁる。主軸はN-20°一Eで南北に向く。柱掘形は長軸79cm～ 96

cm×短軸70cm～ 88cm,平均89cm× 75cmの大形円形である。深さは,イ ー柱穴が28cm,イ ニ柱穴が

74cm,そ の他が45cm～ 49cmである。深さの平均は48cmである。掘形埋土は地山土が霜降り状に混

じる黒褐色粘質上である。ロー柱穴から径20cm・ 長さ50cmの柱根,イ ー柱穴から越前が出土した。

建物の時期は16世紀～17世紀初めであろう。

221号掘立柱建物 (S B221,第 163図,図版98)

S B220の 南側に位置する,4間×3間の側柱建物である。桁行7.05m× 梁行6.72m,平面積47m2で

ある。柱掘形は長軸30cm～ 60cm× 短軸26cm～ 44cm,平均43cm× 33cmである。イーー四柱穴は,少

し小さい円形,二二二五柱穴は楕円形に近い。深さは,イ ーニ・ニー柱穴が18cm～ 23cm,二五柱穴が

62cm,その他が29cm～ 45cmである。深さの平均は36cmである。ハー柱穴から径10cmの柱根,イ ニ

三四・イー柱穴から柱痕跡が確認できた。二・四柱列には棟持柱がある。柱穴から遺物が出土しなか

ったが,建物の時期は16世紀～17世紀初めであろう。

222号掘立柱建物 (S B222,図版98)

S B220。 S B221の 西側に位置する, 2間 ×1間の側柱建物である。桁行5.22m× 梁行3.69m,平面
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積19m2でぁる。主軸はN-25° 一Eで,大 きく東西に振れる。ローニ柱穴は近現代の暗渠で切 られてい

る。柱掘形は長軸44cm～ 58cm× 短軸36cm～ 48cm,平均50cm× 41cmの円形である。深さは38cm～ 52

cm,平均47cmである。柱痕跡は確認できなかった。柱穴から遺物は出土しなかったが,建物配置か

ら,建物は16世紀～17世紀初めであろう。

223号掘立柱建物 (S B223,第 163図 ,図版96)

S B222の 南側に位置する, 3間 Xl間の側柱建物である。東桁行の柱間は南から219cm・ 225cm,

西桁行のそれは231cm。 225cmで,東 。西の長さが違う。梁行は2.94mで,平面積は18m2でぁる。主

軸はN-24° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長軸40cm× 短軸32cmである。イ三・口三柱穴は64cm。

50cm× 44cm・ 38cmの隅丸長方形,その他は19cm～ 45cm× 19cm～ 30cmの円形である。深さは,イ

ー四・ローニ四柱穴は20cm～ 39cm,そ の他は57cm～ 67cmである。イニ柱穴から径10cmの柱根,イ

三 。口三四柱穴から注痕跡が確認できる。掘形埋土は地山土を多く混じる黒褐色粘質土である。柱穴

から遺物が出上しなかったが,建物の時期はS B222と の関連から16世紀～17世紀初めであろう。

224号掘立柱建物 (S B224,第 164図,図版96・ 98)

X22～ 25Y35～ 37に位置する,4間 ×2間の側柱建物である。桁行10.20m,梁行4.80mで,平面積

49m2でぁる。主軸はN-20° 一Eで,大 きく東に振れる。柱掘形は平均長軸61cm× 短軸54cm,深 さ55

cmである。口五柱穴は■2cm× 106cmの円形であるが,形状が少し大きくなっている。その他の柱穴

は46cm～ 70cm× 40cm～ 66cmである。イ四五柱穴は隅丸方形で,その他は円形である。イ四。口二四

柱穴から径14cm～ 20cmの柱根が出土した。各柱根の底面は15cm程の高低差がある。イ五柱穴から柱

痕跡が出土した。堀形埋土は地山上が混じる黒褐色粘質土である。口五柱穴の中世土師器が出土した。

建物の時期は16世紀～17世紀初めであろう。

225号掘立柱建物 (S B225,第 164図 ,図版96。 98)

S B224の 南側に位置する, 3間 ×2間の側柱建物である。東桁行の柱間は南から156cm・ 204cm。

348cm,西桁行のそれは156cm・ 204cm・ 282cmで,東・西の長さが違う。梁行は6.06mで,平面積41

m2でぁる。主軸はN-20° 一Eで S B224と 同じ方位である。柱掘形は平均長軸34cm× 短軸28cmの 円

形である。イニ柱穴は20cm× 18cm,そ の他は34cm～ 42cm× 26cm～ 32cmである。深さは平均45cmで

ある。イニ柱穴は19cm,ハニ三柱穴は80cm・ 60cm,そ の他は33cm～ 47cmである。イーニ・ロー・

ハー～三柱穴から径約10cmの柱根が出土した。柱根の底の高さは一定でなく,60cmの高低差がある。

イ四柱穴から柱痕跡が確認できた。掘形埋土は地山土混じりの黒色粘質上が多い。柱穴から遺物が出

上しなかったが,周辺の遺構から,建物の時期は16世紀～17世紀初めであろう。

226号掘立柱建物 (S B226,第 164図 )

S B224・ S B225の 西側に位置する, 2間 ×2間の側柱建物である。桁行5.58m× 梁行3.60m,平面

積20m2でぁる。ロー柱穴が確認されなかったので,建物カミ南側の未調査区に延びる可能性がある。主

軸はN-16° 一Eで南北に向く。柱掘形は平均長軸38cm× 短軸34cmの円形である。口三・ハニ柱穴は

24cm・ 30cm× 24cmと小さく,その他は40cm～ 52cm× 38cm～ 44cmである。深さは平均43cmである。

ハニ三柱穴は26cm・ 31cm,そ の他は40cm～ 59cmである。掘形埋土は黒褐色粘質土が多く,柱痕跡は

確認できない。出土遺物がないが,周辺の遺構から,建物の時期は16世紀～17世紀初めであろう。

(宮田進― )
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2溝

中世後期の溝は主にB地区とC地区から検出している。A地区で検出したものは3条のみである。

この時期になると,B地区の南。C地区で幅が2m以上の大規模な区画溝が掘削されるようになる。
方形区画を意識したものが多く,幅の細い溝でもその傾向が強い。

A地区

3005号溝 (S D 3005,第 80図,図版58)

A3地区の北中央～北東端,X354～ 358Y91～ 109に位置し,S D 2203と並行して,南東から北西に

走る。幅120cm(推定)～ 200cm(推定)で,深さ5 cm～ 30cmである。溝底の高低差は南・北でわ

ずかにあり,水流は緩やかに北へ向かう。溝底は凸凹している。 S D 2203と の間には溝がもう1～ 2

条入るが,こ れらはS D 2203よ り新しくなる。覆土は灰褐色粘質上で,所々に小石が混じる。遺物に

は土師器・須恵器,中世土師器・入尾・珠洲・越前・瀬戸美濃・白磁・青磁・青花がある。時期は15

世紀～16世紀である。なお, S D 2203と の間の溝は,近世の遺物 (越中瀬戸・唐津・伊万里等)が混

じることから, S D2207に接続するのであろう。

3006号溝 (S D 3006,第 80図 )

S D3005に並行する南北溝で, S D 3005の 南側の溝に切られ,西側に接しているS D 3007を切る。

幅40cm～ 64cm,深さ15cm～ 20cmである。溝底の高低差は,東・西でほとんどない。覆土は茶褐色土

である。遺物には中世土師器・珠洲があり,時期は14世紀～15世紀である。

3007号溝 (S D3007,第 80図,図版58)

X353～ 357Y101～ 109に位置し,S D 3006を 切る南北溝で,幅100cm～ 130cm(推定),深さ15cm～ 30

cmである。 S D 3006と 同様に,溝底の高低差はほとんどない。覆土は茶色土・茶褐色上である。遺物

には中世土師器 。珠洲があり,時期は14世紀～15世紀である。

3770号溝 (S D3770,第 165図 ,図版101)

S D3425の 北側,X340～ 344Y96～ 106に位置する。幅242cm～ 316cm,深さ20cm～ 24cmの東西溝

で,水流は西に向く。西の方では,溝肩が確認できなくなる。覆土は茶褐色土 (上層)・黒褐色土 (下

層)で,東に行 くほど黒褐色土が確認できなくなる。遺物には須恵器,中世土師器・珠洲・越前・瀬

戸・青磁がある。時期は15世紀である。

B地区

3404号溝 (S D3404,第 167図 )

X3■～316Y83～ 86に位置し,幅130cm～ 180cm,深さ10cm～ 15cmの 南北溝である。水流は北向き

で, S D 3407に 続 く。X317・ 318Y84・ 85付近で,小石混じりの暗渠に切られる。底は平坦である。覆

土は茶褐色上で,砂利土が混じる。遺物には中世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃・白磁 。青磁・青花

がある。時期は15世紀～16世紀である。

3407号溝 (S D 3407,第 166・ 167図 ,図版101)

A3地区の南端からBl地区に延びる溝である。X313～ 318Y80～ 101で東西方向に延びる溝 (東溝)
は,幅180cm～ 210cm,深さ30cm～ 40cmで,水流は西向きである。その溝はX315・ 316Y100。 101で南

北に折れる。北側へ延びる溝は幅180cm,深さ30cmで,す ぐに近世の S D3401に切られる。南側へ延

びる溝は,幅260cm～ 310cm,深さ30cm～ 35cm,北向きの水流で,東西方向に延びるS D4602につな

がると考える。また,前述した北溝は,X318Y84付近で,南北方向に走るS D3401に続くと考える。

そうすると,溝は「口」状になる。しかし,南の S D 3404以外の 3方向の溝は浅 く,一倅のものと考
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えるにはやや不自然である。覆土は茶褐色砂利土 (上層),暗灰色粘質土 (下層)である。遺物には中

世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃・白磁・青磁,石臼,木製品などがある。 X303・ 304Y98・ 98付近で

は鉄製鋤先,横杵が出土している。時期は15世紀～16世紀である。

4602号溝 。4603号溝 (S D 4602・ S D4603,第 168図 ,図版102)

X299～ 296Y104～ 79付近で,東西方向に走る溝である。S D 4603は 中央やや東寄 りから以西で,S

D3401の北側に確認され,部分的にS D 4602と合流しながら並走する。 S D4602は S D3407に続く可

能性が高いもので,南側の肩からS D4603北側の肩までは幅500cm～ 850cm,深さはS D 4602が 40cm

～70cm, S D4603は 20cmを 測る。断面形は南側に段がある台形で,底面はほぼ平坦である。覆土は

黒褐色。灰褐色粘質土を主体とし,ほ とんどの層に炭化物が混じる。S D 4602に は S D 4604・ S D 4605。

S D4606が南から直交するように,ま たS D4607が南西方向から, S D4608が南から斜交するように

合流している。検出部分の東端は,西流から北流へ方向を変えるS D3401に狭られている。遺物は縄

文土器,土師器・須恵器,中世土師器・珠洲・越前・瀬戸・志野・白磁・青磁・青花,漆器椀・山物・

加工板・加工木,石臼・切石が出土し,時期は15世紀～16世紀と考えられる。

4605号溝 (S D4605,第 169図 )

X272～ 295Y93で検出した南北方向の溝で,調査区がB地区とBl地区にまたがっている。幅は245

cm～ 300cm,肩の立ち上がりは東側が緩やかで深さは28cm～ 40cmである。覆土は 2種類見られ,西

側に黒褐色粘質土,東側にはその上面にしまった暗茶褐色粘質土,黒掲色砂礫土がレンズ状に堆積す

る。覆土や遺物から中世後期と近世の 2時期の流れが推定される。中世後期の流れはX272Y93付近で

終わっていたものと考えるが,近世の流れは南の延長線上のB2地区の近世の溝 S D 5002に 続いてい

たと考える。東側の暗茶褐色上が南のセクションでは見られなくなるのは,こ の溝の東側と西側の標

高差が南に行 くに従って大きくなっており,段差で遺構確認が遅れたためであろう。遺物には縄文土

器,須恵器,中世土師器・八尾・珠洲・越前・瀬戸・瀬戸美濃・白磁 。青磁・青花,越中瀬戸・唐津・

伊万里がある。時期は15世紀～16世紀と17世紀前半である。

4666号溝 (S D 4606,第 169図 )

東西方向からX281Y91で,北に直角に曲がる溝である。S D 4605と 同様,調査区がB地区とBl地

区にまたがる。北に曲がると東側の S D 4605に ほぼ平行して北流し,S D 4607に 切られる。幅は57cm

～300cm,東西方向の部分が幅も広 く,漆器椀片などの木製品の出土が見られた。壁の立ち上がりは緩

やかで,深さも16cm～ 20cmと浅い。覆土は黒掲色粘質上の単層である。遺物には縄文土器,須恵器,

中世土師器・珠洲・越前・瀬戸・瀬戸美濃 。白磁 。青磁 。青花,漆器,石臼がある。時期は15。 16世

紀である。

4607号溝 (S D 4607,第 168図 )

X295～ 296Y91～ 93付近で,東北東から西南西の方向に走る溝である。幅は130cm～ 150cm,検出面

からの深さは12cm～ 14cmと 浅いが,試掘調査の際上層が削平されているため,本来はもう少し深か

ったものと考えられる。覆土は上層から黒褐色土,中層が黄青緑色砂層と黒褐色粘質上の互層,下層

が灰黒褐色粘質上の 3層に分かれる。遺物には須恵器,中世土師器・珠洲・越前 。瀬戸・青磁 。青花,

越中瀬戸・唐津・伊万里,漆器椀・漆器の柄・下駄,金属製品があり,時期は15世紀～16世紀で,近

世の遺物は S D 3401か らの混入と考えられる。

4608号溝 (S D4608,第 168図 )

X289～ 296Y89～ 85付近で,北西方向に流れる溝。S D 4602の 南側肩から約 5m離 れた辺りから二
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股に分岐し,斜めに合流する。幅は80cm～ 150cm,深さ15cm～ 30cmを 測り,分岐地′ミが最も深 く,

その先は浅 く,広がりながら合流している。ただし東側の支流については,東側肩がはっきり確認で

きなかったため,規模については不明である。覆土は黒褐色土を主体とし,底部にはガヽ石が堆積して

いる。遺物は縄文土器,須恵器,中世土師器・珠洲,唐津,加工板が出土し,唐津は別遺構からの混

入と考えられる。遺構の時期は14世紀～15世紀のものである。

4802号溝 (S D 4802,第 169図 )

調査区西側のX271C検出した東西方向の溝である。東端は土坑状の落ち込みに切られる。幅は約130

cm,南側の S K4801に は切 り合いで勝つ。深さは約13cmと 浅 く,床面は平坦ではない。覆土は主に

暗褐色粘質上が堆積する。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸美濃・白磁がある。時期は14世紀～16世

紀である。

4805号溝 (S D4805,第 169図 )

X274～ 275Y77～ 87で検出した東西方向の溝で, S D4802と 平行する。幅約50cm,深さ約10cmで

覆土は黒褐色粘質土の単層である。数基の柱穴,土坑と切り合うが,すべての切 り合いで負けている。

遺物には中世土師器 。珠沙H・ 越前 。瀬戸がある。時期は15世紀である。

5001号溝 (S D 5001,第 170図 )

南北に弧を描 く細い溝である。北端はS K5051に ,南端はS D 6095に 切られる。 S D 6095と 交差す

る所に S D6095側 に板状の木製品が渡してあり,同時に機能していた可能性がある。検出した全長は

■m,中央で切 り合うS K5022よ りは新しい。幅は58cm～ 80cm,深さは15cm～ 21cmである。覆土は

黒褐色粘質土, または暗褐色粘質土である。遺物は縄文土器,須恵器,中世土師器・越前・瀬戸・瀬

戸美濃,越中瀬戸,漆器がある。

5003号溝 (S D 5003,第 171図 )

東壁からS B 6390ま での部分的検出をした東西方向の溝である。幅は壁際で350cm,深 さ52cmであ

る。断面形は逆台形状であるが,底面は中央が浅 くくぼむ。覆土は上から暗褐色粘質土,黒褐色粘質

土,暗褐色粘質土,黒褐色粘質上の順に堆積する。全体に砂礫が混じり,上面から2番目の層には焼

土が混じる。遺物には中世土師器・珠洲があり,時期は15世紀である。

5014号溝 (S D 5014,第 170図 )

S B 6390の 東で検出した東西方向の溝である。位置的に S D 6095の 続きと考えられるが,幅の広さ

と断面形の違いから,S D5014bが その続きと考える。S D 5014の 幅は東壁で230cm,深 さ45cmであ

る。S D5014bは幅100cm,深 さはS D5014の 底から22cmである。覆土はともに暗黒灰色粘質上が主

体である。遺物はS D 5014か らは中世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃, S B 5014 bか らは中世土師器・

珠洲 。越前が出上している。時期はともに15。 16世紀である。

5018号溝 (S D 5018,第 170図 )

S D5001の東で検出した蛇行する溝である。北端はS K5051に 南端はS B 6390に切られる。他の東

西方向の溝とは S D 5026・ S D 5029。 S D 5014に は切 り合いで勝っており,他の切 り合う土坑・井戸

よりも新しい。検出した全長は20m,断面形はほぼ逆台形状,幅は75cm～ 140cmで深さは16cm～ 35cm

である。覆土は砂礫の混じる暗褐色粘質土が主体で,中には自然木が多く混じり,特にX252Y97付近

で顕著である。遺物には須恵器,中世土師器・珠洲 。越前・瀬戸がある。他には付け札の形態をした

木簡が 2枚出上しており, 1枚は墨痕が確認できる。時期は15世紀である。

5024号溝 (S D5024,第 170図 )
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S D 5001の 西で検出した南北方向の浅い溝状の落ち込みである。 S D5001・ S D5002・ S K5023に

切 り合いで負ける。検出した全長は8mで ,幅■5cm～ 210cm,深さ5 cm～ 8 cmである。覆土は暗

褐色粘質土の単層である。遺物には中世土師器・珠洲・白磁 。青磁がある。時期は13世紀～15世紀の

ものである。

5026号溝 (S D5026,第 170図 )

S D5014の 北に位置する東西方向の溝である。東は調査区外へ延びる。 S D 5018。 S K5115に切 り

合いで負ける。幅は75cm～ 90cm,深さは34cm～ 37cmである。覆土は砂礫の混じる暗灰褐色粘質土で,

東壁面では黒褐色粘質土が混じる黄灰色粘質上である。遺物には中世土師器・白磁・青磁がある。時

期は15世紀である。

5052号溝 (S D 5052,第 170図 )

X261～ 263Y94で検出した全長 4mの浅い南北方向の溝である。幅30cm～幅72cm,深さ4 cmで

ある。覆土は小砂礫の混じる暗茶掲色上で,砂礫の割合は50%以上である。遺物には越前がある。

5056号溝 (S D5056,第 170図 )

X260～ 262Y98で検出した南北方向の溝である。北端はS D5058と 切 り合って,落ち込み状の遺構

にぶつかるが,切 り合いは不明である。幅は30cm～ 72cm,深さは 3 cm～ 7 cmと浅い。覆土は砂粒

混じりの黒灰色上である。X255の回場整備による段からS D 5312の 東は,遺構検出面の地山が暗灰褐

色粘質上で,全体にわたって遺構の覆土と識別が難解となっており,色の微妙な明暗,砂粒の混じり

方で判断した。遺物には中世土師器がある。

5058号溝 (S D 5058,第 170図 )

調査区東からカーブして S D 5056と 切り合う溝である。幅は70cm～ 120cm,深さは20cm～ 27cmで

ある。覆土は 3層に分かれ,上層が黒灰色粘質土,中層が暗茶灰色粘質土,下層が炭化物が帯状に混

じる暗茶灰色粘質土が堆積する。遺物には中世土師器がある。

5059号溝 (S D 5059,第 170図 )

東西方向の溝で西端はS D 5312に ぶつかる。S K5071に は切り合いで勝っている。幅は35cm～ 90cm,

深さは 9 cm～ 12cmである。覆土は上層が砂粒の混じる暗茶褐色土,下層が黒灰色粘質土・炭化物が

混じる暗茶灰色粘質上である。遺物は16世紀の中世土師器と上面から石臼が出土している。

5201号溝 (S D5201,第 171図 )

S D 5002の 西で検出した南北方向の溝である。南端は暗渠に切られ,幅広 くなり西に屈曲して終わ

る。北端は隣のB地区に延びるが,B地区では検出されず,境の攪乱部分で終わったものと推測する。

他の遺構との切 り合いは,交差するS D 5374・ S K5845に は勝つが, S K5244・ S K5245。 S K5837

には負ける。幅は90cm～ 120cmで あるが,南では550cmと なる。断面形は逆台形で底は平坦,深さは

17cm～ 20cmである。覆土は黒褐色上で,下層には黄褐色土粒が混じる。遺物には土師器,中世土師

器・越前・瀬戸美濃 。青花がある。時期は16世紀である。

5250号溝 (S D 5250,第 171図 )

S D5201の東で検出した,北西南東方向の全長 3mの 溝である。幅25cm～ 46cm,深 さ15cmである。

断面形は長方形で,覆土は黒色上である。覆土中から珠洲が出上している。

53■号溝 (S D5311,第 170図 )

S K5051の東の南北方向の溝である。検出した全長は19mで南端はS D 5018に切られ,S D5065・

S K5261・ S K5324な どに切られる。断面形は逆台形で,幅は20cm～ 50cm,深 さは12cm～ 19cmであ

〃密



る。覆土は黒褐色土である。遺物の出土はないが,切 り合い関係から当時期と判断した。

5312号溝 (S D 5312,第 170図 )

S D 5311の 東で検出した南北方向の溝である。北端はS K5075に切られ, S E 5319に は勝つが,他
の切 り合う土坑はほとんど溝より新しい。幅は85cm～ 195cm,深 さは 7 cm～ 27cmである。覆土は黒

褐色土, またはこれに黄褐色土が混じる土である。 S D 5059が ぶつかる地点の北と南ではやや様相が

異なっている。北は断面形が丸みを帯びた逆断面形状で,あ る程度規格的であるが,南は壁の立ち上

がりも緩やかで不定形の断面であり, 自然流路的である。また,北では最下層から多数の中世土師器
の小破片が出土している。これはS D 5059と の切 り合いと関係があるのであろうが,調査の段階で不

明確である。遺物はこの他に土師器・須恵器,瀬戸美濃・青磁が出土している。13世紀から16世紀の

ものである。

5913号溝 (S D 5913,第 176図 )

B2地区とB3地区にまたがる南北方向の浅い溝である。15・ 16世紀の S E 5914・ S E 5915を切る。
南端はS K7170に切られる。幅は20cm～ 70cm,深 さは約10cmである。覆土は焦茶色粘質上の単層で

ある。遺物には中世土師器・白磁,唐津があり,切 り合いから16。 17世紀の遺構と考える。

5935号溝 (S D 5935,第 173図 )

B2地区とB3地区にまたがる南北方向の溝で,北は伝安楽寺跡の下を通り東に屈曲するS D 5910
に切られ,東に屈曲して調査区外へ延びる。上面には近世のS D 5931が走る。南は逆「 L」 字形のS

D7200と 重複するが,やや切り合いが不明確である。遺物からはS D 7200の ほうが新しい。幅300cm～ 335

cm,深さ45cm～ 65cmである。底面は平坦であるが,壁の立ち上がりはやや丸みを帯びる。覆土は伝安

楽寺跡の北では暗褐色粘質土,黒褐色粘質上が主体であるが,南になると砂礫の混じる暗黄褐色土や茶

褐色上が主体となっている。遺物は土師器・須恵器,中世土師器 。珠洲・八尾・越前・瀬戸・瀬戸美

濃・青磁,越中瀬戸・唐津・伊万里がある。近世の遺物は混入したもので,時期は15・ 16世紀である。

5936号溝 (S D5936,第 172図 ,図版103)

B3地区からB2地区まで続く南北方向の溝である。 S D 5982と は完全に重複し,切 り合いに勝っ
ていることから, S D 5982の 最終段階の溝であると推定できる。北端はS K5991に ,南端はS D 7200

に切られる。また,17世紀の S K5957に も切られることから,それ以前に機能がなくなったことがわ

かる。幅は南側では220cmと 広 く,覆土も礫が多く混じる黒褐色上であるが,北側は80cm前後と狭く

なり,覆土も均質な黒褐色粘質土である。遺物には珠洲・瀬戸美濃がある。時期は16世紀である。

5971号溝 (S D 5971,第 171図 )

調査区内にある伝安楽寺跡の東で検出した東西方向の溝である。北には近世の S D 5933が 平行して

走る。幅は70cm～ 80cmで,深さは45cmである。断面形は逆台形状で,覆土は礫の混じる黒褐色粘質

土である。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸 。青磁,唐津がある。時期は15世紀後半～17世紀前半で

ある。

5988号溝 (S D5982,第 172図 )

前述したS D 5936の初期の溝で,南北方向に直線的に延びる。S D 5935の 南北方向部分とは約32mの

間隔をあけてほぼ平行する。断面形は逆台形状を呈し,上面幅75cm～ 220cm,底面幅150cm～ 215cm

で,深さは15cm～ 50cmである。覆土はS B 7101よ り南は茶掲色土,責褐色粘質土に砂礫の混じる土

で, S B 7101よ り北は黄褐色粘質土に黒掲色粘質土・灰褐色粘質土のブロックが混じる上が主体であ

る。遺物には中世土師器・珠洲 。瀬戸美濃・白磁・青磁 。青花がある。時期は15世紀～16世紀である。
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6004号溝 (S D6004,第 171図 )

S D5971か ら2.5m北に位置する東西方向の溝である。西端はS D6006に合流する。X218Y99では

S K6003に切られるが, S K5972には勝つ。断面形は二段掘 り形状となっており,Hヒ狽Jが一段低 くな

っている。幅は80cm～ 95cm,深さは28cmである。覆土は礫の混じる黒褐色粘上の単層である。遺物

には15。 16世紀の中世土師器がある。

6021号溝 (S D 6021,第 171図 )

B2地区の中央やや東寄りで東西方向から南北方向に屈曲する「 L」 字形状の溝である。北端はS

B6390に ,東西方向部分は S D 5910。 S D 5935に切られ, S K6036。 S K6984な どの近世の上坑にも

切られる。約18m西に位置する同期の南北方向の S D 6096と平行関係にある。幅は160cm～ 180cm,深

さは45cmである。断面形はやや丸みを帯びた逆台形状で,覆土は黄褐色粘質上が混じる黒褐色粘質土

が主体である。遺物の出土量は少なく,中世土師器・珠洲がある。時期は15世紀～16世紀である。

6096号溝 (S D6096,第 172図 )

B2地区の中央やや西寄りで南北方向から東西方向に屈曲する逆「 L」 字形状の溝である。南端は

旧田面の段で切れており,段上で検出したS K6048に 続く可能性がある。B2地区では長い範囲にわ

たりS K6095の 東側と重複する。X250Y83では東西方向に直角に曲がり, S D5002・ S B 6390に切ら

れながら調査区東に延びる。東に行 くにつれて幅が狭 く,浅 くなる傾向がある。幅は85cm～ 120cm,

深さは 7 cm～ 35cmである。覆土は上層が所により小砂礫が混じる,黄褐色土粒混じりの暗茶褐色土,

下層は黄褐色土粒が混じる黒褐色粘質土である。遺物には中世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃・加賀,

越中瀬戸 。唐津・伊万里がある。近世土坑との切 り合いが多く近世の遺物も多く混じるが,他の溝と

の切 り合いを考えて,16世紀と考えたい。

7200号溝 (S D 7200,第 173図 ,図版103・ 104)

B3地区の中央で南北方向から東西方向に屈曲する逆「 L」 字形状の溝である。南北方向ではSD

5910に接し,切 り合いで負ける。 S D5936・ S D 5982に は切 り合いで勝つが, S D 7220。 S D 7535と

は切 り合いがなく,同時期に機能していたものである。東西方向ではS K7199。 S K7201。 S K7355,

S E 7268。 S E 7351・ S E 7352な どの近世 (18。 19世紀)遺構に切られる。断面形は逆台形状で,上

面幅約490cm,底面幅が255cm～ 330cmで,深さは85cm～ 135cmである。覆土は茶褐色粘質土と黒褐

色粘質土が主体の土が推積し,全体に砂礫が多く混じる。遺物は中世土師器・珠洲・八尾・越前・瀬

戸美濃・青磁 。青花,越中瀬戸・唐津 。伊万里が出上している。近世の遺物も出上しているが,主体

の時期は16。 17世紀と考えている。

7220号溝 (S D 7220,第 174図 )

S D 7200と S D 7600を繋 ぐ南北方向の溝である。 S D 7200。 S D 7600と は同時期で, S D 7600に は

幅45cm,深さ30cmの細い溝となってつながる。東西方向の溝S D7620。 S D 7680に は切り合いで勝

っている。断面は逆台形状で,やや西側の底が深くなる傾向がある。上面幅は185cm～ 255cm,底面幅

は130cm～ 175cm,深さは80cm～ 100cmである。覆土は黒褐色粘質上が主体で,中層には礫の混じる

粘質土や砂質土が見られる。また最下層には砂質上が堆積する。遺物には中世土師器・珠洲
。瀬戸・

瀬戸美濃・白磁・青磁・青花,越中瀬戸・唐津 。伊万里がある。近世の遺物は混入と考え,時期は14

世紀～16世紀のものである。

7508号溝 (S D 7508)

X175～ 182Y87・ 88で検出した南北方向の溝である。周囲の建物・井戸・土坑のすべてに切られるが,
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南で直交するS D 7580に は切 り合いで勝つ。幅は45cm～ 100cm,深 さは 7 cm～ 20cmである。覆土は

責褐色粘質土が混じる暗茶褐色粘質土が主体である。遺物の出土はなく,当初はS D 7580に勝ってい

ることから近世の溝と考えたが,井戸・土坑などの切り合いや S D 7535と 平行することから中世後期
に属するとしたほうが自然である。挿図では近世で組んでいるが,中世後期の溝とする。

7520号溝 (S D 7520,第 175図,図版103～ 106)

S D 7535を起点とする東西方向の溝で,西端は北に屈曲する。 S D 7220。 S K7690。 S K8707に切

り合いで負ける。断面形は逆台形状で,上面幅は210cm～ 270cm,底面幅150cm～ 160cm,深さは70cm

～100cmである。覆土は礫の混じる粘質土と混じらない粘質土が交互に堆積している。土色は褐色ま

たは黒褐色で,土の堆積の仕方は北から南あるいは東から西に流れ込む形となっている。即ち,「 L」

字形で囲った内部から夕M貝」に向かって堆積したことになる。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸・瀬戸

美濃・加賀・信楽・青磁,越中瀬戸 。唐津・伊万里がある。時期は16・ 17世紀が主体である。

7535号溝 (S D 7535,第 174図 ,図版105)

S D 7220の約 5m東 に位置する溝である。S D 7220に 平行し,同様に S D 7200と S D 7600を繋 ぐ南
北方向の溝である。東西方向の溝 S D 7628。 S D 7680と の切 り合いも同様で,同時期に機能していた

ものであろう。S D 7600と接続する手前約 4mか らは一段浅 くなり,S D 7600の南岸に向かって一直
線に石列が検出された。石列の上面は,ほぼ遺構検出面のレベルに揃っている。また, S D 7600は接

合部を境に東側の幅が約 lm狭 くなり,深さも浅 くなる。石列は溝の水量調節の役目をしていたので
あろうか。上面の幅は225cm～ 270cm,底 面幅は105cm,深 さは80cm～ 85cmである。覆土は黒褐色粘

質土と茶褐色粘質土が主体で,層によって礫が混じったり,砂質土となったりする。遺物には中世土

師器・珠洲・入尾・瀬戸美濃・加賀・白磁,唐津・伊万里があり,18世紀の遺物も混じる。

7580号溝 (S D 7580,第 176図 )

S D 7220。 S D 7508・ S D 7535に切られる東西方向の溝である。西端は調査区中央で浅 くなって消

失する。中世後半の上坑S K7570。 S K7891に も切られ, B3地区においては近世の遺物が混入しな
い唯―の溝である。断面形は逆台形状で,上面幅は約170cm,底 面幅は150cmで ある。深さは25cm～ 30

cmで,他の同規模の溝に比べ浅い。覆土は暗茶褐色粘質上が主体で,最下層には茶褐色または責褐色
の砂礫土が堆積する。遺物は中世土師器と珠洲のみである。

7600号溝 (S D 7600,第 176図 ,図版105)

B3・ B3W地 区の南で検出した,調査区中央でクランクする東西方向の溝である。断面形が逆台
形状で,上面幅が300cm～ 465cm,底面幅が150cm～ 310cm,深 さが80cm～ 100cmである。覆土は黒

褐色粘質土が主休で,礫層及び砂質上の堆積の仕方により2時期の流れが確認できる。遺物には土師

器,中世土師器・珠洲・越前・瀬戸・瀬戸美濃 。白磁・青磁・青花,越中瀬戸・唐津がある。時期は

15世紀～17世紀のものである。

8100号溝 (S D 8100,第 176図 )

B3地区の西端C検出し,B3弧ヽ 区に続 く東西方向の溝である。断面形はほぼ逆台形状で,上面
幅260cm～ 310cm,底面幅150cm～ 230cmである。B3W地 区の西壁手前約 2mか らは幅が広くなり,
北肩に段が付 く。覆土は茶褐色粘質土 。暗茶褐色粘質土・黄褐色粘質上が主体に堆積する。遺物には

中世土師器・瀬戸・瀬戸美濃 。青磁,金属製品がある。時期は16世紀である。

8709号溝 (S D 8709,第 175図 )

B3W地 区のみで検出した東西方向の溝である。東の延長方向にはS D 7200が あり,規模が似てい

279



ることから, S D 7200が 一度途切れて再び始まったと考えることもできる。東側の女台まりは町道下に

あるものと思われるが,検出した東端とS D 7200の 西端との距離は約5.5mである。上面幅は480cm,

底面幅は200cmで,断面形は逆台形状である。深さは約150cmである。覆土は上層が褐色砂質上で,

下層が暗褐色粘質土が主体で,5%～ 30%の割合で全体に砂礫が混じる。遺物には中世土師器・珠洲・

越前・瀬戸美濃がある。時期は14世紀～16世紀のものである。

C地区

9107号溝 (S D9107,第 177図 )

X153～ 150Y66～ 78で検出した東西方向に走る溝である。検出した全長は26m,西端は中世後半の土

坑 S K9133に切られる。幅は40cm～ 100cm,深 さは18cmで,断面形はV字形状の溝である。覆土は黒

褐色粘質上の単層である。溝の北側は特に遺構の密度が希薄で,こ のことはCS地区の北の,古 くか

らの主要街道である金沢・井波線の存在に関係があるかもしれない。遺物には中世土師器・越前・瀬

戸美濃 。青花,唐津がある。時期は15世紀～17世紀前半である。

9301号溝 (S D 9301,第 177。 179図 ,図版107)

Xl■～133Y51～ 63の調査区西側で検出した北に向かって「コ」の字形状の溝である。東西方向の

両辺は西に向かって調査区外へ延びており,全体としては方形に巡る区画溝と推察する。南北方向の

辺は外側の肩から肩まで約42mを測り,区画された内部にはこれと並行して「コ」の字形状を呈する

S D 9313や 東西方向の溝 S D9312, S K9345,建物などが存在する。またこの内部では多くの溝が切

り合っており,東西方向の S D 9330,南 北方向の S D 9310は S D 9301と の切り合いに負ける。溝の規

模は幅が225cm～ 345cm,北辺は南側に浅い段が付 くため他の地点より幅が広い。底面幅は150cm～ 200

cm,深さは50cm～ 70cmで,断面形はおおよそ逆台形状である。覆土は,中・下層に黒褐色粘質上が

堆積することもあるが,ほ とんどは暗茶褐色粘質土・茶掲色粘質土・灰茶褐色粘質土・暗灰褐色粘質

土などの褐色系の上が堆積する。ほとんどの層には植物繊維が多く含まれる。また,Xl15～ 121Y60,

Xl12～ 113Y52～ 55にかけては東肩・南肩からの礫の流れ込みが見られ,中層にその堆積が顕著であ

る。遺物には中世土師器・珠洲・越前・瀬戸・瀬戸美濃・白磁・青磁 。青花,越中瀬戸・唐津,石硯

がある。時期は15。 16。 17世紀前半の遺物である。また,溝の東側は帯状に遺構の希薄な地帯となっ

ており,南北延長線上には S D 9321・ S D 9303な どがあり,こ れらに平行して S D 9304・ S D 9805が

ある。平行する溝との間隔は約 3m,こ れはC2地区の S D 10101の 東へと続き,南北に走る道であっ

た可能性が高い。

9303号溝 (S D 9303,第 178図 )

S D 9301の東辺の延長線上南約 lmで検出した南北方向の溝である。位置的にS D9301と 関連して

区画を目的としたものと考える。全長は12m,幅約160cm,深さ30cm～ 60cm,断面形は逆台形状であ

る。覆土は浅い北側で茶褐色粘質土・暗茶褐色粘質上の堆積,南側の深い所では暗茶褐色粘質土・黒

褐色粘質上の堆積である。また,南側では礫の堆積が見られる。遺物には中世土師器 。瀬戸・瀬戸美

濃・青磁,越中瀬戸・伊万里があり,時期は16・ 17世紀のものである。

9304号溝 (S D 9304,第 178図 )

Cl地区とC2地区にまたがって,S D 9305の西側に並走する南北方向の溝である。北端はS D 9805

とほぼ同位置で消失し,南端は S D9305に切られる。幅は70cm～■Ocm,深 さは30cmで,覆土は暗灰

茶褐色粘質上である。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸・瀬戸美濃がある。時期は16世紀である。

9305号溝 (S D 9305,第 178図 )
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Cl地区・C2地区にまたがる南北方向の溝である。 S D 9303と 平行しており,その間隔は約 4m
である。この溝もS D 9301と共に区画を目的としたものであろう。断面形は逆台形状で,上面幅170cm

～180cm,底面幅は100cm～ 110cmで ある。深さは45cm～ 65cmで,覆土は 3層 に分かれる。上層が茶

褐色粘質土,中層が黒褐色粘質土,下層は暗灰褐色粘質土である。なお上層と中層の間には帯状に地

山の責褐色粘質土が堆積する。遺物には中世土師器・珠洲・越前・瀬戸美濃,唐津・伊万里がある。

近世の遺物は混入と考えられ,遺構の時期は16世紀である。

9310号溝 (S D 9310,第 178・ 179図 )

Xl13Y52で S D 9301と 直交する南北方向の溝である。全長19m,底面が S D 9301よ リー段高くなり,

時期も古い。北端は S K9358と 重複してこれに切られ,こ の南をS D 9312が横断する。南ではS D 9318

が横断する。幅約215cm,深 さ55cmで,壁の立ち上がりは直角に近 く,断面形は長方形である。覆土

は上から茶褐色粘質土,暗茶褐色粘質土,黒掲色粘質土,灰色粘質上の順に堆積する。黒褐色粘質土

には植物繊維が多く含まれる。遺物には中世土師器・珠洲・越前・瀬戸・瀬戸美濃・信楽,羽 口があ

る。時期は16世紀前半である。

9313号溝 (S D 9313,第 178。 179図 ,図版107)

S D 9301に 囲まれた内部を,同様に「コ」の字状に区画する溝である。南北方向の東辺は約25m, S

D9301の東辺との間隔は約 3m,南辺との間隔は約 4mで ある。北辺との間隔は約 9mで あるが,東
西方向の S D 9301に 直交するS D 9330と の間隔は約 4mで ある。このことから,当初はS D9330を利
用した「コ」の字状の区画溝であったのが,S D 9301の 区画に拡大されたと考えられる。他遺構との切り

合いは, S K9309・ S K9319に は負けるが S K9314に は勝つ。また,北辺,南辺の端部は S D 9343,

S D 9318の それぞれに切られる。方向は変わらず規模が大きくなっただけなので,同 じ役割の溝であ

った可能性があるc中央では同規模の S D 9312と 直交する。幅40cm～ 60cm,深さ約20cm,覆土は暗

茶褐色粘質土の単層である。遺物には中世土師器・瀬戸美濃がある。時期は15'16世紀前半である。

9318号溝 (S D9318,第 178・ 179図 ,図版108)

S D 9313の 南辺に西端を切る東西方向の溝である。 S D 9310を横断し,次第に深くなり調査区外の

西に延びる。幅は約140cm,深 さは30cm～ 50cmである。覆土は 3層に分けられ,上層は暗黄褐色粘質

土,中層は灰色粘質土,下層は黒褐色粘質土で,植物繊維を多く含む。 S D 9310と 交わる地′くでは加
工木と共に中・下層から木臼が出土し,上自の 3分の 2と 軸棒の一部を検出した。

9321号溝 (S D 9321,第 177図 )

S D 9301の東辺の北の延長上に位置する南北方向の溝である。全長15m,幅 230cm～ 170cm,深さ20cm

～30cmで,床面は平坦である。覆土は上から暗茶褐色粘質土,暗灰褐色粘質上が混じる暗茶褐色粘質

土,茶褐色粘質土,暗茶褐色粘質土がレンズ状に堆積する。下層の茶掲色粘質土と暗茶褐色粘質土には植

物繊維が含まれる。遺物には珠洲・青花,唐津がある。時期は16世紀後半のものである。

9330号溝 (S D 9330,第 179・ 180図 )

X129Y61で S D 9301と 直交する東西方向の溝である。西端は調査区外へ延びる。西壁の手前でSD
9339を切っている。 S D9301よ りは古 く,前述したように古い段階の区画溝であったと推定する。断

面形は逆台形状で,上面幅は265cm～ 350cm,底面幅100cm～ 180cmで ある。深さは50cm～ 70cm,覆

土はおおまかに,地山の混じる茶褐色粘質土と暗灰褐色粘質上が堆積し,所により褐色粘質上が黒褐

色粘質土になる。南肩は一段浅い段がついてテラス状で,暗赤褐色砂質上が堆積する。 S D 9301と の

交′ミから約1.5mの地点では,最下層の暗灰褐色粘質土から柄穴をもつ建築材を検出した。東西方向に
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横たわり,大きさは長さ約3.5m,一辺約15cmの角材で一辺に 5箇所の相穴をもつ。この他の遺物に

は入尾・珠洲・越前がある。時期は16世紀のものである。

9332号溝 (S D9332,第 177図 )

S D9378の 南端で検出した東西方向の溝である。 S D9378と ともに S K9335な どを囲む。また,南

には平行するS D9324が位置する。東端はS K98641こ切られる。幅は90cm～ 155cm,深 さは20cm～ 35

cmである。覆土は暗茶褐色粘質上の単層である。遺物には中世土師器・珠洲・越前・瀬戸・青花,唐

津がある。時期は16世紀前半である。

9334号溝 (S D 9334,第 177図 )

S D9332の 北で検出したこれに平行する東西方向の溝である。東端は S K9867に切られ,検出全長

は4mと 短い。幅は150cm,深 さは20cmである。切 り合いではS K9855に 負ける。覆土は暗茶褐色粘

質上の単層である。遺物には16世紀前半の珠洲と瀬戸がある。

9337号溝 (S D9337,第 177図 )

X134～ 138Y56～ 57,調査区西際で検出した南北方向の溝である。壁際に排水溝を掘った関係で全

幅を掘ることはできなかった。全長は 8m,北約 3mの延長線上には同様な全長 7mの S D9353が あ

る。覆土は 2層に分かれ,上面に砂礫が多く混じる責褐色粘質土,下層に茶褐色粘質上が堆積する。

遺物には16世紀後半の瀬戸美濃がある。

9339号溝 (S D9339,第 179。 180図 )

調査区西際で検出した南北方向の溝である。S D9310の延長線上,北約6.5mに位置し,S D9330・

S D9343に切 り合いで負ける。幅は南端部で200cm,底面幅50cmで ,深さは50cm～ 80cm,北に行 くに

つれて浅 くなる。覆土は主に地山混じりの茶褐色粘質土,暗灰褐色粘質土である。下層の暗灰褐色粘

質上には植物繊維が多く含まれる。南端の肩から約 lmの東寄 りの地〕点からは下層から礫と共に馬鍬

の歯が 5本出上した。この他にも中世土師器・珠洲・瀬戸美濃が出上し,時期は15・ 16世紀である。

9341号溝 (S D 9341,第 178図 )

調査区中央で検出した「 L」 字形状の溝である。北端は S K9322に切られ, S K9841に は切 り合い

で勝つ。幅は60cm～ 155cm,南北方向部分が比較的幅が狭い。東西方向には中央より西半には 2条の

溝が切 り合っている。北側の浅い溝のほうが新しく,こ れは東半では見られなくなる。また,中央で

S D9904が合流するが,東西に分けて掘った境日であるために切 り合いが不明である。遺物には越前・

青磁・青花があり,時期は16世紀末である。

9343号溝 (S D9343,第 179。 180図 )

S D9313の 北辺の西端を切る東西方向の溝である。西端は調査区外へ延びる。規模は幅が300cm,深

さ約60cmである。断面形は半円形状で,覆土は上から暗茶褐色粘質土,灰褐色粘質土,茶褐色砂質土,

暗灰褐色粘質上が堆積する。遺物の出上がないが,S D9318と 同様にS D9313を切っており,S D9301・

S D9830と平行することから当時期と考える。

9703号溝 (S D9703,第 304図 )

Xl14・ 115Y73～ 76で検出した「 L」 字形状の溝である。

S K9684な どの切 り合いが複雑で,南端が不明瞭であるが,

る。遺物は16世紀の青花がある。

9775号溝 (S D 9775,第 305図 )

上面はS K97041こ切られる。 S K9690や

クランクして S D9670に続く可能性があ

X126・ 127Y71～ 76で検出した東西方向の溝である。 S K9801・

彩

S K9818・ S K5819・ S K5821な ど



に切られる。幅100cm～ 150cm,深 さ20cm～ 30cmで,底面は平坦である。覆土は暗茶褐色粘質土主体

の上で,地山ブロックが混じる。遺物には珠洲がある。

10101号溝 (S D 10101,第 181図 ,図版109・ 110)

C3地区からC2地区にまたがる南北方向の溝。南端は調査区外へ延び,北端はX102Y57で途切れ
る。この溝の西側ではS D 10102, S D 10103, S D 10113, S D 10116の 4条の溝が直交する。これら

の溝との切 り合いはあまり明確ではないが,S D lololと ほぼ同時期の遺構と考えている。これらの溝

によって区画された内部ではわずかの遺構しか検出されず,建物などの本体は西の水田下に存在して
いると考える。この溝の特徴は,X63Y43で一度途切れた溝が約1.5mの 間隔をあけて再び始まる点,
X80Y50付近で長さ約 5mに わたり台状に深さが浅 くなる′ミにある。断面形は逆台形状で,幅は310cm
～440cm,底面幅は約160cmで ある。深さは北から南にかけて次第に浅 くなり,北で約■Ocm,南で40

cmである。覆土は黒褐色粘質上が主体で下層になると黄褐色粘質土ブロックが混じり,部分的に自然

木などの有機物が堆積する。遺物は主に中・下層位から出上し,溝の流れがほとんどなく澱んだ状態
であったためか木製品の出土が多い。15。 16世紀の中世土師器 。入尾・珠洲・越前・頼戸・瀬戸美濃・

青磁,越中瀬戸がある。木製品は漆器椀 。曲物・下駄・底板などが,石製品は石臼・石鉢がある。
10102号溝 (S D 10102,第 182図 ,図版■1)

X94Y53で S D 10101に 直交する東西方向の溝で,西端は調査区外へ延びる。 S D 10101と の境には

畔状の高まりがあるが,時期はあまり変わらずに同時存在していたと考える。断面形は逆台形状で,
上面幅は215cm～ 260cm,深さは約85cmである。覆土は黒褐色粘質上が主体の上で,最下層には砂礫

が混じる。また,中層位には植物繊維を多く含む。遺物には15。 16世紀の珠洲・越前がある。

10103号溝 (S D 10103,第 182図 ,図版111)

S D 10103の 北端で直角よりやや少ない角度で交わる東西方向の溝である。 S D 10101の 続きとも考

えられるが,調査段階ではとりあえず別遺構として取り扱った。幅は120cm～ 145cmと やや狭 く,深
さは40cm～ 70cm,S D 10101の底面よリー段高く,西へ行 くに従い次第に深くなる。X102Y55付近で

は大礫の列状の堆積が見られ,間には東西方向の杭列の残骸が確認された。付近からは青磁の碗の底

部が出上している。覆土は主に 3層に分かれ,上から黄褐色粘質上が混じる暗茶褐色土,灰色粘質土

が混じる黒褐色粘質土,植物繊維・礫が混じる黒色粘質土である。遺物は青磁の他に珠洲があり,時

期は15・ 16世紀である。

10117号溝 (S D10■7,第 182図 ,図版■1)

C2地区からC3地区にまたがる南北方向の溝。北端は風倒木痕に切られる。S D 10101と 平行関係
にあり,北の延長線上の S D 10122と 同一遺構の可能性がある。全長25m,幅約 lm,深 さ約20cm,覆土

は酸化鉄を含む黒褐色土の単層である。遺物には15。 16世紀の珠洲・越前・瀬戸美濃,五輪塔がある。
10122号溝 (S D 10122,第 182図 )

S D 10101に 平行する南北方向の溝である。 S D 10101と の間隔は約 6m,確認した全長のうち 4分
の 3が工場跡地,及び暗渠による攪舌しを受けており,全体像はつかみにくい。しかし,S D 10101と の

間には明確な遺構はなく,道であった可能性が高い。従って,S D 10122は 道の側溝的役割を果たして

いたのではないか。規模は攪苦しを受けていない部分で,幅約100cm,深さ15cm～ 25cmで ,覆土は酸化

鉄を含む黒褐色粘質上である。南の延長線上にS D10■ 7があり,同一遺構の可能性がある。遺物には珠

洲・越前・瀬戸美濃 。青磁,越中瀬戸がある。時期は15。 16世紀である。

10212号溝 (S D 10212,第 182図 )
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X99～ 102で検出した東西方向の溝。西端はやや屈曲しながらS D 9305に切られる。東と西では幅,

深さが大きく異なっており,途中から別の溝が切 り合っている可能性もある。S K10233・ S K 10234

は切 り合いで溝に負けている。規模は東半で幅165cm～ 250cm,中央部では両側が浅 くテラス状となる。

深さは東壁から約3.5mの範囲が一番深く60cm,他は45cm～ 50cmである。西半になると幅は80cm～ 100

cm,深さは30cm～ 40cmである。覆土は黒掲色粘質上が主体で,部分的に上層が暗茶褐色粘質土とな

る。X100Y68以東では下層の南側に礫の混じる黒褐色粘質土が堆積する。遺物は中世土師器・珠洲・越

前・瀬戸。瀬戸美濃・白磁。青磁・青花があり,東半からの出土が多い。時期は15・ 16世紀である。

10213号溝 (S D 10213,第 182図 )

C2地区調査区の東側で検出した,東西方向からX75Y65で南北方向に屈曲する「L」 字形状の溝

である。X84Y67で S D 10214と 直交し,切 り合いで勝っている。規模は幅60cm,深さ約13cm,断面

形は半円形である。覆土は黒色粘質土である。X87Y68付近では珠洲・青磁・銅銭などがまとまって

出上している。他にも中世土師器・越前・信楽・白磁が出土している。時期は15。 16世紀である。

10214号溝 (S D 10214,第 182図 )

東西方向からX89Y69で南に屈曲し,再びX84Y68西 に屈曲して東西方向となる溝である。西端は

調査区中央の旧農道の畦畔ブロックにぶつかり,先は不明となる。S K10222・ S K10216。 S K10226・

S K10229と 切 り合うがすべてに勝っている。 S D 10213に 1ま切 り合いで負けるが,南北方向部分が S

D10213と 平行関係にあり,共に機能していた時期もあったと考える。規模は幅が70cm～ 130cm,深さ

18cm～ 13cmで,覆土は黒色粘質土である。遺物には中世土師器・珠洲・瀬戸美濃がある。時期は15・

16世紀のものである。

10215号溝 (S D 10215,第 182図 )

S D 10214の 東西方向部分と平行し,約10m北で検出した東西方向の溝である。東西の端は暗渠に切

られて不明である。規模は幅約65cm,深さ 7 cmと 浅いが,中世土師器・珠洲・越前 。瀬戸美濃 。青

磁が出土しており,木製品には下駄もある。時期は15。 16世紀である。

10302号溝 (S D 10302,第 183図,図版111)

C3地区の東側で検出した南北方向の溝である。東のS D 10438と 平行する。幅は95cm～ 115cm,深さ

は8cm～ 33cm,北に向かって浅 くなる。覆土は黒褐色粘質土の単層で,遺物には珠洲・瀬戸美濃がある。

10331号溝 (S D 10331,第 183図 )

X40Y50で S D 10101に 交わる東西方向の溝である。交点の東肩部には礫が集めて置かれており,同

時期に存在していたことが推察できる。断面観察から北の S D 10332も S D 10331と 共存していたと考

えられ,と もに覆土は黒褐色粘質土が主体である。規模は交点から約 7mま では幅220cm～ 265cmと

広いが,それより東は幅85cmと狭 くなる。深さは15cm～ 25cmである。遺物には珠洲・瀬戸美濃。青

磁があり,時期は15。 16世紀である。

10438号溝 (S D 10438,第 183図 ,図版111)

S D 10302の 約 3m東 で平行する南北方向の溝である。両先端は削平を受けて消失する。規模は幅80

cm～ 115cm,深 さ約30cmを 測る。断面形は半円形状であるが,底面は一定ではなく凸凹している。遺

物には越前・瀬戸・瀬戸美濃があり,時期は15・ 16世紀である。なお, S D 10438は S D 10302と 共に

道の側溝であったと考えられ,S D 10101の 東側の道が東にクランクして両溝の間に続いている可能性

がある。
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遺構番号 整理需 地  区 流  路 規模 1幅 規快 i深さ 覆   土 と 土 遺 物 備 考 時   期
S D3005 S D05 A3N 南→北 120～ 200 5～ 30 /1/NFl層 褐包枯質土 土師器 須急器 中世土師器 入尾 4J4 越前 瀬

戸 瀬戸美濃 白磁 青磁 青花 越中瀬戸 裔幸
併万里

13～ 16C

S D3006 S D06 島色土 責恵器 中世土師器 珠洲 青磁 S D3006>S D3007 1315C

S D3007 100～ 130 15～ 30

'世

土師器珠謝 13■4C

S D3404 S D04 3S 南→北 130～ 180 10～ 15 k掲色土 散 主器 須恵器 中世■師器 珠洲 越前 瀬戸美
協 白磁 青磁 青花

S D3404i S D3482 131516C

S D3406 S D06 史→西 13～ 47 12～ 24 目色土 F世土師器 珠洲 瀬戸美濃 青鷺 越中瀬戸 唐消 3C前半■4～ 16C

,D3407 S D07 3S 東→西 180～ 210 30～ 40 島色砂利層 暗灰色枯質主 須忘器 中世土師器 珠洲 越前 瀬戸 瀬戸美濃
自磁 青磁 鋭此 横杵

SD3407iSD4307、  S D3407>S D430〔

S D3770 S D370 3S 東→西 242～ 316 20～ 24 無渇色土 須恵器 中世土師器 八尾 珠洲 遺前 瀬戸 青磁
青花

S D4318 SD18 BI 西→東 6～ 34 黒褐色枯質土 須恵器 中世土師器 珠洲 越前 白磁 青鷺 415C

S D4602 S D02 BI-3 40～ 70 疋黒掲俳占質土 縄文土器 ■師器 須恵器 中世土師器 珠洲 越前
瀬戸 志野 白磁 青職 青花 加工木

616C

S D4603 Bl-3 黒褐俳占質土 伸世土師器 珠洲 瀬戸美濃
S D4605 S D05 Bl-3 南→北 245～ 300 28～ 40 景褐色土 .暗秦褐色土 機 器 須患器 中世上師器 入尾 珠洲 越前

願戸 顔戸美濃 白磁 青磁 青花 .遺中瀬戸 伊万
2 下駄 漆器 石白

D4605=S D4831 15～ 17C

S D4606 S D06 Bl-3 南→北 57～ 107 褐色粘質土 黒掲色粘妥 甥  須恵器 中世土師器 珠洲 越前 瀬戸
瞬戸美濃 白磁 青磁 青花 唐津

S D4606i S D4808 1315～ VC

S D4607 S D07 Bl-3 東→西 130～ 155 12～ 14 呈褐色土 賓恵器 中世土師器 珠洲 dFl 顔戸 青弦.青花
u中瀬戸 唐津 伊万里

1415■ 8C～

S D4608 1-3 南→北 80～ 150 15～ 30 黒掲色土 縄文土器 須恵器 中世土師器 珠洲 唐津 14■ 5C

S D4624 S D24 Bユ ー3 東→西 21～ 74 7～ 14 茶褐告枯質土 宇世土師器 .青磁 顔戸美濃 415C

D4802 S D02 西→東 40～■0 12 IBLIB色 佑質土 中世土師器 珠洲 瀬戸美濃 白蔵 4～ 16C

D4805 S D05 西→兵 Ю 黒褐色粘質土 中世土師器 珠洲 赳前 瀬戸 伊万望
D4828 S D28 西→東 中世土師器 珠洲 '遺前 t4■ 5C

S D2001 B2N 南→Hヒ 58～ 80 15～ ,1 隅 包枯質土 敗  須恵器 中世土師器 赳前 瀬戸 頑戸美濃
』中瀬戸 漆器

,D5003 S D2003 B2N 西～東 250～ 350 52 者褐色粘質■ 伸世土師器 珠洲
S D5006 S D2006 B2N 南→北 30～ 33 18 素褐色土 停世土師器 下駄
S D5014 S D2014 N 西→夷 45 普黒掲色粗質土 伸世土師器 珠洲 選前 瀬戸美濃 石臼 15■ 6C

S D5014b S D2014b N 西→東 22 音黒灰匂佑質土

“

世土師器 珠洲 越前 伊万里
S D5018 S D2018 B2N 南→北 75～ 140 16～ 35 音褐tlb質土 買恵器 中世土師器 珠洲 越前 瀬戸 石白 付け

し 力ffTvIN
S D5018=S D5036 15C

S D5024 S D2024 B2N 115～ 210 8 鵠 色枯質土 ,世土師器 珠洲 白磁 青磁 13■ 415C

S D5026 S D2026 75～ 90 34～ 37 旨灰褐8枯質土 ,世土師器 白磁 誡 鹿板 力E工板 3～ 15C

S D5052 S D2052 商→北 30～ 72 4 鵠 色砂礫 ユ刷

S D5056 S D2056 北→南 20～ 40 旨灰褐色楷質土 1世土師器

,D5058 S D2058 東→北 70～ 120 20～ 27 斬〔轡占質土 縄文 中世土師器

S D5059 S D2059 東→西 35～ 90 9～ 12 暗茶褐色土 中世土師器 石白

SD5■ 3 S D2■ 3 B2N 面→北 悟具褐彗憶質土

“

世■1萌器

S D2192 伸世土師器

S D5201 S D2201 北→南 90～ 550 17～ 20 黒褐色土 土師器 中世土師器 越前 瀬戸美濃 吉化 銅鏡
S D5202 S D2202 西→夷 27～ 40 色磁

S D5247 D224? 西→東 29～ 94 3-22 黒色土

S D5250 D2250 25～ 46 景C上士

S D5311 南→北 10～ 50 12～ 19 阜褐色土

S D5312 S D2312 南→Hヒ 85～ 158 7-27 阜褐色土 土師器 須ま器 中世±1市器 瀬戸美濃 青磁 13～ 16C

S D5374 西→丈 12～ 50 阜色土

S D5714 S D2714 西→東 45～ 65 黒灰色枯質土 瀬戸美濃 青花

S D5809 S D2809 B2N 34～ 64 6～ 17 暗茶偶色料質土 中世上師器

S D5913 S D13 20～ 70 10 守掲|_lμ質土 中世土師器 白磁 唐津 S D5913=SD7113

D5935 S D35 300～ 335 46～ 65 早褐e結質土 中世土師器 八尾 珠洲 青磁 越中顔戸 唐津 ,
万里 祗百

D5936 215～ 225 30～ 70 黒褐色粘質土 伸世土師器 珠洲 青磁 S D5936>S D5932、  S D5936i S D7136

西→東 70～ 80 45 黒褐色粘質土 Ⅲ世土師器 珠洲 瀬戸 力Π賀 青磁 唐津伊万里 S D5971=S D7319 15C後半～16C

,D5982 S D82 商→北 75～ 220 15～ 50 貢褐匂佑質土 朱洲 瀬戸美濃 S D5982=S D7191

S D6004 S D104 西→棄 80～ 95 28 黒褐色佑質土

“

世土師器 15■ 6C

S D6021 S D 121 B 商→Hヒ 160～ 180 45 黒褐9μ質土 ,世土師器 珠洲 越前 越中瀬戸 祗石 15'16C

S D6096 S D196 面→東 35～ 120 7～ 35 普茶褐O佑質土 世土師器 珠洲 越前 瀬戸美濃 加賀 自穣 青
越中瀬戸 唐津 伊万里 悪石 石硯 石鉢

14■718C

S D7200 SD100 西→北 85～ 135 黒褐ひ古質と ,世土師器 八尾 珠洲 越前 瀬戸美濃 青蔵
t 越中瀬戸 唐津 伊万里 石白 銅銭

5■ 6C、 18C～ 20(
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麟 拠 需 地  区 流  路 規模 i幅 財実1深さ 覆  土 出 土 遺 物 備 考 時   期

S D7220 185～255 80～ 100 景褐告留質土 ,世上師器 珠洲 顔戸 瀬戸美濃 白磁 青蔵 青
t 越中瀬戸・唐淳 伊万里 石臼.石鉢

14■516C

S D7508 S D408 45～ 100 酪 色士

S D7520 S D420 210～ 270 70～ 100 茶褐醜 土 Ⅲ世土師器 珠洲 瀬戸美濃 力Π賀 言磁 越中瀬戸

野津 伊万里 骨
D7628=S D8700 15■617C

S D7535 S D435 3 225～ 270 80～ 85 予協色枯質土 中世土師器 '八尾 珠洲 瀬戸美濃 加賀 白磁 唐
津.伊万里

S D7580 S D480 3 西→ヌ 150～ 170 25～30 辮 e智質土 中世土師器 A4H

S D7600 S D500 西→東 300～ 465 80～ 100 藍号魯枯質土 と師器 中世土師器 珠洲 越前 瀬戸 瀬戸美濃
∋磁 青磁 青花 越中顔戸 唐津 農板

15■ 6■718C

S D7723 S D623 東→南 45 11 嗽認誕光覆土 野

S D7910 S D810 西→東 輔 色枯質土 ‖世土師器 瀬戸

S D8100 S D1000 吏→西 260～ 310 75～ 90 鵡 包枯質土 ,世土師器 珠洲 瀬戸 瀬戸美濃.青磁 伊万里 S D8100二 S D8540

S D8291 B3ヽV 商→北 27～ 35 14 茶掲匂粘質土 Ⅲ世土師器 珠洲

,D8709 S D509 B3W 西→東 掲色砂質土 や世土師器珠洲 越前.顧戸美渡 14■ 516C

S D9107 S D07 40～ 100 18 黒褐告枯質土 伸世土師器 越前 瀬戸美濃 .青花 唐津 15 16C

S D9301 S D01 50～ 70 朧 告枯質土 伸世土師器 ,珠JH 越前 顔戸 源戸美濃 白磁 清
弦 青花 越中瀬戸 唐淳 瓶  石臼 五輪搭 下
美 出物呻酪 塵板

15■617C前半

SDつ 303 S D03 ] 商→北 30～ 60 茶褐告枯質土 中世土師器 瀬戸 '瀬戸美濃 青磁 ,勉中源戸 伊万
里

6■ 7C～

S D9304 S D04

'0～

■0 旨囃 色留質土 中世土師器 珠洲 瀬戸 瀬戸美濃 石白 暦製石斧 C2に続く

S D9305 1 170～ 180 黒茶褐匂枯質土 ,世土師器 4JH.越前 瀬戸美濃 唐津 伊万里 C2に続く

S D9310 Cl 南→北 鵡 色倍質土 ,世土師器 珠洲 越前 顔戸 瀬戸美濃 信楽 羽
]下 駄

1516C

S D9313 SD13 Cl 音茶褐魯枯質土 Ⅲ世土師器 瀬戸美濃 1516C前半

S D9318 SD18 CI 30-50 朗 μ質士

S D0321 S D21 1 南→】ヒ 170～ 230 20～ 30 曽茶褐色格質土 kJH 言花 唐岸 6C冷鮮 ■7C前半

S D9330 S D30 1 吏→西 50～ 70 協々棚 士 入尾 .珠洲 越前

S D9332 S D32 1 90～ 155 20～ 35 勒 土 1世土師器 珠洲 越前 瀬戸美濃 青花 唐導 6C前半

S D9334 1 音茶掲色枯質土 (洲 瀬戸 6C前半

S D9337 S D37 1 南→Hし 輔 tIIS質土 碩戸美濃 SC後半

S D9339 S D39 1 南→北 謡 告枯質上 ,世土師器 珠洲 漂戸美濃 馬鍬の歯 15■ 6C

S D9341 S D41 1 吏→西 60～ 155 40 音茶褐告帖質士 邊前 青蔵 青花 伊万里ユ S D9341=S D9839 1316C末

S D9343 S D43 Cl 夷→西 60 音茶鵜(堺蹟 土

,D9376 S D76 南→北 85～ 203 辮 3帖質土 米洲 離

i D9378 S D78 Cl 47～ 62 42 神世土師器 珠洲・越前 瀬戸美濃 .石白

S D9379 S D79 C] 南→北 60～ 110 瞥灰褐色枯質土 額戸美濃

S D9387 S D87 南→北 2

S D9661 S D361 東→西 11 螂 色粘質土 瀬戸美濃 越中瀬戸 t6C後半
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弦 越中瀬戸 打斜

'斧

 石鉢 石臼 茶白 下駄す
也物 箸.漆器 し,も し 底板 力口抹 .五輪塔

516C

S D10102 S D02 C2 215～ 260 黒褐色佑質土 朱洲 越前 瀬戸美濃 漆器 15■6C

SD10103 S D03 C2 東→西 120～ 145 40～ 70 音茶褐色土 糊 青磁 加工石 15C未～16C

S D10113 S D13 栞→西 50～95 10～ 27 黒掲色土 神世土師器 瀬戸美濃 1516C

;D10■ 7 SDV 2 南→北 黒褐色土 矧  越前 瀬戸美濃・五輪塘

S D10122 S D22 2 南→北 15～ 25 妻褐色粘質土 珠洲 越前 瀬戸美濃 青磁 越中瀬戸 516C
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SD10212iSD10132

S D10213 S Dl13 2 東→北 13 阜色枯質土 ,世it市器,珠洲 越前信楽 白磁 青磁打製【 316■6C

SD10214 S Dl14 2 西→北 70～ 130 13～ 18 景g蹟土 ,世土師器珠洲 瀬戸美溌 516C

S D10215 S Dl15 夷→西 7 景色枯質土 ,世土師器珠JA 越前 瀬戸美渡 言磁 下駄 1516C

,D10302 S D02 C3 商→北 95～ 115 黒褐告枯質土 郷  瀬戸美濃

S D10323 S D23 C3 東→西 57～ 70 11 黒色世質土 Ⅲ世土師器

D10381 S D31 西→票 85～ 265 15～ 25 黒褐色帖質土 神世土師器 珠洲 瀬戸美濃 青磁 .石白 S D10331i S D10447 15■ 6C
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S D10438 S D138 南→北 80～■5 具褐色粘質土 毯前 .瀬戸 瀬戸封農 唐津 15C末 ■6C

S D10416 S D146 C3 え→西 15 景掲e枯質土 kJH 瀬戸美濃

SD10448 S D148 3 黒褐魯枯質土 矧
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SD3777(D・ E・ Fセクション)
1 暗茶凋色土 (地山斑点状に混)

◎◎◎

０
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SD3770(A・ B・ Cセ クション)
1 茶褐色上(地山少量 炭化物混、設化鉄0
2 茶褐色土(地山多量混、やや構質)
3 黒褐色土(地山少量混)
4 暗茶褐色土 (地山霜降り)
5 黒褐色上(地山霜降り)
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1 灰茶褐色土 1/1ヽ礫多量混、酸化鉄含)
2 灰偶色枯質土larヒ鉄含)
3 茶褐色枯質土 (4ヽ礫混、酸化鉄含)

SD3404
1 灰茶褐色枯質土
2 砂礫層 (灰4B色土混)
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1 茶褐色粘質土(礫 lEl
2 暗茶褐色粘質土 (礫混)
3 茶褐色粘質■ (黄褐色土アロック・礫混)
4 黒褐色粘質土 (礫渤
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5 茶褐色砂質土 (4ヽ礫混)
6 累褐色粘質土(礫混、摺物遺体潮

SD3407
1 明茶掲色粘質土(礫混)
2 茶褐色粘質土 (植物遺体混)
3 黒褐色猫質土(大礫混)
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74 30m SD4606 SD4605

SD4606
6 灰褐色粘質土 (酸化鉄気 炭化粒少量温)
7 褐色粘質土 (炭化粒・紹物遺体混)
8 茶褐色上

74 30m

SD4606

茶褐色土larヒ鉄含)
黒灰色主la化鉄含、炭化粒混)
茶灰褐色土 (礫混、酸化鉄含)

SD4605

SD4605
茶黒栂色土G餌ヒ鉄含、礫混)
茶黒褐色上le化鉄含、礫混)
茶灰黒褐色土 (炭化粒混)
青自色砂礫エ

灰黒褐色土 (粘質、炭化粒混)

7450m

75 00コa
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多
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三叡発ヨニi:こ:ぅ
黒褐色砂礫土

暗茶褐色圭砂礫上

74511m

第169図 遺構実測図 (中世後期 )
1・2.SD4605。 SD4606 3・ 4.SD4605 5。 SD4802

SK4801     、

5
SK4801
3 黒褐色粘質上

7

6.SD4805 7.SD4606遺 物出土状況

SD4605
1 黒褐色粘質■(橙色土霜降り)

SD4605
1 黒褐色粘賓土や登色土籍降り)

~運
ア ク
~6

SD4805
1 黒褐色粘質土(黄色粘土ブロック混)

SD4802

SD4802
1 明褐色粘質土 (黄色粘土プロック混)
2 黒褐色粘質土

29Z



:D:騒継±       1
3 暗茶灰色粘質土(黒色土混、炭化物帯状に混) iυ量培とと  10

SD5312
2 黒禍色粘質土(1よ り灰色強、粘質)

75 40m

D比 12
1 暗茶灰色土(砂際混)
2 黒褐色土

１

色

３

掲

7480m

SD5312 SD5311

SD5058
1 黒灰ζ粘質土
2 暗黄灰色粘質圭
3 暗茶灰色枯質土傑色土混、脚 ヒ物帝状に同
4 黒色粘質土

7510m

iD巖耗土(燃潮 く`=〒=多―

~~~            
石自  ~~~

7510m                      7510m

み  二
D覇
誕(婉潮 こ

SD5312 SK5319

5

7500m

~｀
く 5=ア
'7

SD5059
1 暗秦謁色土(砂粒混)

SD5312
1 黒褐色土 (寅褐色土霜降り)
2 黒禍色上 (1に 比べ灰も、黄程色■細粒)
3 黒褐色土 (ややIIh質 、下層に責禍色土混)
4 黄褐色土 (黒褐色土混)

…
1   6
暗茶召色土(砂粒混)
暗茶灰tth質土(黒灰る粘質土 炭化物混)

M8:哩 尼古生

SK5319
5 黒灰色粘質■(責褐色粘賃上アロック混)
G 黒灰犠 善質i
7 黒灰も砂質土 (2よ り明)
8 黒灰色粘質土 (青灰t粘上粒混)

SD5018
1 暗褐色粘質土
2 暗黒褐色粘質土

75 001n

ミ(豆Z万 9

SK5115
2 暗黒褐t粘質土
(砂 州妙 村多量混)

SD5024
1 暗掲t枯質土

一――     SD5001

2 黒褐色土 (黄掲色土アロック混)

SD5022      -

17

I 晴褐色粘質土 3 嗜褐色粘質主 (焼土 周 ヒ物混)
2 暗褐色粘質上(赤褐色土少量混)  4 暗縄色粘質主(焼土 周ヒ物少量混)

7520m

温 焔
2 暗禍t粘質土隣 混、しまり悪い)
3 暗褐色粘質土(12よ り暗、黄褐色粘質上 砂礫混)

75 20m

75 20m

75 30m

D5026・ SD5018
暗灰褐色粘質圭 (砂礫混)

青灰色粘土

暗灰禍色粘質■ (砂礫混)

暗灰褐乞枯質土(砂礫潮

暗灰褐色粘質土(砂礫混)

暗灰褐色粘質土(砂礫混)

暗灰褐鮒 質土 (砂礫混、6よ り粘質 )

▽ 8
SD5001
1 黒褐色粘質■(暗褐色土 赤裾t粘土混)
2 黒褐色粘質土(赤褐も枯土 砂蝶混)

SD5001
1 暗褐色粘質土
2 暗黒褐色粘賓主

SK5017,SK5115,SD5026

SK5017 SD5026
3 黄灰t粘質土(黒褐色粘質土混)
4 黄灰色粘質土(黒褐色粘質土混)

22

SD5014b
9 暗黒灰色枯質土(秒少量混)
10 暗黒灰色粘質土
11 暗黒灰色砂賓土1/1甥混)

1 11～ 13.SD5312
20.SD5113

SD5311
1 黒褐色■

ヂ選鍮鶏誤

SD5014・ SD5014い

1 暗褐tIIh質 土 (しまりやや長)

第170図 遺構実測図 (中世後期 )
1・ 2.SD5058 3,4.SD5056 5.SD5052 6'7.SD5059 8～ 10.SD531
14 SD5024 15。 16.SD5018 17.SD5001・ SD5022 18・ 19.SD5001
21.SD5018・ SD5026 22.SD5014・ SD5014boSD5026

292

SD5014
S 階黒褐色粘質土(月醒 混)
0 暗黒灰t粘質土
7 暗灰褐色粘質土(醐ヒ鉄含)
8 暗黒灰掲色粘質■



7530m

躍 2

SD5250
1 黒色土
2 黒色土 (黄褐色上アロック混 )

sy6
1 黒色土
2 黒色土(褐色土粒混)

7530m

SD5003
1 暗褐色rh質上 (砂礫混、包含層)
ワ 褐色粘質土 (砂礫混)
3 黒褐色猫質土 (砂礫・炭化物混)
4 暗褐色粘質土(砂礫 黄褐色粘質土混)

75 30m

SD5201

6

10

SD6004
1 黒褐色枯土(大礫多重混)

1

暗褐色粘質土 (黒褐色粘質土混)
黒褐色粘質上(砂醸・焼上粒 木片混、酸化鉄含)
黄褐色砂上

褐色粘質土(暗褐色粘質土 砂礫混)
黒褐色猫質土 (砂礫温)
暗褐色粘質上旬醸・黄褐色砂混)
暗褐色粘質土 (砂穣・黄縄色砂混 )
黒褐色粘質土(砂礫混)
黒掲色粘賓土(戻化物 砂混)

~｀
く(三
理豆正三妻:万

万フ
r~3

SD5201
1 黒色土 (炭化粒翔
2 黒色土 (1よ り明、黄褐色土粒混)

SD5201
1 黒色土(黄梶色土粒混)
2 黒色■ (黄褐色上粒籍降り)

SK5845

SD5201
1 黒色土
2 黒色土(黄褐色土粒籍降り)
3 黄褐色土と黒色上の混土

SK5845
4 黒色土(黄褐色土粒霜降り、1よ り暗)
5 黒青色粘質土

弔   :D言

gζ
盈 色上粒混)

7640m

75 30コn

SD5376  SD5247

SD6021
1 黒褐色粘質土(A4B色粘質土粒混)
2 黒褐色粘賓土(黄褐色粘質土粒混)
3 黒褐色粘質上(黄褐色粘質土粒混)

7560m

黒褐色粘質土 (黄掲色粘質■粒混)
黒褐色粘質土 (黄褐色粘質上粒IIL)
黒褐色粘質土 (褐色粘質土混)
暗灰掲色粘質土

累4H色粘質上(黄褐色土混)

SD6006
1 黒褐色粘上(礫多登混)

ック混 )

SD6006              sE6221
1 嗜褐色粘質土 (大礫 黄褐色粘工渤   1 黒褐色粘質土

2 責褐色粘質土
3 黒褐色粘質士 (礫混)

76 40ra

D6021
黒褐色土(褐色粘土ブロック混、黄褐色上霜降り)
黒褐色土(黄褐色土粒少量混)
黒褐色土(責褐色土プロック部分的に混)
黒褐色土と褐色粘質上の互層
黄褐色■ (褐色枯土ブロック混)
累褐色土 (黄褐色土アロック霜降り)
黒褐色土(黄褐色土プロック霜降り、6よ り大)
黄掲色土 (褐色土霜降り)
黄褐色砂質土アロック

SD5971
1 黒褐色粘土 (大礫多量混)

SD5933
2 暗褐色粘質上

・
李ヽ
i
SOS247   SD5376
1 黒色±    2 黒色上 (黄褐色上霜降り)

76 40m

＼ こ ラ
π
13

第171図 遺構実測図 (中世後期 )
1.SD5003 2.SD5250 3～ 5。 SD5201 6・ 7SD5374 8.SD5247・ SD5376
9～■.SD6021 12.SD6004 13・ 14.SD6006 15,SD5971,SD5983
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7610m

SD6021
1 茶褐色土 (黄褐色土霜降 り)
暗茶褐色土

暗茶褥色上 (黄褐色土箱降り)
増茶褐色土(黄褐色土微量に霜降り)
黒栂色土(黄褐色土霜降り)
黒褐色土 (部分的に黄褐色土ブロ

黒褐色粘質土

暗茶褐色土ブロック

朋



SD5982

SD5936
1 黒褐色粘土(やや結質)
2 褐乞粘土

7560m

3 責褐色粘質と(黒褐色土 明褐色土・黒掲色猫質土混)
4 黒褐色粘■(責褐色粘質土 得色粘質土混)
5 黒褐色粘土(黄褐色粘質土 拇儀ま賓土混)

7610m

SD5982

SK5742
6 暗褐色お質■(責凋色粘質土混)
7 暗褐色粘質土(責褐色竹質土tEl
8 暗据色枯質主(黄編色消質土励

暗拇色粘土(やや粘質)

貢褐色祐質土(黒褐色土 灰召色土混)
黄褐色粘質土(黒褐色土 灰褐色土アロッタ混)

SD5936

SD5982

SD5936

i鞭(紳釧〉齢
SD5936

-一-     1 茶褐色倍質土

SD5982
2 お峡層(黄掲色格質土混)
3 責褐色粘質土171蝶混)
4 赤褐も砂質■(砂礫混)
5 茶褐色お質■(砂礫)
0 暗茶褐色上(砂礫混)
7 秦色砂
8 明黄白色粘質土籠物機能湯)

SD5936 SD5982

7630m

76311m

SD6096
暗茶褐色■ (刀塀 混)

黒褐色上(AIB色土霜降り)
暗茶禍色上(黄据色土霜降り)

暗茶褐色土(3よ り暗、やや粘質)

茶褐色土(黄褐色土霜降り)

SD5982

SD5936

75 50rn

7630m

SD5936
1 黒褐色猫質土(礫混)

SD5982
2 暗黄褐色土(砂礫混)
3 明茶鶉色■(砂礫混)
4 茶鵜も活質主
5 茶褐魯枯質土(責網色土混、別遺構)

SD5936
1 黒褐も粘質■(」韓混)

SD5982
2 茶褐色砂質■
3 黒褐ζ粘質土

7530m

6

SD6096
1 嗜黒灰褐色消質土(黄灰色粘質土翔

75 50m

SK6274

75 60rn

SD6096
1 暗黒褐色お質上
2 暗黒灰褐色粘質土(黄灰褐e粘質土潮

SK6274

SD6096
1 暗薬褐色粘質土(4蝶混、酸化鉄含)
2 暗茶褐色粘質土(1よ り枯質、黄褐色粘質i泣 イヽ礫混)
3 暗茶禍色粘質とと灰黒色粘質■と黄鵜色粘質との混■

SK5742   SD6096

SD6096
9 暗掲trh質■(澄色土粒混)
10 暗掲色粘質土

H 暗褐色粘質■lT9 責褐色粘質土混)
12 嗜掲色粘質上(黄召色粘質土 脚し物潮

暗褐ζ粘質土(黄褐色粘質土 黒据色土混,
晴褐色粘賓■

A4B色粘質土(HIB色消質土混)

暗褐色消賓■(黄偶留枯質土・砂礫潮

褐色推質■

SD6096
1 暗掲色粘質土(黄召色猫質土 脚ヒ物混)
2 黒褐色粘質土(責褐色粘質■混)
3 暗褥tFL質土(黄捐色粘質土 炭化物少量紛
4 黒4B色粘質土
S 褐色粘質■(寅凋色土潮
6 暗褐色粘質土(黄褐色粘質■混)

10
11

第172図 遺構実測図 (中世後期 )
1～ 5.SD5986・ SD5982 6～ ■,SD6096
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75 70m

75 90m

SD5910

SD5910
1 灰色粘質土とA4B色粘質土の混土
2 黄褐色粘質土
3 黒栂色粘質土
4 暗黄褐色舶質土
5 明泰褐色務質土
6 明茶黒色粘質土 (黄褐色粘質土斑点状に混)
7 茶黒色枯質土 (貨褐色粘質■斑点状に混)
8 明茶灰色粘質■ (黄褐色粘質土班点状に混)
76 80rn

SD6014

D5935
黒灰掲色格質土
黒灰褐色粘質土

暗褐tth質上(褐色土粒混)
黒褐色粘質土

黒灰褐色粘質土 (1よ りやや暗)
黒灰褐色粘質土(責褐色砂混)
黒灰褐色粘上

D593S
暗褐色枯質土 (大礫混)
黒褐色粘質土 (下部に礫混)
暗褐色粘質■ (黄褐色粘質上混)
暗褐色粘質土 (礫少量混)
黒褐色猫上

SD5935

SD5935,SD7200

SD6014
6 暗褐色粘質土

SD5935
暗茶褐色工(擁混)
暗黄褐色土 (砂礫少量混)
茶褐色土(10よ り明、砂礫少量D
黄褐色土(砂礫混)
暗責獨色上 (砂礫混)
明茶褐色土 (小礫混)
明茶褥色粘質土

茶褐色土 1/1ヽ礫混)
茶偶色土 1/1蝶混)
暗茶褐色粘質土 (イ環 混)
茶褥色上(砂礫少量混)

SD5935,SD7200
9 暗茶黒色粘質■  13 黄褐色粘質とと黒褐色上の混土
10 明茶黄色砂質±  14 黒茶色粘質土
■ 黒褐色粘質■   15 明茶褐色粘質土
12 暗黒褐色粘質土

SD7200

SD7200

明茶褐色粘質土

茶褐色粘質土 (黄褐色土粒混)
黒褐色祐質土 (責褐色土霜降り)

灰青色粘質±   22 青緑色粘質土
明黒灰色粘質上  23 青灰色枯上
暴灰色粘上    24 青緑色粘質土

SD7220

茶褐色砂質土 (責褐色土礫混)
黒茶色砂質土

茶褐色砂質上

礫層 (茶掲色砂礫混)
茶黒色砂質土(礫混)
黒青色粘質上

SD7200
1 黒褐色砂質土 (礫混)
2 刀蝶 混
3 黒褐色砂質土 (責獨色土斑点状に旬
4 暗黒褐色砂質土 (礫多畳慟
5 灰青色砂質■ (礫多量混)
0 茶褐色砂質土 (礫多量混)
7 茶黒色砂質土(礫多量混)
8 茶責色砂質土 (礫多量混)
9 茶責色砂質土と茶黒砂質上の混土
10 茶黒色枯質上

“

8tm sD5936

SD7200
1 茶褐色粘質土
鬱 明茶褥色砂質土
3 暗茶褐色砂質土
4 茶褐色砂賓土
5 責褐色砂質上(礫混)
6 累灰色砂質土
7 明茶褐色砂質上
8 黒泰色砂質土 (大礫混)

10

1ワ

15

17

黒灰色砂質土

茶灰色砂質土

黄褐色砂質■
黒灰色砂質土 (礫混)
茶褐色砂質土

明茶褐色砂質土

黒鵜色砂質土

青黒儀 工質土

茶黒色砂質土

SD5996
18 黒褐色粘質土

第173図 遺構実測図 (中世後期 )
1.SD5935 2.SD5935。 SD6014
5.SD7200。 SD7220 6.SD5936

3.SD5935 4.SD5910,SD5935・ SD7200
SD7200

295



7680m

77 00m

D7220
黒灰色粘質上

黒灰齢 質土(礫混)

黒茶色粘質土

黒褐臼枯質土

責白色砂質土

黄白色砂質とと黒灰色粘質■の混土

黒褐色砂痩土

SD7535
1 暗黒茶trh質土
2 茶灰色粘質■(寅偶色土斑点状に混)
3 黒茶色枯質土
4 秦灰tthk土
5 黒褐色粘質■
6 茶綴色常質土
7 切秦褐色稿賓主
8 明累得色粘質土(礫潮

7680m

D7220
黒禍色祐質土

暗茶灰色網質土

明茶褐色阪 土(礫混)

暗茶黒色粘質土

黒褐色粘質土(黄鵜色粘質土アロックlEl

青黒色枯質土

茶黒色活質土

累褐色粘質土(責 I「H色土斑点状に混)

暗茶黒色砂質土

SD7220
1 黒褐色粘質■(黄褐色砂混)
2 黒褐色枯賓土
3 暗黄鵜tVT土
4 暗責褐色砂噴■と黒茶色上の屍士
5 秦鵜色粘質土
6 黄褐色砂層
7 明茶終色砂度土
8 黒禍色粘質土
9 黒茶色粘質とと砂の混土
10 暗黒茶色粘質土

76 80m

7680m

77 00コa SE755S SD7535

SD7535 SD7580

7535
黒褐色粘質土(小礫 黄鵜色粘質土班点状に温)
明茶鵜色消質土(大礫・貫縄色粘質土斑薫状に混)

茶擁色粘賓■(寅捐色粘質土斑点状に混)

暗茶褐色粘質土

茶褐色砂質土

SE7553
6 黒掲trh賓土
7 黒掲色粘質土(責網色結質土アロッタ混)
8 黒秦色粘質土

SD7535
1 黒褐色粘質土(刻槻 混)
2 暗茶黒色粘質土
3 茶黒色粘質土
4 茶据色糖質土
5 礫層(大濠)
6 砂層
7 黒茶包祐質とと砂の混土

SD7580
8 黒褐色粘質土(柳黎潮
9 黒掲色粘質主(礫混)
10 暗貨秦色結質土(礫混、別醐

第174図 遺構実測図 (中世後期 )
1～3.SD7220 4・ 5.SD7535

邪

6.SD7535・ SD7580

m



SD8709
1 暗褥色粘質■(砂礫潮
2 暗褐色お質土(砂礫 責橙色粘質土混)
3 褐色砂質土(砂礫・A/E色枯賓■粒混)
4 褐色砂賓土働醸 責造色粘質土泣混)
5 褐色砂質■(砂礫・黄澄色粘質■粒潮

6 褐色砂質■(砂礫 ,黄燈色粘質土粒 ;
7 鵜酸 ■(砂礫承 醐七鉄曾)
8 4B色 油質■(砂礫 黄澄色粘質土lll
e 調色結質土虚蝦 責褐色朗
と0 褐色粘質上旬嬢  AIE色粘質土粒潮

11 暗黄褐色粘質土(砂礫 炭化物砂
12 暗得色粘質土(周ヒ物D
13 褐乞格質■(砂礫 黄澄色粘質土 責褥色砂■混、謝ヒ鉄含)
14 暗褐色粘質土C啜 黄澄色粘質土翔
15 暗灰褐色お質土(砂礫混、醐ヒ鉄奮)

1

16 4B色粘質土(暗灰褐色粘質土 砂礫混)
17 明褐も粘質上側躾・黄燈LTh質土混)
18 黄褐色粘質土(砂礫混)
19 褐色粘質土(砂礫 賞笹tth賓土混)
20 暗褐色粘質■(砂礫混、やや粘質)

77011m

A

7680m

76 80m

SK7690 SD7520

D7520
茶褐樹占質土

茶脅色お質■(砂利耐
黒灰色消質主(責白色土混)
茶褐色■(砂礫承 12よ り明るい)
黒灰色猫質土(責自色粘質土アロック混)
茶褐色砂賓土(砂礫混)

SK7690
7 明茶凋色粘質土17ド染潮

SD7520
1 茶褐色粘質土(礫混)
2 茶灰色粘質■(黄撮色土斑点状に潮
3 茶褐色粘賓土(ABB色土ブロック多重混)
4 黒褐色腋 ■
5 黒茶色粘質とと礫つ混土
6 茶鴇色粘質土(黄揺色土斑汽状に潮
7 茶灰色粘質■
8 暗薬灰LIh質土
9 茶調色粘質土
10 茶召感 H質主(責褥色エアロック混)

SD7520
1 明茶褐色お質■(礫渤
2 黒裾色粘質土(礫 明茶褐色粘質土lRl
3 黒鵜色お賓土(明茶櫂色粘質土渤
4 暗褐色務質土(しまり悪い)
5 褐色粘質土(礫励
6 明茶調色粘質土
7 暗褐色粘質土(礫混)
8 暗黒鴇色稲質土(礫混)
9 茶縄色粘質と(礫渤
10 明茶褐色粘質土(擁混)
■ A4B色稲質土

SD7520
1 茶召色粘質土(礫混)
2 黒褐trh賓土
3 責褐色粘質と
4 暗褐色枯質■(礫混)
5 暗褐色粘質■(褐色枯賓■ 秒協)
6 泰網色粘質■(黒縛色粘質と 責褐色結質■混)
7 終trh質土(礫混)
8 黒褐色枯質土
9 明茶縛色消質土
10 茶褐trh質土

第175図 遺構実測図 (中世後期 )
1.SD8709 2～ 5,SD7520

褐色砂質■(砂礫 ,黄燈色粘質土粒 黒褐色粘質■粒混)
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07600           7
黒灰色粘質土 (礫混)     8
黒灰色粘質■         9
暗黒茶色粘質■        10
暗黒茶色粘質土と砂の混±   ■
明黒褐色粘質■        12
明黒茶色粘質■と砂の混■   18

明黒褐色枯質土 (礫混 )

黒褐色粘質土

砂礫層

黒褐色粘質土

青灰色粘土

砂礫層

黒茶色粘質土

SD7220
1 黒茶色枯質土
2 黒泰色粘質土と砂の混土

76 SOm

SD7600
黒褐色粘質土 (砂礫混)
暗黄謁色粘質上(砂礫混)
黒褐t粘質土と灰茶鵜色粘質上の互層
(砂礫混)
茶褐色砂質土(秒礫混)

黒褐色粘質上 (河蝶 混、粘質)

灰茶褐色砂蝶層
灰茶褐色砂礫■と黒褐色粘質上の混■

SD7600
1 黄褐色砂礫上 (黄褐色粘質土混 )
2 灰黄褐色砂礫土 (1カ竣 色)
3 黄褐色砂礫土 (黄褐色粘質土混 )
4 灰褐色砂礫土 (褐色粘質土混 )
5 赤澄色砂礫上 (酸化鉄含 )
6 基褐色粘質土
7 暗褐色粘質上 (砂礫混 )
8 暗褐色砂礫土

SD5913
1 焦茶色粘質±          5

SD8100
1 茶褐色粘質上
2 暗褐色粘質土
3 暗茶褐色粘質土
4 暗褐色粘賓土 (泰褐色粘質土混)
5 褐色粘質土(暗褐色粘質土 茶褐色粘質土混)
6 黄褐tth質土(茶凋色粘質土混)
7 黄褐色砂 (礫混)
8 黄褐色粘質上
9 茶褐色粘質上
iO 黄褐色粘質土

第176図 遺構実測図 (中世後期 )
1.SD7600 2.SD7220 3・ 4.SD7600

2鋸

SD7580      -― ―

1藪麟3菖垂数吾こ         6
ブロック 刑壌 混)
4 茶褐色礫層

SK7891 SD7580

7

SD7580
1 茶褐色粘質土 (地山粒 砂礫少量混)
ワ 暗秦褐色粘質上 (地山粒 秒礫少量混)
3 黄褐色砂穣層

SK7891
4 明褐色砂質上(砂礫混)

D8100
茶鵜色粘質土 (炭化物混)

茶褐色粘質土(黄褐色土霜降り)

茶鵜色粘質土 (黄褐色土霜降り)

暗茶禍色粘質土 (黄褐色土 打蝶 混)
暗茶鵜色粘質土 (黄調色土 旭ヽ礫混、4よ り粘質)

5.SD5913 6・ 7SD7580 8,9。 SD8100



78 00コa

SD9301

7880m

1 暗茶褐色粘質上(植物繊維混)       5 暗茶褐色粘質土
2 茶褐色粘質土 (植物織維混)        6 暗泰褐色粘質土
3 暗灰褐色粘質■と暗茶鵜色粘質上の混±  7 暗茶鵜色粘質土

7760n                             4 暗募褐色楷質土(jtt山プロック混)    8 地山ブロンク

SD9337
1 黄褐色粘質土
(砂礫多量混)
2 茶褐色粘質土

SD9334
1 茶褐色猫質上

SK9355
2 暗茶偶色粘賓■

SD9332
1 暗茶褥色粘質土

77 60m sD9334 SK9355
7760m

SD9301
1 泰褐色粘質■           7
2 茶褐色粘質土 (灰褐tth質土混)  8
3 灰鵜色猫質土と地山の混■     9
4 黒褐鬱 質ゝ土          io
5 茶褐色粘質土 (1よ り暗、赤褐色上混)■
6 灰茶禍色粘質■          12

SD9332
1 暗茶褐色土(責褐色土霜降り)
ワ 茶灰色土 (黄褐色土アロック 秒礫混)
3 暗茶褐色土(黄褐色上ブロック混)

D9301
淡灰茶褐色粘質土

淡灰茶褐色猫質土 (地山アロック混)
暗茶褐色粘質土(植物繊維多登混)
3よ り暗(植物繊維多量混)
3よ り灰色強く、4よ り暗い(植物綴維多量混)
淡青灰色猫質土

淡灰泰偶色粘質上と地山の混土

茶栂色粘質土 (1よ り明)
茶裾色猫質土 (1よ り暗)
暗茶褐色粘質上(灰褐色猫質土アロック混)
灰茶褐色粘質土(灰褐色粘質土アロック混)
黒褐色粘質とと茶褐色粘質上の混土
累褐色粘質上と灰褐色粘質上の混土

茶褐色粘質上 (地山プロック混)
暗灰茶褐色粘質土
黒褐色粘質上 (植物織維多量混)
礫層

茶褐色粘質上

暗茶褐色粘質土

暗茶褐魯粘質土

暗茶鵜色結質土(10よ り晴)
黒褐色粘質土

黒褐色枯質土(ブロンク)
暗灰茶禍色粘質上 (5よ り明)

SD9301
1 暗茶褐色粘質土
2 黒褐色粘質上
3 暗灰褐色粘質土

SD9301
1 暗灰褐色枯質土
2 暗灰褐色粘質土 (1よ り暗)
3 灰色砂質土
4 黒褐色土
5 暗灰褐色粘質土
6 暗灰褐色粘質土 (2よ り嗜)
7 暗茶褐色粘質土
8 灰色砂質土(5よ り暗)
9 暗灰禍色粘質上 (6よ り暗、灰色強)

7820m

茶褐色粘質上(酸化鉄0
茶褐色粘質上(地山混)
茶褐色粘質土

7770m

第177図 遺構実測図 (中世後期 )
1.SD9107 2.SD9321 3.SD9337 4.SD9834 5,6.SD9832 7～ 11.SD9801
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SK9849 SK9841

SD9341
1 暗茶褐色粘質土
2 暗茶褐色粘質土 (地山プロック混)
3 黒褐色枯質土 (粘質強)
4 暗灰茶褐色粘質土 (砂質土渤

SD9341

暗灰茶褐色粘質±      8 黄褐色猫賓土(茶褐色土霜降り)
暗茶褐色粘質上(酸化鉄含)

黄褐色粘質上        SK9841
9 茶褐色枯質■ (責褐色土籍降り)

SD9305

SD9661
1 暗茶褐色猫質土

1 黒褥色土(難山霜降り)  4 灰褐色砂質土
2 灰褐色粘質■       5 灰褐色粘質土 (2よ り粘賓)
3 灰褐色精質土la化鉄含) 6 黒褐色精質土

SD9304

SD9305
1 茶偶色粘質土
2 茶褐色粘質土(地山霜降り)
3 地山ブロック

78 601n

78 50m

SD9304
7 暗灰茶褐色描質■4 黒掲色粘質土

5 暗灰褐色粘質土
6 暗灰褐色粘質■ (5よ り茶色強)

SD9303
1 茶褐色粘質土
2 灰褐色粘質土(地山渤
3 茶褐色裡質土 (地山混、4よ り多)
4 茶褐色猫質■(地山混)

暗茶褐色枯質土 (赤褐色土混)

淡青灰色粘質土

茶褐色粘賓土(地山混)

SD9303
1 暗茶褥色粘質土(酸化鉄含)
2 黒褐tth質土
3 地山プロック 茶褐色粘砂土 (3よ り暗)    6 暗茶偶色粘質土 (7よ り明、赤褐色上混)

茶褐色粘砂土 (3よ り明)    イ 暗茶凋tFb質上
茶褐t41VJ■ (赤茶褥色土潮    8 黒褐色粘質土 (9よ り明)
茶褐色粘砂土 (3よ り明)    9 黒褐色粘質■ (植物繊維多量混)
暗茶褐色粘質土 (夕より嗜)   10 灰色結質土

8

SD9313
1 暗茶褐色継質土
2 暗茶褐色脳質土 (地山アロック混、別遺構 )

D9318
茶褐色粘質上

暗黄偶色粘質土と

茶褐色上の混土

黒褐色とブロック

地山ブロック

灰色粘質とアロック

黒褐色粘質土

暗茶鵜色粘質土

暗茶褐色粘質土

9 暗茶褐色粘質土 (地山プロック混) ■ 暗A4H色粘砂土 (PL山 多量混)
iO 地山アロック

7840m

n

SD9318

>
SD9318
1 黄茶褐色枯質■
2 灰色粘質土
3 暗黒灰色粘質土

�汁
Y55

喝
下駄

第 178図 遣 構 実 測 図 (中世 後期 )
1.SD9341 2.SD9661 3.SD9
8.SD9313 9・ 10.SD9318 ■ .S

翻

304,SD9305 4.SD9305 5・ 6.SD9303 7.SD9310
D9318遺 物出土状況

SD9310
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10101
黒褐色土(赤色土霜降り)
黒色粘質■

黒色粘質■(灰色佑質とアロック混)
黒ζ粘質■(有機物多量混)
地山(累色粘賓土アロック混)
黒色土(赤黄色土 灰も土ブロック河

D10101
暗茶網色土(ガW握艇潮
黒潟色土(しまりない)
暗茶褐色土

晴茶拇色土(ややIh質 )
黒灰色枯質■(灰色お上混、植物潮な混)
灰tthiア ロック特(堅 くしまる)
黒色粘質土(5よ り暗い)

SD10101
1 累色結質土
2 黒色粘質土(1よ りやや茶色)
3 黒箇積質土(責褐色砂租土(地山)潮

SD10101
1 累掲色土
2 黒褐色土(赤色土霜降り)
3 黒褐色粘質土
4 黒褐色粘質土(責灰色粘質土アロッタ混)
5 黒褐色粘質主(4に比べ黄灰色粘質土アロ

暗茶お色土(赤色■霜降り)

黒褐色i(5よ り明るい、溜物遺体混)
黒脅色土(黄偶色エアロック混)
黒鵜色土(5よ り茶色)
黒褐色土(アロック)

黄灰も枯質土

黒褐色帖賓土

黒黄灰色猫質土(7に比べ貨灰色)

ック多量混)
黒褐色土(地山混)
黒褐色■(地山霜降り)

SD10101
1 黒褐色粘質土
2 明黒掲色粘質土(寅褐色土アロック潮
3 黒色粘土層
4 黒色粘質土層
5 明黒色粘土層(右機物混)
6 黒褐色粘質と(有機物多豊混)
7 黒色粘土(砂層 責褐色枯質上の混■)

第181図 遺構実測図 (中世後期 )
1～6.SD10101
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78 70m

SD10103
暗茶褐色工(黄灰色土ノロック霜降り)
暗茶褐色土
黒色猫質■ (灰色粘■ブロック混)
黒色粘質土 (礫 植物遺体混)
黒色祐質土 (灰色粘土アロック混)
暗茶獨色土(貨灰色上プロック混、1よ り少)
暗茶褐色土と黒色粘質■の温土

7910m

つ 00m

D10212
黒褐色砂質土 (酸化鉄気 橙色土霜降り)
黒灰色雄賓土 (礫混)
黒褐色格質土 (酸化鉄含)
黒色粘質土

青灰色脩質土(アロック)
黒色粘質土 (青灰色粘土アロック 礫混)
青色枯質土 (青灰色粘質土霜降り)

7900m

7930m

SD10214
1 黒色粘質上 (酸化鉄含)
2 黒色粘質上 (PI山 混)

SD10212
1 暗茶褐色土 (酸化鉄含)
2 暗茶凋色土 (地山 黄肌色砂質土混)
3 黒色粘賓土
4 累色粘質土 (地山 青灰色砂質土混)

SD10214

78 80コn

SD10212
1 暗茶褐色粘質土
2 暗茶鵜色■ (砂混)
3 黒褐色粘質■

7930m

SDi0215
1 黒色粘質土

10

3 黒色粘質土

SK10226  ___  1910m         _

~｀
く`(三三三三と三二万房

万~~:6

SD10213
1 黒色粘質土
2 黒色粘質土
(背灰色粘■霜降り)SK10226

3 黒色粘質土化賤・灰色粘土少震混)
4 黒色粘質上

7

SD10117
1 黒褐色土
(酸化鉄含 )

第182図 遺構実測図 (中世後期 )
1・2.SD101o3 3・ 4.SD101o2 5～ 9。 SD10212
13・ 14.SD10214 15。 16.SD10213 17.SD1011

D10102
累褐色土 (赤色土霜降り)
黒色粘賓土的 遺体混)
黒色粘質■ (秒礫混)
黒色土

黒色粘質土 (灰色粘質土アロック混)
黒褐色土働躾  灰色猫土アロック混)
黒褐色土 (2に比べ粘り少なくやや明)
黒色粘質■ (砂・灰tth土アロック混、植物遺体混)
灰色粘上

SD10212
1 暗茶褐色工(し まる)
2 黒褐色土
3 黒褐色土 (礫多量混)

2 黒色粘質土と砂質上の混土
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SD10331,SD10382
1 黒褐色粘質土
2 黒褐色枯質土 (黄褐色土プロック翔
3 黒褐色粘質土 (一部砂層)

7990m

SD10331
1 累褐色粘質上(A4B色 土ブロック混)
2 黒褐色粘質土

80 00m

80 20

SD10323
1 黒褐色粘質土(費鶴色土アロック混)

80 011m

SD10438
1 黒褐色粘質土
2 黒褥色結質土
(黄褐色粘質土ブロック混)

8060m

9

SD10448
1 黒褐色粘質上(黄褐色格質土混)

第183図 遺構実測図 (中世後期 )
1。 SD10331・ SD10332 2・ 3.SD1033
7.SD10448 8～ 10.SD10302

筋

1 明黒褐色粘質土
2 暗黒褐色粘質上
3 黄褐色粘質エアロック
4 黒縛色粘質土
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SD10331
1 黒褐色枯質土(酋朗ヒ鉄働

SD10302
1 黒褐tt●質上
2 黒褐色粘質土
(賞褐色枯質土アロック混)

80 10m

SD10446          6
1 黒褐色粘質上(礫混)

8000m                                 8050m

SD10302
1 明黒褥色粘質土 (筑乱)
2 累褐色濡質上
3 黒終色粘質土
(黄褐色粘質土プロック混)

1 4.SD10323 5.SD10438 6.SD10446
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この時期は井戸の検出量が急激に増加する時期である。遺物が出土した遺構だけでも240基確認して

いる。特にB地区とC地区北側に多い。ほとんどが素掘井戸で,井戸側の痕跡を残すものは少ない。

素掘井戸は特に円形の上坑と判別するのが難しく,掲載したもののなかには土坑も含まれるであろう。

遺物の出土量は総体的に少なく,遺物の出土はないが当期と推定される井戸もこの他にあると考える。

A地区

3018号井戸 (S E 3018,第 184図 ,図版112)

調査区の西端に位置する素掘井戸で,東接するS K3016よ り古い。肩部が崩落したため楕円形とな

っているが,本来は直径50cmの円形の井戸であったと考える。覆土は茶褐色土,掘形は円筒形で,深

さは189cmで ある。湧水は見られず,現在の湧水点は井戸底から約40cm下であった。遺物の出土はな

いが,切 り合うS K3016か ら16世紀の遺物が出土しているので,時期は16世紀以前と考える。

3410号井戸 (S E 3410,第 186図 ,図版113)

X314Y90で検出した,楕円形の素掘井戸である。長軸175cm,短軸65cm,深 さ■5cm,掘形は播鉢

形である。覆土は黒褐色上で,上層からは石臼,石硯が出上し,下層の砂礫層の上面から,斜め上方

を向いた完形の柄杓が出上している。これらの他の遺物には,13・ 15世紀の中世土師器・珠洲がある。

3413号井戸 (S E 3413,第 186図 ,図版114)

S E 3410の 南東に位置する井戸である。直径140cmの円形で,掘形は播鉢形,深さ60cmである。覆

土は茶褐色土,断面観察で板状のものが立ち上がっており,木組の井戸側の残欠であろうか。遺物に

は15世紀の中世土師器 。13世紀の白磁がある。

3417号井戸 (S E3417,第 186図 ,図版113)

S E 3410の 西に位置する,直径155cmの方形に近い円形を呈する素掘井戸である。掘形は漏斗形,

深さは95cmである。覆土は茶黒褐色土である。中層から15世紀の中世土師器・珠洲,石臼・茶臼,16
世紀の漆器椀が出上している。

3500号井戸 (S E 3500,第 185図,図版112)

S K3496の 北東隅上面C検出した素掘井戸である。直径100cmの 円形で,掘形は円筒形,覆土は炭

化物の混じる褐色土,下層は礫が混じる。遺物には15世紀の中世土師器がある。

3503号井戸 (S E 3503,第 185図 ,図版114)

S E 3500の 北,S K3527の 内部で検出した素掘井戸である。S K3527よ りは新しい。長軸100cm,短

軸86cmの楕円形で,深さは161cmである。掘形は上端が受け皿状となっており,受け皿状の底面にあ

たる層には厚さ約10cmの炭化物の層が見られた。この下層は茶褐色の砂礫層が堆積している。遺物に

は中世土師器がある。

3599号井戸 (S E 3599,第 184図 ,図版112)

X336Y96で検出した。束の S K3598よ りは新しい。長軸85cm,短軸78cmの楕円形で,掘形は円筒

形,深さは198cmである。覆土は茶褐色上で,下層になるとこれに礫が混じる。遺物には中世土師器・

15世紀の珠洲,14世紀の漆器椀がある。

3636号井戸 (S E 3636,第 185図 ,図版114)

長軸135cm,短軸■5cmの不整楕円形の素掘井戸である。 S E 3742と ともにS K3691の 南西隅に位

置する。掘形は円筒形であったが,井壁の崩落のため形を変えている。深さは240cmと 深く,検出面
から120cm掘 ると,湧水が見られる。覆土は上層が茶褐色土,下層が黒茶褐色上である。遺物には14
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世紀の中世土師器・珠洲,15世紀の漆器椀がある。

3661号井戸 (S E 3661,第 185図 )

S K3707の 北辺上面で検出した素掘井戸である。 SKよ り新しい。直径100cm,深 さ175cmで ,掘

形は円筒形である。覆土は上層が責茶褐色土,下層が黒青灰色粘質上で,深さ約130cmで湧水が見ら

れる。遺物には13・ 14世紀の中世土師器・珠洲・15世紀の白磁・16世紀の漆器椀がある。

3677号井戸 (S E 3677,第 184図 ,図版■2)

S K4268の 中央上面で検出した素掘井戸である。直径115cmの円形で,深さ198cmで ある。覆土は

上面が茶褐色土,こ の下層が黒褐色粘質上である。掘形は円筒形,遺物には中世土師器・珠洲,14・

15世紀の漆器椀がある。

3688号井戸 (S E 3688,第 184図 )

X339Y93で検出した,長軸90cm,短軸70cmの楕円形の素掘井戸で,深さ207cmを測る。掘形は円

筒形,覆土は茶褐色上である。遺物には中世土師器・珠洲,祗石,箸 。加工木がある。

3706号井戸 (S E 3706,第 185図 )

S K3707の 東辺中央で検出した素掘井戸である。直径80cmの円形で,深さはS K3707の床面から130

cmである。掘形は円筒形,覆土は上層が茶褐色土,下層が黒茶褐色上である。床面から70cmの とこ

ろでは,湧水が見られた。遺物には15世紀の中世土師器・珠洲がある。

B地区

4327号井戸 (S E 4327,第 186図 ,図版114)

調査区の西端近 くで検出した,直径80cmの円形の素掘井戸である。掘形は円筒形,深さは52cmで

ある。覆土は明茶褐色粘質上が主体で,木の根などを多く含む。遺物には,15世紀後半～16世紀の中

世土師器,底板・舟形木製品が出上している。

4335号井戸 (S E 4335,第 186図 ,図版114)

X3■ Y90で検出した直径93cmの円形の素掘井戸である。上層から礫とともに,珠洲の甕胴部片が

出上した。他に中世土師器,漆器椀があり,時期は15世紀である。

4336号井戸 (S E 4336,第 186図 )

X309Y88で検出した,直径74cmの円形の素掘井戸である。掘形は浅い悟鉢形,覆土は上層が茶褐

色粘質土,下層が黒褐色粘質上である。遺物には中世土師器・珠洲がある。時期は16世紀である。

4615号井戸 (S E 4615,第 188図 )

X292Y102, S D4602と S D 4604に 囲まれた東側のブロックで単独で検出した。ブロック内には他

に遺構はない。直径55cmの 円形の素掘井戸で,掘形は円筒形,覆土は黒褐色土,深さは61cmである。

壁面に張り付 くように,漆器椀が出土した。

4628号井戸 (S E 4628,第 187図 ,図版■5)

長軸138cm,短軸90cmの不整楕円形の素掘井戸である。東にあるS D4606よ りは新しい。掘形は円

筒形,覆土は暗茶褐色粘質土,深さは86cmである。遺物には15世紀の中世土師器,箸がある。

4656号井戸 (S E 4656,第 187図 )

S E 4628の 北に位置する,直径80cmの円形の素掘井戸である。南端は暗渠に切られる。深さは49cm

と浅い。掘形は中太りの円筒形,覆土は礫の混じった黒褐色上である。遺物には中世土師器・越前,

底板・漆器椀がある。

4658号井戸 (S E 4658,第 187図 ,図版115)

θ鋸



X294Y87に位置する楕円形の井戸である。長軸は■5cm,南端は暗渠に切られる。深さは53cmと

浅いが,底は砂礫層まで達している。覆土は第 1～第 3層 までは水平堆積するが,その周縁には第 4

層の黒褐色土が堆積することから,曲物等の井戸側があったと推測される。覆土中からは中世土師器

の他に箸・曲物片・下駄などの木製品が出上している。時期は15世紀である。

4665号井戸 (S E 4665,第 188図 )

X293Y91,S E 4758の北に位置する素掘井戸である。直径90cmの円形で,深さ47cmである。覆土

は黒褐色粘質上で,大小の礫,中には長さ約50cmの特大の礫も混じっていた。遺物には石鉢がある。

4666号井戸 (S E 4666,第 187図 )

S D 4602の 北岸下層から検出した不整円形の井戸である。長軸107cm,短軸95cmを測り,深さはS

D4602の肩から56cmである。覆土は黒褐色粘質土,底面中央からは完形の中世土師器が出土している。

この他に珠洲,箸・曲物片が出土しており,時期は15世紀である。

4669号井戸 (S K4669,第 187図 )

直径53cmの小さい円形の素掘井戸で, S K4640の北側にあり,土坑より新しい。深さは65cm。 こ

の地区の井戸は地山が砂礫層で湧水面が高いためか浅 く,平面形から見ても土坑と判別しにくい。遺

物には中世土師器・越前がある。時期は16世紀である。

4680号井戸 (S E 4680,第 187図 )

東側,南側を暗渠に切られる不整形の素掘井戸である。長軸約70cm,短軸約60cm,深 さ60cmを測

る。覆土は茶褐色土が主体で,下層には礫が混じる。底は砂礫層にまでは達していない。遺物には15

世紀の中世土師器がある。

4697号井戸 (S E 4697,第 187図 )

X291Y80に位置する楕円形の素掘井戸である。長軸82cm,短軸64cm,深さは67cmである。覆土は

上層が暗茶褐色粘質土,下層が灰褐色粘質土である。遺物には中世土師器・越前がある。

4712号井戸 (S E 4712,第 188図 )

調査区の西端近 くで検出した不整楕円形の素掘井戸である。長軸102cm,短軸85cm,深 さは48cmと

浅い。覆土は上層が灰褐色粘質土,下層が灰色粘質上である。遺物には中世土師器・珠洲がある。

4721号井戸 (S E 4721,第 188図 )

X290Y88で検出した,直径90cmの円形の素掘井戸である。深さは84cm,覆土は上層が茶褐色土,

下層が暗茶褐色粘質土で, ともに礫が混じる。遺物の出土はないが,当期と判断する。

4723号井戸 (S E 4723,第 188図 )

S D 4608と S D 4624の 交点で検出した井戸である。S D4608・ S K4722よ りは新しいが,S D 4624・

S K4728よ りは古い。覆土は暗灰色粘質上の単層で,深さは60cmである。遺物には板材がある。

4727号井戸 (S E 4727,第 188図 ,図版■5)

S E 4723の西に位置する,直径67cmの円形の井戸と考える土坑である。深さは28cmと浅い。覆土

は黒掲色粘質土が主体で,遺物には中世土師器,曲物片がある。

4750号井戸 (S E 4750,第 188図 ,図版115)

S E 4723の東に位置する素掘井戸である。長軸95cm,短軸80cmの楕円形を呈し,深さは81cmであ

る。上面は意識的と考える大小の礫で埋められ,覆土は上層が褐色土,下層が焼土・炭化物・一部炭

化した木が混じる赤茶褐色上である。覆上に特徴が見られ,井戸でない可能性がある。遺物には中世

土師器・珠洲がある。
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4758号井戸 (S E 4758,第 187図 )

S E 4665の 南に位置する楕円形の素掘井戸である。南半分弱が暗渠に切られる。長軸約86cm,短軸

60cm深さ41cmである。覆土は上層が茶褐色土,下層が黒褐色粘質上である。遺物には15世紀の中世

土師器がある。

4771号井戸 (S E 4771,第 188図 )

X290Y83,S D 4624の下層から検出した直径73cmの 円形の素掘井戸である。深さは62cm,覆土は

黒褐色上の単層である。深さ約30cm付近から,漆器・加工木などとともに茶臼が出上している。

5028号井戸 (S E 5028,第 189図 )

S X6390に切られる楕円形の素掘井戸である。長軸100cm,短軸60cm,深さ88cmを 測り,覆土は砂

礫の混じった黒褐色粘質上が主体である。遺物には中世土師器・瀬戸美濃,加工木がある。

5060号井戸 (S E 5060,第 189図 )

長軸90cm,短軸75cm,深さ134cmを測る楕円形の井戸である。覆土は暗茶褐色粘質土が主体で,遺

物には中世土師器・白磁があり,中層からは板材を検出した。時期は遺物から15世紀である。

5072号井戸 (S E 5072,第 189図 )

X256Y96で S D 5312内 に位置する素掘井戸で,SDよ り新しい。平面形は楕円形で,長軸■Ocm,

短軸90cm,深さ90cmを 測る。覆土には砂粒・小礫が混じる。遺物には中世土師器・珠洲・越前・瀬

戸 。青花,下駄がある。

5120号井戸 (S E 5120,第 190図 )

S D 5047の下層より検出した。直径73cmの円形で,深さは96cm,円筒形の掘形をもつ。覆土は,

小礫を多く含む黒褐色粘質土である。遺物には珠洲,加工木がある。

5134号井戸 (S E 5134)

S D 5018内 で検出した,SDよ り古い井戸である。平面形は一辺70cmの正方形を呈し,深さは60cm

と浅い。遺物は中世土師器のみである。時期は15世紀である。

5152号井戸 (S E 5152,第 190図 )

S D 5105に 南接する比較的大型の素掘井戸である。平面形は長軸190cm,短軸155cmの楕円形で,

深さは150cmである。掘形は,底径が75cmで播鉢状の形態となる。覆土は黒灰色粘質上が主体である。

時期については, S D 5105と の接地面の断面観察では井戸のほうが新しいが,溝には近世の遺物が含

まれるのに対し,井戸からは中世後半の遺物しか出土していない。従ってこの時期にあててはいるが,

若千検討を要すると考える。遺物は中世土師器・15世紀の珠洲・瀬戸,16世紀の漆器・加工木がある。

5261b号井戸 (S E5261 b,第 189図 )

S K5324・ S K5260よ り古く, S D 5312よ り新しい。 S K5261と の関係は不明瞭である。この周辺

の井戸では大型のもので,平面形は楕円形,長軸160cm,短軸115cmを測る。覆土は上層が暗茶褐色

粘質土,下層が黒灰色粘質土となる。遺物は珠洲,加工木のみである。

5309号井戸 (S E 5309,第 189図 )

S K5308内下層より検出した。直径72cmの 円形で,深さ63cm,底からは湧水が見られる。覆土は

黒灰色粘質土,遺物は中世土師器・信楽がある。

5381号井戸 (S E 5381,第 189図 )

X259Y87で S D 5349下 層より検出,S K5382よ り新しい。直径88cmの円形で,深さ99cm,底近く

には径約25cmの石が埋まっていた。覆土は黒灰色粘質上である。遺物は15世紀の中世土師器・青磁が
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ある。

5407号井戸 (S E 5407,第 190図 )

S K6390の 西側,北半分を暗渠に切られる。残存最大幅が64cm,深 さ132cmである。掘形は下半分

が膨らむ円筒形,覆土は暗黒灰色粘質上である。遺物は越前が出上している。

5433号井戸 (S E 5433,第 190図 )

直径55cmの円形の素掘井戸である。覆土は黒灰色粘質上で,深さ138cmを浪1る。遺物には15世紀の

中世土師器,加工木がある。

5434号井戸 (S E 5434,第 190図 )

S E 5434と S E 5434 bがあるが, S E 5434の ほうが新しい。 S E 5434む は井戸というより上坑の可

能性が強い。覆土は共に暗黒灰色粘質上が主体である。規模はS E 5434が楕円形を呈し,長軸150cm,

短軸■Ocm,深さ154cmで,S E5434 bは 深さ77cmを測る。 S E 5434の 遺物は中世土師器・珠洲・瀬

戸美濃 。白磁,漆器・箸・加工木,鉄滓があり,時期は15世紀末と考える。 S E 5434 bか らは中世土

師器 。15世紀の珠洲が出上している。

5459号井戸 (S E 5459,第 190図 )

X251Y84で,浅いS D 5110の 下層から検出した。直径87cmの円形で,深さは■8cmである。覆土

は黒褐色粘質上で,上層には大礫が混じる。遺物は越前,石臼,箸・加工木である。
5521号井戸 (S E 5521,第 191図 )

やや大きめの円筒形の素掘井戸である。平面形は長軸130cm,短軸■3cmの楕円形で,深さは146cm

である。覆土は礫混じりの黒灰色粘質土だが,第3層には学し白色粘質土が混じる。遺物には箸・底板・

加工木などの木製品がある。

5532号井戸 (S E5532,第 191図 )

S K5331の 南辺に位置し,S K5331に 切られる。平面形は楕円形で,長軸80cm,短軸65cm,深さ98

cmを測る。遺構面精査の段階より珠洲が一括して出上しており,他に中世土師器・越前,底板もある。

覆土は暗茶褐色粘質土である。

5536号井戸 (S E 5536,第 191図 )

S K5331の ほぼ中央に位置する楕円形の素掘井戸である。土坑との関係は同時期,あ るいはそれよ

り古いと考える。規模は長軸75cm,短軸66cm,深さ92cmである。覆土は灰茶褐色土・黒色上で,中

層より内面朱漆の漆器や底板・柄・加工木が検出され,他に羽日も出土している。

5543号井戸 (S E 5543,第 191図 )

同じくS K5331内 に位置する楕円形の素掘井戸で,上坑との関係は S E 5536と 同様である。規模は

長軸■2cm,短軸90cmを 測り,覆土は黒色粘質上である。遺物には中世土師器・越前がある。
5549号井戸 (S E 5549,第 191図 )

S K5331の 北東辺に近接する素掘井戸である。北接するS K5548よ りは新しい。平面形は楕円形で,

長軸108cm,短軸95cm,深 さ105cmを測る。覆土は黒褐色粘質上で,中央下層からは井戸の息抜きに

使用したと考える竹筒の残片が検出された。竹筒の直径は約5cmである。遺物には越前,箸がある。

5591号・5592号井戸 (S E 5591・ S E 5592,第 189図 )

この 2基の井戸は検出面では切 り合いが認められたが,断面観察ではプランこそ異なるが,廃棄さ

れたのは同時期と考える。共に,S K5590よ りは新しい。S E 5591は長軸145cm,短軸95cmの楕円形

で,掘形は二段掘 りとなっており,底径は45cmである。遺物は越前,漆器・柄がある。 S E5592は 直
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径90cmの円形で,深さ84cm,遺物には中世土師器 。珠洲・入尾がある。覆土は共に上層が暗茶褐色

粘質土,下層は黒褐色粘質上である。

5597号井戸 (S E 5597,第 191図 )

X265Y86に位置する楕円形の素掘井戸である。長軸84cm,短軸65cm,深さ97cmを 測る。覆土は茶

褐色粘質上で,遺物には中世土師器・珠洲がある。

5661号井戸 (S E 5661,第 191図 )

長軸78cm,短軸64cmの楕円形の素掘井戸で,北側を暗渠に切られる。覆土は黒灰色粘質土が主体

である。遺物には瀬戸美濃の鉄釉のひだ皿がある。

5665号井戸 (S E 5665,第 191図 )

X256Y83,S K5667よ り古い,直径80cmの円形の素掘井戸である。覆土は上層が茶褐色粘質土,

下層が黒褐色粘土である。遺物には瀬戸美濃の椀がある。

5682号井戸 (S E 5682,第 190図 )

S K5482内 ,中央下層より検出した,やや大きめの楕円形の素掘井戸である。断面観察から,井戸

が廃棄された後に土坑が造られたと判断する。長軸140cm,短軸105cm,深 さ115cmを測り,底径が上

面径に比べて小さくなる。覆土は黒灰色粘質土が主体で,各層から底板,加工木が出土しており,石

製品には石鉢がある。

5777号井戸 (S E 5777,第 191図 )

S E 5661の 西側に位置する素掘井戸である。北側約 3分の 1を暗渠に切られる。覆土は暗黒灰色粘

質上で,深さは131cmを測る。覆土中より完形の銅製皿が出土した。

5806号井戸 (S E 5806)

X267Y83で検出したが,上面は攪乱を受けている。平面形は楕円形,長軸100cm,短軸85cm,深さ

93cmを測る。覆土は上層が暗茶褐色粘質土,下層が黒褐色粘上である。遺物には底板・カロエ木がある。

時期のわかる遺物の出土はないが,覆土・形態よりこの時期に入れた。

5914号井戸 (S E 5914,第 192図 )

X216Y82,S D 5913下層より検出した。直径102cmの円形で,深さ122cmを 浪Iる。覆土は上層がし

まった暗褐色粘土,下層が黒褐色粘土である。遺物には珠洲がある。

5915号井戸 (S E 5915,第 192図 )

S E 5914の 北側,同 じくS D5913の下層より検出した。平面形は長軸117cm,短軸100cmの楕円形,

深さは102cmで ある。覆土は黒褐色粘上で,第 3層から15。 16世紀の中世土師器が出上している。

5996号井戸 (S E 5996,第 192図 )

X225Y80に位置し, S K6545。 S K6547よ り古い。平面形は長軸180cm,短軸167cmの楕円形を呈

しているが,壁が崩落したため規模が大きくなっており,本来の平面形はより小さな楕円形を呈して

いた模様である。掘形も悟鉢状になっているが,やや裾すぼまりの円筒形であったと考える。覆土は

黒褐色粘質上であった。遺物には14世紀の中世土師器・珠洲
。青磁,箸・加工木があるが,時期は他

遺構との関連から当時期とした。

6040号井戸 (S E 6040,第 192図 )

X220Y100,S E 5974の 南西側に位置する素掘井戸である。直径70cmの円形であり,掘形は円筒形,

覆土は上層が暗褐色粘質土,下層が黒褐色粘質上である。深さは172cmと やや深めである。遺物には

須恵器,15世紀の中世土師器・珠洲がある。
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6056号井戸 (S E 6056,第 192図 )

S E 5996の 北東に位置する素掘井戸である。長軸90cm,短軸85cmの楕円形の井戸で,深さ163cmを

測る。覆土は上層がしまった暗茶褐色土,下層が黒褐色上である。遺物には打製石斧,祗石,底板・

加工木がある。

6057号井戸 (S E 6057,第 192図 )

S E 6056の 西側に位置する素掘井戸である。長軸90cm,短軸70cmの楕円形で,深さ150cmを測る。

覆土は上層が暗茶褐色土,下層が黒褐色粘質上である。遺物には15世紀の中世土師器・珠洲・瀬戸美

濃 。16世紀の白磁があり,時期は15。 16世紀である。

6275号井戸 (S E 6275,第 193図 )

長軸128cm,短軸95cmの楕円形の素掘井戸である。覆土は上層が暗褐色粘質土,下層がしまりの悪

い礫の混じる黒褐色粘質上で,深さは130cmである。上層からは珠洲が出土しており,こ の他に中世

土師器,加工木がある。

6321号井戸 (S E 6321,第 193図 )

直径77cmの井戸と考えた土坑である。深さが53cmと ,他に比べ非常に浅いので井戸ではない可能

性がある。覆土は礫の混じる暗褐色粘質土と褐灰色粘質上の混上である。底面直上からは 3分の 2個

体の中世土師器が出上している。他に珠洲がある。時期は15世紀である。

6381号井戸 (S E 6381,第 198図 )

S D 6385よ り新しい,長軸94cm,短軸83cmの楕円形の井戸である。覆土は暗茶褐色土に黄褐色土

が霜降り状に混じる土で,深さは132cmである。遺物には越前,加工木がある。

6623号井戸 (S E 6623,第 193図 )

S K6621内 中央に位置し,断面観察ではこれより新しい。しかし, S K6621も 井戸に付属する施設

と考えたい。平面形は長軸153cm,短軸80cmの楕円形,深さは68cmと 浅い。井戸の覆土は砂礫の混

じった暗褐色土で,土坑の覆土はややしまった暗褐色粘質上である。井戸の遺物には越前,石臼があ

り,土坑からは中世土師器・越前・瀬戸美濃が出土している。

6626号井戸 (S E 6626,第 193図 )

S K6850よ り新しい井戸である。直径92cmの円形で,深さ142cmを測る。覆土は上層が礫の混じっ

た暗茶褐色土で,下層は大礫を意識的に投棄した礫層となっていた。遺物には越前,加工木がある。

6849号井戸 (S E 6849,第 193図 )

S E 6626と 同様,S K6850よ り新しい井戸である。平面形は楕円形で,長軸97cm,短軸85cm,深さ

168cmを 測る。覆土は上層が黄褐色上の混じった暗茶褐色上で,下層はこれに礫が混じる。遺物には

査器系甕片と底板・加工木がある。

7500号井戸 (S E 7500,第 194図 )

S D 7535と S D 7580の 交点の北東で検出した,大型の素掘井戸である。掘形は緩い情鉢形,深さは

180cmで ある。遺物には中世土師器・15世紀の珠洲・加賀 。15世紀の青磁が出土している。加賀は押

印をもつ甕片で,同 じ押印をもつ甕片が S D 7535か らも出土している。

7555号井戸 (S E 7555,第 194図 ,図版■6)

S D4535の 西側の肩にかかって検出した素掘井戸である。溝よりは古い。直径120cmの不整円形で,

掘形は円筒形,覆土は黒褐色粘質土が主体である。検出面より約40cm掘 り下げたところで,珠洲の構

鉢が一括して出土している。時期は15世紀である。
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7724号井戸 (S E 7724,第 194図 )

路線敷とは別に,関連工事で調査したB4地区で検出した井戸である。直径88cmの不整円形で,東

接するS K7725よ りは新しい。覆土は黒褐色粘質上が主体で,遺物には珠洲・15世紀の瀬戸がある。

7896号井戸 (S E 7896,第 194図 )

X183Y76,調 査区のほぼ中央で検出した楕円形の素掘井戸である。長軸84cm,短軸78cm,掘形は

円筒形,深さは197cmである。覆土は茶褐色粘質上が主体である。遺物には14世紀の珠洲 。青磁があ

るが,中世前期の遺構が周辺から検出されないことから,当期と判断する。

8252号井戸 (S E 8252,第 194図 )

S K8251の下層から検出した井戸である。直径56cmの円形の素掘井戸で,掘形は円筒形と考える。

覆土は砂礫の混じる黒褐色粘質土で,マンガンが付着して黒色化している。上層の S K8251の覆土か

らは,砂礫に混じって炭化物・鉄滓・焼けた石が多く出上した。時期がわかる遺物は出土していない

が, S K8252の関連遺構とも考えられ,特徴的なものとしてここで掲載した。

8274b号井戸 (S E8274b)

S K8274の 中央,T段深くなる肩の下層から検出した素掘井戸である。直径90cmの不整円形で,深

さはS K8274の床面から147cmで ある。覆土は礫の混じった褐色粘質上で,底近 くから風呂鍬の風呂

部分が出土している。

8314号井戸 (S E 8314,第 195図 )

X165Y59で検出した不整楕円形の素掘井戸である。東側で重なるS K8315よ りは古い。長軸は100

cm,短軸は82cm,掘形は円筒形である。覆土は礫の混じる黒褐色粘質上で,深さは180cmで ある。遺

物には15世紀の中世土師器,底板,土師質の暖房具がある。

8526号井戸 (S E 8526,第 195図 )

調査区の西端で検出した楕円形の素掘井戸である。長軸75cm,短草由47cm,深さは171cmで ある。掘

形は円筒形,覆土は上層が褐色粘質土,下層が礫の混じる黒褐色粘質土である。遺物には中世土師器

と石臼がある。

8542号・8543号・8547号井戸 (S E 8542・ S E 8543・ S E 8547,第 195図 )

X189Y63では 5基の井戸が集中して検出された。S E 8542,S E 8543,S E 8547の 切 り合い関係は,

S E 8543が一番古い。 S E 8542か らは中世土師器の悟鉢が出土しているが, S E 8547か らは何も出土

していないので 2基の新旧関係は不明である。これらの南には16世紀の越前。青花が出土するS E 8522

がある。S E 8543の 規模は長軸約100cm,短軸65cmの楕円形で,深さは201cmである。覆土は黒褐色

粘質土・赤褐色土・茶掲色砂などが堆積する。

8638号井戸 (S E 8638,第 195図 )

X202Y65で検出した直径70cmの円形の素掘井戸である。掘形は円筒形,覆土は礫の混じった暗掲

色粘質上である。深さは155cmで,底から湧水が見られた。遺物には14世紀の珠洲があるが,他の遺

構との関連から当期と考えた。

8905号井戸 (S E8905,第 196図 )

直径98cmの円形の素掘井戸である。覆土は黒褐色粘質上で,深さは172cmを測る。遺物には中世土

師器・珠洲・越前がある。時期は15世紀である。

8943号井戸 (S E 8943,第 196図 )

直径100cmの円形の素掘井戸である。覆土は黒褐色上で,深さは182cmを測る。遺物には珠洲甕片
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1点のみである。

8955号井戸 (S E 8955,第 196図 )

長軸140cm,短軸130cmの楕円形の素掘井戸である。掘形がやや播鉢状となり,深さは180cmであ

る。遺物には15世紀後半の中世土師器・珠洲・16世紀の瀬戸美濃がある。時期は16世紀である。

8966b号井戸 (S E 8966 b,第 196図 )

S X 8966内 西側下層より検出した。直径71cmの 円形の素掘井戸で,深さ177cmを測る。遺物には珠

洲がある。

8968号井戸 (S E 8968,第 196図 )

S K8967の 南東隅に位置する楕円形の素掘井戸である。 S K8967と はほとんど同時期であり,その

付属施設と考える。規模は,長軸172cm,短軸145cm,深さ163cmを測り,掘形は悟鉢状となる。遺物

には八尾,15世紀の珠洲,16世紀の越前がある。時期は16世紀である。

8969号井戸 (S E 8969,第 196図 )

長軸84cm,短軸79cmの楕円形の井戸である。掘形は円筒形の素掘井戸で,北側にもぐっており,

深さは174cmである。遺物には15世紀の中世土師器・珠洲,16世紀末の越中瀬戸がある。時期は16世

紀末と考える。

8972号井戸 (S E 8972,第 197図 )

S K8952南 西方形区中央に位置する。 S K8952の 下層より検出したが,時期差はないと考える。平

面形はだるま形を呈し,直径■3cmと 直径70cmの円形の井戸がくっついた形状で,深さも218cm,160

cmと 二段になっている。断面観察ができなかったので,実際は 1基か,2基の井戸が切 り合っている
のかは不明である。遺物には15世紀の中世土師器・珠洲,越前・瀬戸美濃 。16世紀の青花,17世紀前

半の唐津がある。近世の遺物の出土があるが,上坑と同時期と考えここで扱った。

C地区

9342号井戸 (S E 9342,第 197図 )

X134Y66,S D9341の 東肩下層から検出した,直径75cmの円形の素掘井戸である。掘形は円筒形,

覆土は暗茶褐色粘質土である。遺物には珠洲がある。

9852号井戸 (S E 9352,第 197図 )

S K9356の 北東隅下層から検出した井戸である。北東の S K9466よ りも古い。直径80cmの円形で,

掘形は円筒形,覆土は黒褐色粘質上である。遺物には縄文土器がある。

9388号井戸 (S E 9388,第 197図 ,図版116)

X140Y59で検出した,長軸75cm,短軸67cmの楕円形の素掘井戸である。掘形は円筒形でI覆土は

黒灰褐色粘質上である。検出面から約30cmの深さから,礫 とともに石臼が出土している。

9412号井戸 (S E 9412,第 197図 )

S D 9321の 西肩下層から検出した素掘井戸である。直径95cmの円形で,掘形は円筒形,覆土は礫の

混じった黒褐色粘質上である。遺物には珠洲がある。時期は15・ 16世紀である。

9428号井戸 (S E 9428,第 197図 )

S E 9412の 北で検出した楕円形の素掘井戸である。長軸78cm,短軸67cmで,掘形は円筒形である。

覆土は灰色粘質土,遺物には珠洲がある。

9429号井戸 (S E 9429,第 197図 )

S E 9388の 西で検出した,円形の素掘井戸である。直径は78cm,掘形は上層しか確認していないが,
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中太りの円筒形と推察する。覆土は礫の混じる黒褐色粘質上である。遺物には珠洲がある。

9791号 。9792号井戸 (S E 9791・ S E 9792)

S E 9792は X127Y75で S E 9791と共に検出した,直径■Ocmの 円形の素掘井戸である。S E 9791よ

り新しい。重機による下層確認のみのため,こ こで概略を述べる。S E 9792の覆土は暗茶褐色粘質土,

下層は約40cmの厚さで大礫が堆積する。深さは210cmである。S E 9791の覆土は黒褐色粘質上に青灰

色粘質上が混じる上で,深さは154cmで ある。この最下層からは底にくっついた状態で竹製の編物が

出上している。 S E 9792か らは15世紀末～16世紀の珠洲,下駄・底板が出上している。

9905号井戸 (S E9905)

S D9904の 東肩で検出した直径83clnの 円形の素掘井戸である。この井戸も重機による下層確認のみ

である。覆土は第 1層が茶褐色砂礫土,第 2層が青灰色粘質土,第 3層が黒褐色粘質土である。掘形

は円筒形,深さは253cm,底は砂層まで達している。第 2層から16世紀の中世土師器が第 3層から珠洲,

曲物,手桶が出土している。

9915号井戸 (S E 9915)

X145Y73で検出した直径73cmの円形の素掘井戸である。重機による下層確認では,掘形は裾すぼ

まりの円筒形,深さは181cmで ある。覆土は第 1層が砂礫の混じる灰色粘質土,第 2層が黒色粘質土,

第3層が茶褐色砂礫土,第 4層が灰褐色粘質土,第 5層が植物繊維を多く含む黒褐色粘質上である。

遺物には珠洲,漆器椀がある。

10109号井戸 (S E 10109,第 198図 )

直径78cmの円形の素掘井戸である。覆土は上層が暗茶褐色土,下層が黒灰色粘質上である。遺物に

は中世土師器片と加工木がある。

10128号井戸 (S E 10128,第 198図 )

直径58cmの円形の素掘井戸である。掘形は細い円筒形,人間がやっと入れるくらいで,深さは■2

cmである。覆土は黒色粘質土で,中から中世土師器の細片が出上した。底面は砂礫層となる。

10141号井戸 (S E 10141,第 198図 )

重機による攪乱下層より検出した。長軸73cm,短軸62cmの楕円形を呈する。中層より板状の木製

品が多数出上した。時期を決定する遺物の出土はないが,周辺の遺構の関係から当時期にあてた。

10170号井戸 (S E 10170,第 198図 )

長軸125cm,短軸103cmの楕円形の素掘井戸である。覆土は黒色粘質土,遺物には珠洲の甕口縁部・

胴部片がある。

10225号井戸 (S E 10225,第 198図 )

直径76cmの円形素掘井戸である。深さは123cm,底 は青灰色粘質土層で止まっている。遺物には珠

洲・越前があり,時期は16世紀である。

10227号井戸 (S E 10227,第 198図 )

長軸126cm,短軸99cmの楕円形の素掘井戸である。覆土は黒色粘質上が主体で,第 2層には薄い有

機物層が入る。底は礫層にまで達し,深 さは108cmである。遺物には16世紀の瀬戸美濃があり,第 4

層の礫混じりの黒色粘質土中からは,柄杓が出上した。。

10228号井戸 (S E 10228,第 198図 )

長軸82cm,短軸60cmの楕円形の井戸と考えた土坑である。深さは73cmであるが二段掘りとなって

いる。検出面より55cmの ところで,直径38cmと 底面が小さくなり,そ こから東側に寄った状態で瀬
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戸美濃の指鉢 2分の 1個体が出上した。覆土は黒色粘質上で,底は青色粘質上で止まる。他に15世紀

の中世土師器・瀬戸が出土している。

10242号井戸 (S E 10242,第 197図 )

S K10241下 層から検出した。土坑よりは古い。長軸67cm,短軸52cmのやや小さい楕円形で,深さ

は228cmと 深く,重機による断ち割りにより確認した。遺物には16世紀の上師質の情鉢。珠洲がある。

10256号井戸 (S E 10256,第 198図 )

一辺75cmの方形に近い不整円形を呈する井戸である。断ち割りの結果,上層が素掘り,下層がやや

中心をずれて石組となる二重構造となっている。深さは130cm,底は青灰色粘質上で止まる。遺物には

中世土師器・珠洲・瀬戸美濃がある。時期は16世紀である。

10303号井戸 (S E 10303,第 199図 )                 ・

遺跡南端に位置する井戸である。長軸106cm,短軸95cmの楕円形を呈する。覆土は礫の混じる黒色

粘質上で,深さは174cmを測る。遺物には中世土師器の括鉢,木製品 (橋粉木・曲物)がある。

10306号井戸 (S E 10306,第 199図 ,図版■7)

X17Y37,長軸92cm,短軸65cmの楕円形の素掘井戸である。覆上には礫が多く混じり,深さは■7

cmを測る。上層より石臼が出上している。

10314号井戸 (S E 10314,第 199図 ,図版117)

長軸120cm,短軸■Ocmのやや大きめの不整円の素掘井戸である。覆土は黒褐色粘質土責褐色粘質

上が混じる上で,深さは196cmである。遺物には木製品がある。

10343号井戸 (S E 10343,第 199図 )

X30Y41,長軸127cm,短軸■2cmの楕円形の素掘井戸である。覆土は黒褐色粘質上に黄褐色粘質

土が混じる土で,掘形は裾すぼまりの円筒形,深さは191cmである。遺物には木製品の箸・木製容器・

底板・加工木がある。

10344号井戸 (S E 10344,第 199図 ,図版117)

S E 10314の 南東にある井戸で,長軸103c�,短軸85cmの楕円形を呈する。覆土は黒褐色粘質上で,

深さは250cmを測り,周辺の井戸の中では一番深い。

10419号井戸 (S E 10419,第 199図 ,図版117)

一辺96cmの方形状の井戸である。掘形は円筒形,覆土は特徴的な礫混じりの責褐色粘質上で,深さ

は136cmで ある。遺物には漆器・加工木がある。

10452号井戸 (S E 10452,第 199図 )

遺跡南東端に位置する,直径52cmの月ヽさな円形の素掘井戸である。覆土は黒褐色粘質上に黄褐色粘

質上が混じる上で,深さは110cmを測る。遺物には15世紀末の青磁,漆器椀・底板がある。

10453号井戸 (S E 10453,第 199)

S E 10452の 南に位置する素掘井戸である。長軸65cm,短軸58cmで, S E 10452よ リー回り大きめ

の楕円形を呈し,深さは185cmである。覆土は黒褐色粘質上に黄褐色上が混じる上である。

(島田美佐子)
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S E6057 S E157 旨円形 70 1 者茶褐色土 旱掲色粘質
土

,世土師器珠洲 顔戸美濃 白磁溜
器 磐 おた主 瓶約 れ,T大

S E6105 S E205 聡 懲 占腎土

E206 2 黒褐併μ質土 Ⅲ世土師器 越前
,世土師器 K61■ >S E6122

第10表 井戸 (中世後期)一覧 (1)
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平面形 規模 :ξ 鰈 i角 時  期 最終レベ川 湧水レベ
S E6160 凱 躙 色土 1中世土師器
S E6194 黒褐包枯質と 1珠洲 D6006>S E6194

黒褐色土 1中世土師器 越前 石鉢 底板 加
,E375 B2 害円形 音茶褐ti 黒掲色粘婆 中世土師器 珠洲 加工木

E385 不整円形 α 猟 中世土師器
S E6295 α 12( 目餅占暫土 来洲 S K6294 S D6236>SE
S E6321 S E421 Ⅸ 嗜褐色粘質土 褐灰色粘 〒世ill器 珠洲

S E6333 黒褐色士 S K6334>S E6333
,E6381 S E481 B2

Ⅸ 冬火ひ,質土 中世土師器 鹿仮
B2 膏円形 15(

,E6626

S E6636 S E736 音茶褐色士 1世土師器
S E6670 S E770 11( 114 冬レk色土 中世土師器 珠洲 ,瀬戸美渡 漆器屹

板

S E779 茶掲倒雪質土 1中世土師器 珠WN 青花

音円形 齢 系 底板 力a猷 7371

瀬戸美濃 おたま
S E7019 S El■ 9 黒褐色砂土

S E08 上1顧器 中世土師器 珠洲
日形 事滋 青花

8ι 世土師器 珠洲
S E7353 S E253 戸美濃 S E7353>S D7200
S S E300 円形 9:

S E359 円形 82

9C $

S E7500 看円形 暗茶褐魯佑質土 ,世土Fl器 珠洲 力「貨f罰政暦
‐
24

)E7526 万形 駅 船 色土

)E7555 S E455 肇掲饂 質土 1珠洲 D7535>S E7555
刊形 8 1中世土師器 珠洲 明治 756i

駅

B3 X 懸褐色土 珊 S E7617>S P7618
S E7619 S E519 悟褐色枯質土

翻 色土 754`
釈

S E7636 B3 117 観 綿 tfL暫土
S E561 S E7661>S K7510 S K7661 1516C

S E7702 S E602 世土H中器 とM予 田物 署 納 放材 5C後半

S E624

S E637 力]珠
B3 1 J 誡

S E8110 S E1010 87

S E1032 日形

弓形

B3 1 8( 〕

S E8147 S E 1047

S E 1049 E8149>S K1048
B3ヽV q形

B3WI F整円 釧 | (atl

S E8807 S E107 Ы

S E8314 SE■4 B3W
B3W 8 6 房具

Ы

,E8526 S E326 B3W I

B3W 方形 切石

B3W d 中世上師器 (招鋤 752′

S E8547 S E347 97

S E8638 B3W 鵠 質土 珠洲 石硯 雄け材
鋭 黒褐3粗質土 中世主師器 珠JH 越言t 415■ 6C 754〔

,E8908 〕形 議

,E3910 S E10 齢

E8912 12 1世土師器
η 87 hJH

S E8986 &
S E8943 S E43 鵠 住

■形 額 美濃
50 N 釧 霜州 瀬戸 415C

8′ 0 辞 】糊

S E8955 S E55 Tttill器 珠洲 瀬戸美濃
S E56 14 15C

εN 8t 朱洲 越前
刊形 71 糊

S E8968 S E68
岬 172 516C

S E69 1516C末 7541
N 科 米洲 志野 石鉢

S E8971 k洲 越前
S E8972 S E72 N 看円形 11( P世主H頭器 珠洲 越前 顔戸美濃埠

L 唐津
15■6■ 7C

CN  「 駅 未洲 加工沐
E8976 米洲                 |

N 員恵慕 珠洲           |
μ 拠 土,隠
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規模 ;深 覆   土 出 土 遺 物 時   期 最終レベ,1 腸水レベ′

S E82 15■6C

E8987 慟01 茉洲 瀬戸実濃
S E8990 931 虫前 .石白 6C 752(

15C後半

S E93 Ю21 84

S E8994 S E94 N 921 ,世土師器珠洲 青磁加工木
S E8998 S E98 糊

日形 15■ 6C

弓形 1315C後半

S E9009 N ■
l形 細

S E9011 〕 糊

]形 8〔 〕

S E9019 弓形 郷

S E9020 S 釧 力慮抹

S E9122 S E22 152

“

世■師器珠洲石臼祗石石鉢・ 15C後半

S E9138

馴

者円形 75

S E9215 SE■5 看円形

“

01 棚  越前 石鉢 石白
S E9216 SE■6 b51 棚

S E9325 ヨ形 Ы ,世と師器珠洲顔戸美濃言花
軍」L号:

E9342 Ъ
I

嗜朧 色願 土

761

S E59 | 1形 951 を褐研 /g土 中世土師器 15C後半

S E9373 S ε73 1 951

E9382 I 督形 望61 げ 30 ,世土師器珠洲 鉄津
『

72 鞠 O留質土 7654

S E89 1 円形 m21

S E9112 SE■2 1 ■01 鶴 旨土 kJH 石白 加工板 762i

1 阜褐曾占質士
q形

1
762イ

S E129 1 弓形

S E9479 S E179 881 19 願戸美濃 響 力Л工版 7554

S E9480 1 石鉢 出物 漆器 箸 下駄.辰恢 力Π
珠

S E9509 E209 701 釧

q形 黒褐色智質土 9606>S E9618

S E9648 S E348 Cl 516C

S E9728 S E427 Cl 中世土師器 瀬戸美渡
701 中世土師器 .珠洲 青磁
劇 珠洲 越前.石臼 田物 蜃板 浴器

茶先 加工木

Ю51 矧 5C前半

S E439 Cl 黒掲色悩! 7654

,E9792 S E492 ■01 S E9792>S E9791

,E9806 S E506 821 珠洲 瀬戸美濃
,E9835 S E535 1 刊形

判
暗茶褐OfL質土 中世土師器 h」I 自磁ギ議破石製明

房具 砥酒 曲物 竹製編物
315C

E9837 801 R褐也嵩賓土 越前

閉 ミ褐色留質土 珠洲

S E573 刊形 15C後半

E9875 Ю21 具褐■焙菅土 1中世土師器 珠洲

S E9879

碍
801 1 罰天褐色砂壇土 1珠洲

E9905 〕 q形

S E9910 S E610 〕 円形 961 163 1黒褐留枯質

761 1茶褐色隣思 糊  瀬戸美濃 側板 752(

日形 K色佑質土 黒3枯質土

S E10109 S E09 2 弓形 珂
5 茶褐色上 黒火色粘召 ,世ill器  加工勢

2 弓形 〕 779(

S E10141 2 告円形 6Z

S E 10162 2 礫 1中世■1雨器 石硯 力]猷
〕 阜轡解質土 1珠洲

q形 72

2 日形

S E10175 黒色粘暫土 茉洲 越前 漆器 力Π工木
景色土 1石硯 力Π工木

C2 脊円形

S E10182 S E82 C2 膏円形

S E 10184 S E84 黒懲占管土 中世土師器 珠洲 潤許曲物 力1跡
景儀 珠洲・越前 曲物 加工木 77

S E 127 C2 者円形 Ⅸ

S E10228 S E128 青円形 駅 t5■ 6C

E10229 S E129 黒色粘質土 姉

Ⅸ 黒色粗質土 ヨ楽 言磁 出物 加工木
S E 10242 S E 142 2 ¬形 , 暗茶捐色土

土
黒褐色粘質 761

不整円形 ,世土師器
E10256 S E156 2 方形 71 ド層は石組井戸

E10803 S E03 3 ,世土師器 (嶽出 精株 曲物
E10306 S E06 3

33 1 具褐色佑質土 旧跡 785

S E 10343 S E43 3 精円形 1

S E 10314 S E44 3 盤 疏 力,猷
I 衰消(併蹟土 姿器 力HI木

3 4形 52 |
15来 C

S E153 3
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SE3018

ン

SE3688
1 秦灰褐色土(翻ヒ鉄含、炭化
粒わすかに混)
2 灰縄色土(酸化鉄含、炭化粒
わすかに温)
3 茶灰謁色土(醐ヒ鉄含、戻化
粒多登混)
4 茶格色土(小礫混 醐ヒ鉄含)
5 褐色土(醐ヒ鉄含、炭1ヒ粒わ
すかに混)

SE3599 SK3598
SK3628 SE3677

1 茶鵜色■     4 茶鵜色■    7 黒茶褐色■(炭化粒 地山主混)
2 褐色粘質±    5 灰秦禍色±   8 茶謁も■(地山土多重混、しまりない)
3 黒褐色粘質■   6 黄茶褐色±   9 黒茶褐色土

第184図 遺構実測図 (中世後期 )
1.SE3018 2.SE3688 3.SE3677 4.SE3599

＼
ヽ

SE3599

SE3677     SK3628
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トムX

E3500
褐色土 (炭化粒混)

褐色土(報ヒ鉄含、脚 ヒ粒混)

炭化物層

褐色粘質土(期ヒ鉄含)
暗掲色粘質土(pt化鉄含、礫多量混)

1 煮茶鵜色土 (茶鵜色土と地山の混■)
2 黒青灰t格質土

第 185図 遺構実測図 (中世後期 )
l SE3661 2.SE8706 3 SE3500

謬

X

螂囃鰺
紬舶鞠

SE3706

SE3706
1 褐色主(地山土混)
2 泰褐も土(地山土多長混)
3 景茶褐色土(地山上混)

E3636
茶色主 (し まりない)

泰褐色土 (炭化粒多曇混)

黄褐色土 (地山土縞状に混)

黒茶鶉色粘質i(地 山■わすかに混)

茶召色砂礫層

黒泰禍色粘質土

SE3500

SE3503
1 暗茶褐色主 (炭化粒多量混)
2 茶褐色上 (地山混)
3 炭化物層 (茶拇色i混 )
4 茶褐色土 (炭化物少量混)

4.SE8636 5.SE3503



玉

m

SE3417
1 泰黒褐色土(小礫 炭化粒混、
2 秦黒掲色粘質土(砂質土混)

SE3410
1 黒茶褐色土(礫混、翻ヒ鉄含)
2 茶黒褐色上
3 VJrl層

しまり良)

Sに 3413
1 茶褐色土(秒利少量混)
2 暗茶褐色土(砂利わすかに混)
3 暗灰鵜色粘質主

よ

A

SE4327
1 茶褐色粘質土と暗黄褐色粘質上の温■
2 明茶褐色粘質■(植物遺体多玉混)

よ

6

SE4335

第186図 遺構実測図 (中世後期 )
1.SE3417 2.SE3410 3.SE3413 4.SE4327

SE4336
1 茶褐色粘質■(翻ヒ鉄守)
2 黒褐色粘質土(青灰tFh質■
ブロック 砂混)

|

5.SE4335 6.SE4336
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ほD2
ンン

SE4758

SE4666

SE4758
1 茶褐色土(砂礫混)
2 黒褐色粘質土(礫混)

SE46S6

74 30m

7490m

SE4656
1 黒召色土(礫混)
2 黒褐色土(猫賓)

SE4628
1 嗜泰褐LTh質土
2 暗茶鴇erh質■
(砂礫少霊混〕

74 30rn

SE4658
1 責黒褐色土(地山■縞状に混)
2 黒黄白色土
3 青黒褐色上(地山土楠状に混)
4 黒褐色土(地山■わすかに混)

E4680
茶黒褐色土(Pd山 主 劇ヒ粒混)
茶褐色■(地山上混)

黒黄白色土

秦鵜色土(地山土混、2よ り多)

IB色■(粘質)

褐e■ (粘質、穣混)

<

SE4697
ユ 茶褐色粘質■
2 暗茶褐色粘質土
3 灰褐色粘質土 (地西プロック混)
4 灰召tFL質土 (地山アロック混、
3よ り少なセ〕
5 青灰色粘質土

第187図 遺構実測図 (中世後期)L―す―市す…辞一一一一一一引
1.SE4666 2.SE4758 3.SE4656 4.SE4628 5.SE4658
8.SE4669
物

6 SE4680 7.SE4697



ムよ

▲

SE4712
1 灰櫓色粘質土 (地山粒承 翻 ヒ鉄含)
2 暗灰色粘質土 (地山粒混、聞 し鉄含)
3 灰tth質土 (地山混)
4 黄褐色粘質土 (地山プロック混)

SE4615
1 黒褐色土(礫混)
2 黒青灰色粘質土

ト

74 30Tn

SE4750
1 褐色土
2 赤茶褐色土(焼主 炭化
粒多長混)

7430m

SE4723

SE4727

SE4721
1 茶褐色■ (砂利少量混)
2 暗茶褐色粘質■ (砂礫
わすかに混)

E4723
灰褐色土 (砂礫混)

黄褐色粘質■ (砂礫混)

暗灰色粘質土(砂礫わずかに混)

暗茶褐色土 (砂礫わずかに混)

灰茶褐色土 (砂礫混)

▲

茶黒褐色粘質土 (酉郎ヒ鉄含)

灰褐色粘質土larし鉄含)

黒褐色粘質土

黒灰色粘質土

青黒褐色土 (地山多量混) SE4771
1 暗黄褐色砂礫土
2 黒褐色土

SE4615

第188図 遺構実測図 (中世後期 )
1.SE4712 2.SE4615 3.SE4665
7.SE4727 8.SE4771

ｉ
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4.SE4750 5.SE4723 6.SE4721
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彰

'1

SE5028

マか ▲
キI

I―イ

厚

SE5028
1 黒褐色粘質土(礫混)
2 黒褐tXh質■(秒礫混)
3 黒編ttth質上(礫混)

SE5060
1 暗茶召色土(黄謁色エアロック
砂礫混)
2 暗茶褐色土(しまりなし、砂礫混)
3 暗茶灰色粘賃土
4 暗茶灰色粘賓土(3よ り茶色強)
5 黒灰色粘質土(青灰色粘質土アロ
ック混)

SE5072
1 黒褐色上(砂 褐
色主粒若干混)
2 晴茶灰色■(砂混)
3 暗茶灰色粘獲主
(褐色粘上粒混)
4 黒灰色粘質土
5 黒灰色枯質土
(青灰色粘土粒IEl

O 暗黒褐色粘質土
(月域 多畳混、
しまり良)

5260

SE5309
1 黒灰色粘質土(礫 IEl
2 黒灰色粘質土

SE5381
1 黒灰色粘質土
2 濁黒灰色粘質土
3 黒灰trl質土と礫の混土
4 黒灰色格賃主
(黄褐色粘質土アロック混)

5 黒4B色猫質土
SD5349
6 泰灰色枯質■E526i

暗茶褐色上

炭化物層
暗茶網色主(1よ り明)
暗茶編色土(3よ り明)
褐色粘質土(責褐色粘質土ブロック混)
暗茶脅色主(褐色粘賓土ブロック廟
黒灰る粘質土(青灰tFh質エアロック潮

7530m
73 10rn

SE5592

SE5592

SE5806
1 暗茶鴻色粘質土(地山粒少量混)
2 青灰色枯土
3 地山アロッタ
4 黒褐色粘土

SE5591

SE5591

K5589

SK5590

SE5591・ SE5592
1 暗茶欄色猫質土と黄偶色粘質土
の混土(砂礫混)
2 暗茶裾色粘質土(黄編色粘質土
アロック 砂混)
3 黒IB色粘質とと黄褐色粘質土と
砂の互層
4 晴秦褐色結質上
(黄褐色粘質土アロック混)
5 黒褐色粘質土
(青灰色梢質土アロック混)
6 暗茶偶色粘質■
7 黄褐色枯質■と黒茶禍色枯質■
の混土

7.SE5806
第189図 遺構実測図 (中世後期 )
1.SE5028 2 SE5060 3 SE5072 4.SE5261 5SE5309 6.SE5381
8.SE5591・ SE5592
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